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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　火曜、曇くもり。疲ひ労ろう感かんに引かれるように夢に沈しずみ込んですぐに、荒あらっぽく意識を揺さ振ぶられた。

　一つ一つ階段を上るみたいに目覚めに近づく途と中ちゆう、自分の体に無骨な指が這はっている事に気付く。服の中に入りこみ、直接触ふれられる。眠ねむりに落ちる前に読んだ置き手紙を思い出して、指の持ち主はその人以外に有り得ないと、唇くちびるが自然と緩ゆるむ。いくら誘さそってもずっとかわされていたが、ようやく俺の手の中に落ちてきたのかと嬉うれしくなる。寝ね込こみを襲おそうぐらい我が慢まんできなかったなら、朝まで突つっ込んで満足させてやろうと、いやらしい指先の感覚を追う。

「ぁ」

　うっすらと瞼まぶたを開いたときに、首筋に唇が触れた。

　冷たいそれに、意図しない声が歯の隙すき間まから漏もれる。擽くすぐるように掠かすめていく唇は心地よく、覚かく醒せいに近づく体に熱が募つのっていく。掌てのひらで胸を撫なでられて、指によって皮ひ膚ふの硬かたさが違ちがう事に気付く。ざらついたそれが胸の先に引っかかり、息が乱れた。

「は、……あ」

　微睡まどろみを漂ただよいながら相手の後頭部に手を添そえ、引き寄せようとした時に違い和わ感かんを覚える。髪かみの質感が以前触れた時と違う。頭の中で思い描いていた男が決して吸わない煙草たばこの匂においが鼻を掠めて、戸と惑まどいが加速する。これ、誰だれだ？

　ぱちりと瞼を開く。部屋の隅すみに置かれた間接照明の仄ほのかな明かりを頼たよりに、相手の顔を判別しようとしたら、髪を搔かき上げられて額に唇が落ちてくる。

「起きろ。眠りに来たわけじゃないだろ？」

　低く腰こしに来るような甘い声には聞き覚えがない。

　ぎょっとして跳はね起おきようとしたが、肩かたを手で押さえられていて敵かなわない。途と端たんに恐きよう怖ふ感かんが沸わき上がってシーツに落ちていた手で反射的に相手の顎あごを狙ねらった。マウントの不利は理解していたが、日ひ頃ごろ仕事で鍛きたえている自負があったので、あっさりと拳こぶしを摑つかまれた事に驚おどろく。

「や、めろ……っ、離はなせ」

　絞しぼり出した声は、本意に反して怯おびえて聞こえた。相手は俺の声を聞いて怯ひるんだように、少し力を緩める。その隙すきを突こうとしたが、一向に拘こう束そくは外れない。のし掛かかられる体勢は最悪な記き憶おくを連れてくる。どうにか抜ぬけ出したくて、摑まれたままの腕うでを大きく振って暴れた。

「あ、んた……誰だよ」

「誰って、今いま更さら怖おじ気けづいたのか？」

　一体何の話だと混乱しかけたが、すぐにそいつが、家主と俺を取り違ちがえている可能性に気付く。

　もてる人だったし、あまり親しくない俺にも合い鍵かぎをくれるぐらいだから、他にも鍵を渡わたしている奴がいても不思議じゃない。今寝ているベッドも元は家主が使っていたから、間ま違ちがっている可能性は充じゆう分ぶんにある。それなら声を聞いて怯んだのも納得がいく。

「な、あ、俺、たぶんあんたが思ってる相手じゃないって」

　声が震ふるえたのは、胃が痙けい攣れんしたせいだ。ベッドを汚よごすのは嫌いやだが、吐はきそうだ。

「俺なんかとやっても楽しくないって……」

　俺が尋じん常じようじゃないほど怯えてるのを察したのか、それともようやく俺が家主でないと分かったのか、上に乗った相手が僅わずかに体を離して隙間が生まれた。俺は転がるようにベッドを降りて、シェルフの上のリモコンで照明を点つける。部屋の中が明るくなり、相手の正体が顕あらわになった。

　狐きつねみたいな顔を見て、聞き覚えのない声だと思ったのは間違いだったと知る。

「……塩しお田だ」

　片想いしていた相手が戻もどってきたと思ったのに違った。期待が裏切られた事と、こんな時間に起こされた事、しかも相手が塩田だと知って通常時でさえ悪い目つきが更さらに鋭するどくなる。

　行きつけの店が被かぶっているので、何度か顔を合わせた事がある。好みじゃないが、顔を合わせる度に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせられるので、会った回数のわりには鮮せん明めいに覚えていた。

　最初から誰か判っていたら、暗くら闇やみに乗じてその整いすぎた顔に一発入れられたのに。

「西にし垣がきさんに会いに来たんだろうけど、生あい憎にくあの人は今日出ていったばかりだ」

　他人の邪じや魔まをするのが楽しいのか、単純に趣しゆ味みが合うのか、口説いていた相手を塩田に横取りされた経験があった。一回だけならまだ大目にみるが、残念ながら片手では足りない回数だ。

　俺は西垣さんを本気で狙っていたので、塩田の事は警けい戒かいしていた。しかし西垣さんを口説いてる時に塩田に挑ちよう発はつ的な視線を向けても、無反応だった。だから元々親しいのは知っていたが、二人の間に恋れん愛あい感情はないと安心していた。なのに合い鍵を持っているなんて一体どんな関係なんだ。

　不ふ機き嫌げんと警戒を隠かくさない俺に塩田は「知ってるよ」と返し、じろじろと不ぶ躾しつけな視線を寄よ越こす。

「じゃあ、なんで来たんだよ」

　低い声に苛立ちを込めて訊きいたが、塩田は少しも動じる素そ振ぶりを見せない。先程怯えた姿を見られているせいだろう。一番見られたくない姿を、一番見られたくない奴やつに晒さらしてしまった。

　塩田は俺の心境を歯し牙がにも掛けず、ベッドの横に置かれた美しい木目の椅い子すに腰こし掛かける。

「自分の家に帰ってきたら悪いのか？」

「は？」

　意味が理解できずにいると、塩田は溜ため息いきを吐つく。向けられた顔に、小学生の頃ころにいつまで経っても分数の仕組みが分からない俺の前に立っていた教師の表情を連想させられる。

「合い鍵持ってるからって変な噓うそ吐くなよ。ここは西垣さんの家だろ」

　家主が不在だからって馬鹿な事を言うな、と過去の恨うらみも籠こめて男を睨にらみ付ける。

　塩田はますますうんざりした顔で「西垣の持ってる方が合い鍵だ」と衝しよう撃げき的な事を口にした。

「何を聞いたかは知らないがここは俺の家で、条件付きでしばらく西垣に貸していただけだ」

「貸してたって……、だって、そんな」

　寝る前に読んだ西垣さんからの置き手紙に視線を走らせる。シェルフの上に置かれたそれには、書き殴なぐったような字で〝しばらく出で掛かけます。連れん絡らくはしても繫つながりません〟と書いてある。

　塩田は置き手紙に気付くと、指の仕草だけで渡すように指示してきた。偉えらそうな態度にむっとしながらも、それを渡す。ぼやけたミスプリントの写真の裏に書かれた素っ気ない文章を読んだ後で、整った柳りゆう眉びを寄せた男は冷えた目を再び俺に向けた。

「お前は西垣になんて言われて、そのベッドで寝ていたんだ？」

　寝ね起おきの頭で、一月前に実家を出て行かなければならないから家探ししていると、店で話した時の事を思い出す。その時、西垣さんはそれなら一いつ緒しよに住まないかと俺に微笑ほほえんだ。

「元彼が家に押し掛けてきて怖こわいし、部屋も余ってるからしばらく同居しないかって。それに俺も行く部屋が決まらなくて困ってたから、一週間前からこの部屋を借りてるん……だけど」

　歯切れが悪くなったのは、目の前の男が嫌そうな顔をして見せたからだ。

　昔から年上の男が好きだった。特に西垣さんみたいな儚はかなげな美人には弱い。一年ほど前に知り合って、その頃から片想いをしている。今までいくら誘ってもかわされていたから、同居を提案されて、二つ返事で荷物を持ち込んだ。しかしまさか一週間で置き手紙と共にいなくなるなんて。いや、そもそもここが西垣さんの家ですらないなんて。

「騙だまされたな」

「騙すって、まさか。だって、意味ないだろ。なんで西垣さんが俺を……」

「あいつが連れ込んだ男が、勝手に俺のカメラを売り払はらった。帰国したら殺すって脅したら、西垣はカメラの代わりに……俺好みの男を用意しておくって約束した。それがお前」

　その台詞せりふに予想外の方向から、頭をがんと殴られる。噓だろ。噓だって言え。

　だらだら汗あせを流しながら、昔の男が怖いと瞼を伏ふせて語った想い人の横顔を思い出す。

　無言で固まる俺を見て、塩田は再度溜息を吐くと椅子から立ち上がる。

　反射的にびくっと肩が跳ねた。臆病な小動物に似た自分の反応に、内心舌打ちする。

　丁度良い生いけ贄にえが見つからずに西垣さんは俺で手を打ったのかも知れないが、いくら美人な年上が好みでも、俺より上背がある男には食指が動かない。こいつも俺が相手だと分かってやる気がなくなっただろうが万が一を考え、つい身構えてしまう。そんな反応を、塩田は鼻で笑った。俺が自意識過か剰じようだとでも言うように。

「強ごう姦かんは趣味じゃないから安心しろ」

「ご、強姦って……」

　自分が襲われる方だと言われてぎょっとする俺の横をすり抜けて、塩田は部屋を出ていった。

　存在が消えてからほっと息を吐いて、慌あわてて部屋の隅にあるバックパックを探って携けい帯たいを取り出した。すぐに西垣さんの番号を呼び出すが、留守電に切り替わってしまう。

「繫がれって。マジで、説明してくれよ」

　しかし何度かけても結果は同じ。いきなり突きつけられた現実を無視して再び布団の中に潜もぐり込みたいが、塩田の家だというのが真実ならそうもいかない。パジャマ代わりに着ているクルーネックとモノクロチェックのサーフパンツ姿で、再び塩田と対たい峙じするために部屋を出る。

　目当ての男は乱雑に物が置かれた台所で、冷蔵庫を漁あさっていた。

　広いのに物の少ないリビングには見覚えのないトランクが二つと、大きなナイロンバッグが置かれている。荷物に着けられたＮＲＴのタグを見ていると、プシュッと音がした。

　振ふり返ると塩田がビールの缶かんに口を付けている。

「さっきの話、本当なのかよ。ここが、お前の家だっていうのは……」

　俺も酒が欲しい気分だが、アルコールを入れたら冷静な話し合いは出来そうにない。

　それに明日あしたは現場が遠いので、酒が抜けきる前にシャワーを浴びて家を出る必要があった。

「俺が噓を吐く理由があるか？　そもそも西垣が自宅じゃ仕事をする気が起きないって言うから、俺が帰国する迄までの間、客用の部屋を貸してやってたんだ」

　この家には三つ個室があるが、うち一つは鍵が掛かっていて、もう一つは絶対に入るなと言われている。俺は残りの部屋を宛あてがわれていた。

　一緒に暮らす一週間の間、西垣さんが鍵の掛かった部屋に入る姿は見ていない。

「それが真実なら、すぐに出ていく」

「……当てはあるのか？」

　夜中の二時に考えるにしては厄やつ介かいな問題だ。だけど持ち込んだ私物はまだ少ない。今すぐにホテルを探し、何度か往復して荷物を運べば出勤時間までに片が付くだろう。

　しかし限りなくゼロに近い預金通帳、先日半年契けい約やくしてしまった近くの駐ちゆう車しや場。新しいアパートの敷しき金きんや礼金、バイクのローンなど諸々の事を考えると、新しい部屋が決まるまでのホテル代はきつかった。コインロッカーとマンガ喫きつ茶さ活用コースが一番安く済むかもしれない。

「三ヶ月後には、俺はまた出ていく。それまでなら使っててもいい」

　黙だまり込んで頭を悩なやませる俺に、塩田が魅み力りよく的なプランを口にする。

　塩田が頻ひん繁ぱんに渡と航こうしているという話は、西垣さんから聞いていた。金に不自由していないからといって、年上の癖くせに定職にも就かず旅行三ざん昧まいなんて良い身分だ。そういうところも気に入らない。とはいえ引ひっ越こしが三ヶ月先延ばしになると、かなり助かる。けれど問題なのは塩田が何故なぜそんな風に慮おもんぱかってくれるのかって事だ。純じゆん粋すいな善意だけとは思えない。

「悪いけど……部屋を貸して貰もらえても、俺はあんたを抱だけない」

　抱かれるのも抱くのも無理だ。下心を警戒してそう告げると、カウンターの上に転がっていた小こ振ぶりな青林りん檎ごに齧かじり付いていた男は眉まゆ根ねを寄せた。そうすると途と端たんに男臭くさい顔になる。

　ビールをもう一口飲んだ後で、塩田は俺の爪つま先さきから頭の上までを品定めするように見た。　>>>♥

「自分よりチビに抱かれろって？」

「なっ……誰だれがチビだ！」

　身長はこれでも一八二はある。確かに塩田の方が高いが、僅わずか数㎝の差しかないだろう。

　それでチビ呼ばわりは納得できない。ぎりぎりと睨み付けると、色素の薄うすい唇くちびるを皮肉げに歪ゆがめた男はまた林檎に齧り付く。その林檎は、俺が明日の朝食代わりに買ってきた物だ。

　今塩田が飲んでいるビールも俺が買ったやつだと気づいて、ますます眦まなじりに力が入る。

「俺より背が高いとしても、お前に抱かれるつもりはないけどな」

　明らかに人を見下した態度に、やっぱりこの男と一緒には暮らせないと苛いら立だちを覚える。

「ああ、それとも抱かれたいって意味か？」

「誰がだ！」

　薄うす気き味み悪わるい想像をさせられて、体中に鳥とり肌はだが立つ。

「安心しろよ。お前が強請ねだらない限り、俺がそっちの部屋に行く事はない。怖いなら、無理強いはしないけどな」

「はぁ!?　誰がお前なんかを怖がるわけ？　あんまりふざけた事言ってると……」

「夜中に喚わめくなよ。うるさい」

　塩田は嫌いやそうに眉まゆを顰ひそめる。それから俺の存在なんて気にもせずに、二つ目のビールを冷蔵庫から取り出す。それも俺のだ。余計に頭に血が上ったが、これ以上騒さわいだら負けな気がした。

　先程から、感情を荒あら立だてているのは俺だけだ。ビールと林檎ぐらいくれてやる。その代わり、本人が住んで良いと言っているのなら、せいぜい利用してやろうと思った。

「お前みたいなのに借りを作るなんて絶対に嫌だから、部屋を借りるにしても金はちゃんと払う。でもその話は明日だ。今これ以上あんたと話してたら、マジで殴りたくなる」

　苛立ちを抱えて部屋に引き返そうとしてから、下の名前を知らない事を思い出す。もし明日出ていく羽目になるとしても、一晩一緒の家で暮らす奴の名前は知っておくべきだと思った。

「俺は多た部べ真ま咲さき。そっちは？」

　塩田は急に名乗った俺を面白そうに見つめて、「塩田孝たか理のり」と答えた。

　意外に真面目そうな名前だと思いながら、部屋に引き返す。

　知らない処で人ひと身み御ご供くうになっていた事、相性最悪な男に部屋を借りる事。考えるべき事はたくさんあったが、まだ温もりを残すベッドに入り込んでほっと息を吐ついたら、眠ねむ気けはすぐにやってきた。逃にげ込むように、数分も待たずに再び安あん穏のんな夢の世界に落ちていく。

　その寸前、塩田孝理という名前が頭の中でゆっくりと点てん滅めつした。







　火曜、晴れ。意図せずに始まった塩田との同居は、一週間が経過しても特に問題は起きなかった。生活時間が合わず、顔を合わせる機会が少ないせいだろう。寝込みを襲われた翌日には荷物を纏めて出て行く事も考えたが、話をしようにも塩田は家を空けていた。

　次の日は早朝に帰ってきたが、俺が話しかける間もなく疲つかれた顔で自室に籠こもってしまった。

　三日目は顔は合わせたものの相変わらず眠ねむそうで、光熱費込みで月五万という家賃を決めたらすぐにサニタリールームに向かってしまった。そんな感じであっという間に一週間だ。

　俺は大体朝六時に家を出るが、塩田はその頃ころに帰ってくる。飲み歩いているらしく、すれ違ちがうといつも酒と煙草たばこの匂においがした。昼間は寝ねていて、俺が帰宅する七時か八時頃ごろには既すでにどこかに出掛けている。最初こそ警けい戒かいしていたが、あまりにも普ふ通つうに接してくるので、気を張っているのが馬ば鹿からしくなった。大体警戒するほど、塩田は家にいなかった。

　同居するにあたって向こうから出された約束は三つ。

　一、無断で人を連れ込まない。二、共有空間は清潔に保つ。三、塩田の部屋には入らない。

　そこに俺は四つ目として「他人の食料には勝手に手を出さない」を付け加えた。

　今のところ約束も含ふくめて問題はないが、殆ほとんど知らない男との同居を三ヶ月も続けるかは迷っていた。今月の家賃は給料日に支し払はらう約束をしたから一月は部屋を借りる予定だが、その先は決めていない。

　徒と長ちよう枝しをパチパチと鋏はさみで切り落としながら、塩田との生活が思ったよりも不快ではない事が迷う原因だと、枝の綺き麗れいな断面に視線を這はわせていると、背後から祖父の鋭するどい声が飛んでくる。

「真咲！」

　思わず脚きや立たつの上でバランスを崩くずしかける。慌てて体勢を整えて振り返った。

「ぼやっとしてんじゃねぇ！　大事な枝を切ったらどうすんだ、あぁ!?」

　貫かん禄ろくのある体から発せられるドスの利いた太い声に、空気がびりびりと震ふるえる。

　───いきなり怒鳴られる方が、間ま違ちがって切り落とす可能性あるって。

　高校を卒業し、この造園会社の見習いになるまで、祖父は穏おん和わで優しい存在だった。

　最初の頃は私生活と仕事で態度の違う祖父にかなり戸と惑まどった。身内であっても現場に出れば親方と新米なので刃は向むかう事はまず許されず、普ふ段だんの調子で話しかけただけでどやされた。

「すみませんでした」

　頭を下げて目の前の藤ふじに向き直り、仕事の事だけを考える。剪せん定ていが終わってからは、庭に落ちた枝葉を手と箒ほうきでかき集めた。それらを纏めてゴミ袋ぶくろに入れる。必要な物を総すべて軽トラの荷台に積みこんでから、頭に巻いていた手て拭ぬぐいタオルを外す。そこにも小枝が刺ささっていた。

　新人の頃は剪定をした後、花が咲さくか枯かれたりしないか不安でこっそり見に行っていたが、今は自分の仕事の結果を不安に思う事はあまりない。それでも祖父にはわりと頻繁に怒おこられる。

「仕事のときは仕事の事だけ考えろ。木は一本一本違うんだ。それぞれ生育も日照条件も違う。慢まん心しんして簡単に枝葉を切り落とすな。五年やそこらのひよっこが片手間にできる仕事じゃねえ」

　会社への道中でも叱しかられ、素直に謝る。身内だからと贔ひい屓きされる事は全くない。それどころか身内だからと厳しくされる。このままでは祖父より先に俺が引退しかねないと、先せん輩ぱいの職人が以前昼休きゆう憩けいのときにこそこそと話していた。だけどこの程度で音ねを上げるほど繊せん細さいにはできてないし、高校時代の不条理な先輩達に比べれば筋の通った祖父の厳しさは許容範はん囲いだ。

　会社に着いてからは道具の手入れをして明日の予定を確認すれば、今日の仕事は終わりだ。

　足袋たびから靴くつに履はきかえて駐車場に近づくと、会社と隣となり合って建っている祖父母の家の縁えん側がわから「真咲」と声を掛かけられる。振り向くと、祖母がスーパーの袋ふくろを持って近づいてきた。

「煮に物もの作ったから持って帰りなさい。急に一人暮らしはじめて、ご飯には困ってるでしょう？」

　一人暮らし、という言葉に頰ほおがひきつる。実際は二人暮らしというか、居候だ。

　兄貴の彼女が妊にん娠しんして、結けつ婚こんしたのが数ヶ月前。彼女の出産を機にうちの両親との同居が決まったのは一月前だった。仕事場に通うのに便利だったし、バイクのローンもあって実家暮らしをしていた俺は、自動的に家を出る事になった。勿もち論ろん、それに関しては文句はない。

『追い出すみたいになって、ごめんなさい』

　二十歳はたち過ぎて実家に寄生していた末っ子に、申し訳なさそうな顔で言った長男の嫁よめに対して丁度出ていくつもりだったと虚きよ勢せいを張ったのだから、今いま更さら実家には戻もどれない。祖父母の家は大きく部屋も余っているが、流石さすがに仕事場でも私生活でも祖父と一いつ緒しよにいるのは気が重かった。

　先立つ物がないので、少なくとも敷金や礼金が貯まるまでは塩田の家に間借りさせて貰もらうのが今は一番いい方法だろう。

「確かに一人暮らしだけど……いいよ、こういうのは」

　周囲には別の職人もいる。同どう僚りようの前で身内に構われるのは気き恥はずかしい。

　ただでさえ二十代は俺だけで周りから子供だと思わているのに、飯の世話までさせられない。

「自分の事は自分でやれるから」

　一番年が近い三十代の職人が原付のロックを外しているのを横目に断る。

「そんな事言って昼のお弁当だってコンビニでしょう。野菜や魚は若いうちから食べなきゃね」

　心配げな口調で強引に押しつけてきたスーパーの袋の中には、タッパーが三つ入っていた。

　溜ため息いきを飲み込んで想像よりも重いそれを見つめる。祖母の料理は味が濃こくて、昔から苦手だ。

「じゃあ今回は貰うけど、でも次からはいいから」

　走行中に汁しるが漏もれない事を願いながら、バックパックの底に入れる。

「そんな事言うならさっさと良いお嫁さんを貰いなさいよ。なんなら知り合いの……」

「俺、これから用事あるから！」

　ここにいたら祖母好みの地味な女を紹しよう介かいされかねないと悟さとり、逃げるようにバイクに跨またがった。

　うちは男だけの三人兄弟で、長男は既に嫁を貰っている。次男は俺と五歳しか違わないのでまだ結婚する気配はないが、昔から女が切れた事がない。とりあえず上の二人のお陰かげで跡あと取とりには困らないだろうが、それでも末息子むすこが同性愛者だと知れば落らく胆たんするだろう。だけど誰だれを紹介されようと、女は絶対に無理なんだから仕方ない。

「落胆されるだけじゃなくて、勘かん当どうされたら職も失うだろうしな」

　祖父は公私混同する人間ではないが、あの年代が同性愛に理解を示すとも思えない。

　しかしまだ二十代前半なのに結婚の事を持ち出されるようでは、この先が思い遣やられる。

　そんな漠ばく然ぜんとした不安を抱かかえながら、マンション付近の機械式駐ちゆう車しや場で愛車を見送った。

　腕うで時ど計けいに目を落とすと、午後七時を少し過ぎたところだった。マンションのエントランスに入ると、中から出てきた男性が不ふ審しんげな視線を俺の汚よごれた服に這わせる。作業着で出入りする奴やつが珍めずらしいのだろう。実際、居候させて貰ってからは一度も作業着姿の住人を見み掛かけない。

　───もしくは俺に気があるとか。

　通り過ぎた男を振ふり返った。きっちりとスーツを着た後ろ姿はそそるし、四十代はまだまだストライクゾーン内だ。だけど恐おそらく彼は妻帯者だろう。俺は容姿にはそれほど拘こだわらないから、好みのタイプはわりといるが、同じ趣しゆ向こうの人間を探すとなると途と端たんにハードルが上がる。

　だから条件が一いつ致ちする時は多少無理そうでも、全力で口説く事にしていた。そしてその結果、何故なぜか現在気にくわない男と同居する羽目に陥おちいっている。

「あれ？」

　合い鍵かぎでドアを開けると、部屋の電気が点ついていた。玄げん関かんには塩田の靴があるから、珍しく家にいるようだ。顔を合わせる事を想像しただけで憂ゆう鬱うつになったときにふっと鼻先をバターの匂いが掠かすめる。居間に近づくにつれて匂いは濃くなっていった。

「あんた、料理作るのか」

　台所に立つ後ろ姿に声を掛けると、振り返った男は煮に立たった鍋なべにパスタを放り込みながら「食べるか？」と訊きいてきた。俺は塩田を嫌きらっている。塩田が俺をどう思っているかは知らないが興味は持っていないと思っていた。下心がないなら家を貸したのは気き紛まぐれもしくは西垣さんの仕打ちに対する同情で、それ以上でもそれ以下でもないと結論付けていたから、予想外の質問に戸惑う。

「どうする？」

「俺の分もあるのか？」

「足せばな」

　塩田の視線は作業台の上に置かれたパスタの袋に向けられていた。まだ半分以上残っている。

　数秒迷ってから、食しよく欲よくを誘さそう匂いに負けて「食う」と答えた。

　塩田は袋から俺の分のパスタを取り出すと、馴なれた仕草で鍋に放り込む。

「あと二十分ぐらいで出来る」

　その間に風呂ふろに入る事に決めて、部屋に着き替がえを取りに行くついでに携けい帯たいを確認した。

　この一週間、西垣さんから連れん絡らくはない。謝罪して欲しいわけでも塩田の話を疑うわけでもないが、連絡が付かないのは気がかりだった。人ひと身み御ご供くうの件は未み遂すいだし、一度は好きだった相手だから憎にくみきれない。いきなり家を出ることになって、困っていないかと心配になる。

　───食事が終わったら、いつもの店に行ってみるか。塩田にも、探りを入れてみよう。

　今までは塩田に西垣さんの事を訊くのは親密さで負けているようで嫌だったが、このまま悶もん々もんと毎日携帯を見つめるよりはましだ。食事をしながらさりげなく聞き出すために、会話の流れをシミュレートしながら、サニタリールームに入る。

　塩田は一見するといい加減に見えるが、彼が戻ってからは部屋のあらゆる場所が整然としていた。乱雑だった台所や居間は無む駄だな物が捨てられて常に片づいた状態だ。

　もしかして潔けつ癖ぺきなんだろうかと、二つ目の規則を思い返して風呂に入る。

「匂においを指し摘てきされたのもそのせいかも」

　泡あわだらけの体をシャワーで流して掌てのひらの匂いを嗅かぐ。香かおりの強い木には触さわっていないが、以前塩田に匂いを指摘された事があるので、普段よりも念入りに洗う。鼻が麻ま痺ひしているのでなければ、湯で濯ゆすいだ掌からは石せつ鹼けんの匂いしかしない。服を着た後に、もう一度匂いを確かめてから台所に向かうと、ダイニングテーブルには出来上がった料理が並べられていた。

　それを見て祖母に渡わたされたタッパーを思い出し、部屋に置いたバックパックからビニール袋を取り出す。案の定汁が零こぼれていたが、被ひ害がいは袋の内側に留まっていた。

「だから要らないって言ったのに」

　祖母の好意を歓かん迎げいする気持ちになれないまま、タッパーを持ってダイニングに行き、漬つけ物もの以外をレンジに入れて温める。テーブルにはカルボナーラと、浅あさ蜊りが浮うかぶトマトスープ、クルトンと炒いためたイカやタコが入ったサラダが並ぶ。その横にタッパーに入ったままの鯖さばの味噌みそ煮にと筑ちく前ぜん煮に、奈な良ら漬づけを並べるのは勇気が必要だった。色しき彩さいからして明らかに見み劣おとりがする。

　以前体に着いた木の匂いを馬ば鹿かにされたように、また嘲あざけられるんだろうとタッパーに目を向ける塩田を見て覚かく悟ごした。

「どこかで買ってきたのか？」

「ばあちゃんから……」

　家族に構われるところを同僚に見られるより、塩田にそう告げる方が恥はずかしい。甘やかされていると思われそうで、歯切れは自然と悪くなった。

　こいつにはいつも格好悪いところばかり見られている気がする。

「旨うまそうだな」

　しかし俺の懸け念ねんに反して塩田はそう言うと、鯖の味噌煮に箸はしを伸のばす。

　三切れ入っているうちの一つをカルボナーラの上に載のせた。俺は今まで何度も祖母の料理を食べたが、特別に旨いと思った事はない。けれど塩田は先程から自分が作った料理には見向きもせず、筑前煮や漬物ばかりに箸を伸ばしている。表情は素っ気ないが、気に入ったのだろう。

　それを見ていたら俺が作ったわけでもないのに、少し得意な気分になった。

「そういうのが好きなら、日本食にすれば良かったのに」

　俺は鮮あざやかな彩いろどりのサラダを口に運ぶ。魚ぎよ介かいは微かすかにレモンの風味が利いて、炒めてあるのにさっぱりとしたそれはプロみたいな仕上がりだった。カルボナーラもこくがあるわりに、重くなくて旨い。そんな料理を作れるなら、祖母の手料理だって簡単に自分で作れそうだ。

「米が無かったんだ。お前ら自じ炊すいしなかっただろ」

「自分で作っても不味まずい物しかできないのに自炊する意味ないし」

「できないって言っててやらないから、できないままなんだろ」

　確かにそれは正論だが、今から料理を学ぶ気にはならない。大体、無職に説教されたくない。

「金を払はらえば旨い飯は手に入る。それに手料理が食いたければ頼たのめる相手はたくさんいるから」

　俺が普ふ段だん狙ねらった男を落とすときに使う笑みを浮べてそう言うと、塩田は煮に物ものを摘つまんで頷うなずいた。

「身内とかな」

「ちがっ、これでも声を掛かければ喜んで足開く知り合いはたくさんいるし！　うち男子校だったけどその中じゃ俺が一番もててたし、西垣さんは上手く行かなかったけど、いつもはもっと」

　塩田は「そうだろうな」と聞き流して、味の染みた高こう野や豆どう腐ふを形の良い唇くちびるの間に放り込む。

「聞けよ、噓うそじゃなくて本当に……！」

「分かったよ、良かったな」

　本気にしていないおざなりな相あい槌づちに不満を覚えながらも、言えば言う程噓っぽくなりそうで、仕方なく黙だまり込む。やっぱりこいつと食事なんてしなければ良かったと、不快感を嚥えん下かするために猛もう然ぜんと目の前の料理を口に運ぶ。しかし怒いかりは旨い飯のせいで、徐じよ々じよに中和されていく。

「飲むか？」

　食事が粗あら方かた片付くと、塩田が冷蔵庫から瓶びんビールを取り出した。ランパントが描えがかれた見慣れないラベルに好こう奇き心しんを刺し激げきされて頷くと、瓶が二つテーブルの上に置かれる。

　塩田は鮫さめの形の栓せん抜ぬきを使って、蓋ふたを開けた。

　口から薄うすい霧きりが立ち上るビールを手に取ってから、嫌きらいな相手と差しで酒を飲むという状じよう況きように、今いま更さらながら戸と惑まどいを覚える。しかしそもそもそんな相手と同居している事自体が問題だ。大体、塩田こそ殆ど知らない俺を家に置いておいても平気なんだろうか。一口飲んでからじっと見ていると、目の前の男が視線に気付いた。

「これ、気が抜ぬけてる」

　もし塩田が考えを改めて今すぐ出て行けと言われたら困るので、頭に浮かんだ疑問をぶつけるのは止めて、刺激の少ない炭酸に対して文句をつける。

「そういう種類なんだ」

　ゆるいビールの喉のど越ごしに物足りなさを覚えながら、訊こうと思っていた事を尋たずねる。

「そういえば西垣さんに連絡ついた？」

「いや、連絡してない」

「なんで？　友達なのに心配じゃないのか」

　家を貸す程仲が良かったんじゃないのかと、つい非難めいた口調になる。

　途端に向かいの男は呆あきれた視線を寄よ越こした。目が合うと、塩田の唇の端はしが小さく持ち上がる。

　俺をからかう時に、こいつはよくそういう顔をした。

「真咲」

　気負いもなく下の名前を呼ばれる。一いつ瞬しゆんどきりとしたが、塩田は俺の動どう揺ようなんて気にもせずに頰ほお杖づえを突ついて笑う。唇はビールのせいで少し濡れていて、まるで誘ってるようにすら見えた。

「忘れてるみたいだけど、お前、一度俺に売られてるんだぞ？」

　やけに性的な事を連想させる声だった。一いつ緒しよに暮らしてから知ったが、こいつはフェロモンの塊かたまりだ。故意か無意識かは知らないが、まき散らされるそれが時々産毛を逆さか撫なでしていく。

　けれどそんな物に当てられているなんて知られるのはプライドが許さないので、俺は平静を装ってビールを飲む。やっぱり喉のどが痛くなるくらい辛から口くちの方が、性に合う。

「俺が悪い人間だったら、監かん禁きんされて縛しばりつけられて毎日犯されてたかもしれない」

　一瞬想像しそうになったが、目の前の男がそんな労力をかけてセックスするタイプじゃないと気付いたら、頭の中で形作られようとしていた悲ひ惨さんな映像は霧む散さんしていく。それに。

「俺、力勝負ならあんたなんかに負けないよ。大体、西垣さんはあんたが無理矢理人を犯して家に閉じ込める奴やつじゃないって知ってたから、あんな交こう換かん条件持ち出したんだろ。きっと」

「ずいぶん西垣を評価してるんだな。まだ惚ほれてるのか？」

「……あんたには関係ないだろ」

　肯こう定ていはしなかったが、俺の気持ちを察して塩田はますます気の毒な物を見るような目をこちらに向けた。同情と憐れん憫びんが隙すき間ま無く練り籠こめられた視線が鬱うつ陶とうしい。そんな目で見るな。

「いくら見た目が良くても、大勢の人間の中から毒入りの奴を選ぶなんて趣しゆ味みが悪い」

「友達のくせにひどい事言うなよ。毒なら絶対お前の方が入ってるだろ。それに西垣さんはいい人だ。今回の事もきっと納得できる理由がある」

「自分の彼氏の尻しり拭ぬぐいをお前に押し付けただけだろ。あいつは昔からそういう奴だからな」

　付き合いは恐おそらく塩田の方が長いだろうが、だからといって好きな人を貶おとしめられたくない。

「だったら家なんか貸すなよ。そもそもカメラだって盗とられる処に置いておくのが悪い」

　盗ぬすむ方と盗まれた方なら確実に前者が悪いが、鍵かぎ付きの部屋があるのだから貴重品は移動させておけば良かったんだ。そもそも信用していない相手に家を貸す神経が分からない。

「修理に出していたのが郵送で返されたんだ。西垣はフィルムカメラに興味はないし、他人は連れ込まない約束だったからな。確かに、あれを信用しすぎたのは俺の落ち度だよ」

「そんなに高いカメラだったわけ？」

「多少マニア受けはするけど、量産されてるから大した値段は付かない。傷も多かったからな」

　投げやりな言葉の端はし々ばしに未練が残っていた。物にも人にも執しゆう着ちやくが薄そうな男だから、意外に感じたが、続く言葉でその理由に納得した。

「祖父の遺品なんだよ。一応、中古カメラの買取をやってる業者には片かたっ端ぱしから話を通したけど、普ふ通つうの質屋やリサイクル店に持ち込まれたら終わりだろうな」

「西垣さんを通して盗んだ男から取り戻もどせないのか？」

　塩田はビールを飲み干すと、食器を片づけるために立ち上がる。

「期待できないな。西垣はそいつのフルネームすら知らなかった」

　男同士は男女間よりもずっと即そく物ぶつ的だ。声を掛けて、相手が乗ってきたらろくに会話もせずにホテルに入る事も多い。それでも西垣さんは簡単に体を許さない人だと思っていたが、ただ相手を選んでいただけかもしれない。

「盗とう難なん届とか出さないの？」

「ゲイ同士の痴ち情じようの縺もつれにされて、示談を提案されて終わりだろうな」

　確かに登場人物がゲイばかりで大した価値のない品を巡めぐるトラブルだと知られたら、警察もやる気が出ないだろう。汚よごれた皿を洗う塩田は、大事な物を盗まれたわりには冷静だ。

「だからって泣なき寝ね入いりするのかよ。なんか情けなくね？」

「結果が分かってるから警察を頼たよらないだけで、諦あきらめたわけじゃない。諦めは悪い方なんだ」

　ゆるいビールの口直しに自分が買ってきたビールを開ける。それを飲み干す頃ころにはもう出で掛かける気は完全に失せていた。弱い方じゃないが、酒が入った体で出歩くのは億おつ劫くうだ。

「諦め悪そうには見えないけど。色々な事をすぐに投げ出しそう」

　挑ちよう発はつ的に言ったのは、常に冷静な男が怒おこる様を見てみたかったからだ。しかし塩田は苛立った素そ振ぶりも見せずに、シンクに寄り掛かったまま先程と同じ瓶ビールを開けた。

「興味のない事はそうかもな。でも一度気に入った物は壊こわれても手放せないくらい執着する」

　塩田の台詞せりふは意外だったが、〝意外〟と言えるほど俺はこいつの事を知らないのだと気付いた。一緒に暮らすうちに望むと望まざるとに拘わらず、少しずつ目の前の男の事を知っていく。

　同時に塩田も俺の事を少しずつ理解しているのだろうかと考えて、こいつは俺になんて興味を持っていないだろうと思い直す。そう考えたら悔くやしくて、俺も塩田の事は気にしない事に決める。だけど何事にも熱意を持たなそうな男が、執着を示す物には少し興味を覚えた。







　木曜日、曇くもり。モデルハウスの庭を造る仕事を終えて帰宅し、ラジオを点けて風呂ふろに入る。

　湿しつ気けのせいで籠こもってはいるがノイズのないクリアな音声で、甘えた声の気象予報士が寒冷前線の影えい響きようで明日あしたは雨だと教えてくれた。予報を信じて、念入りに股こ間かん付近を洗う。

　仕事内容にもよるが、植木屋の仕事は基本的に雨天延期だ。朝にならなければ確定しないが、久ひさし振ぶりの突とつ発ぱつ的な休日を有意義に過ごす為ために、パートナーを探す必要がある。

　体を拭ふきながら誰だれを呼び出そうか悩なやむ。ここに引ひっ越こす事が決まってから今日まではずっと西垣さん一筋だったので、そろそろ発散しないとまずい。元々そういう欲よく望ぼうは強い方なので、このまま溜ためてしまったら手近にいる塩田あたりで発散したくなりそうだ。

「あれは流石さすがに、無理だと思うけど……」

　あれほど顔が良い同趣しゆ向こうの男なんて滅めつ多たにいないので勿もつ体たいないとは思うが、口説く気にはならない。鼻で笑われそうだ。そもそも成功イメージが摑つかめないので、誘さそい文句すら浮うかばない。抱だかれる気はさらさらないが、かといって抱ける気もしない。

　気にしないと数日前に決めた男の事をまた考えている俺を窘たしなめるように、着信音が聞こえる。

　洗面台の端に置いたままの携けい帯たいには何度か寝ねた男の名前が表示されていた。

　部屋に向かいながら通話に切り替えると、一月以上ぶりに聞いた声が鼓こ膜まくを震ふるわせる。

『久し振りだね。今、いつものところで飲んでるんだけど、来ない？』

　これ以上ないほど良いタイミングだ。もしかしたら雨の日は休みになる事が多いと覚えていて連れん絡らくをくれたのかも知れない。満まん更ざらでもない気分だ。

　相変わらず家にいない塩田に「言っただろ。俺だってもてるんだよ」と、自じ慢まんしたくなった。

「俺もずっと会いたかったから誘ってくれて嬉うれしいです」

　顔を思い出しながら、部屋に戻ってコンドームの箱を漁あさる。三枚残っていた安全ゴムを全部下着の専用ポケットに突っ込む。流石に三枚も入れると違い和わ感かんがあるが、途と中ちゆうで足りなくなるよりましだ。プライドの高い相手だからベッドまでは時間が掛かかるだろうし、最中も色々と気きを遣つかうが、体の相性は良い。何より細い首筋やしっとりとした柔やわらかな髪かみは好みだ。

『そのわりには電話くれなかったけど』

　そういえば髪の質感は塩田も悪くなかったと、人ひと違ちがいで襲おそわれた際の記き憶おくを掘ほり起こす。

　これから抱く相手と性格の悪い同居人を比ひ較かくしている自分に呆あきれる。いくら顔が良くても、絶対に口説く予定のない奴の事ばかり考えてしまうのは、溜まっている証しよう拠こかもしれない。

「責任あるポストに就いたばかりだって聞いてたから、邪じや魔まするのは悪いと思って」

　ロッカーチェストを開けて、黒いコットンパンツとＴシャツを取り出して、上着で迷った。バイクを使うなら防寒性の高いジャケットが良い。しかし酒を飲むなら、足は電車になる。相手の家かホテルに泊とまる予定だから、バイクは邪魔だ。それに電話の向こうにいる男は、ツーリングを喜ぶタイプではない。だからラフな上着を選んだ。

『じゃあ、待ってるから。早くね』

　今夜の事を連想させる甘い声に「すぐに行きます」と返し、携帯と財布を摑んで部屋を出る。

　外は雨を予感させる湿しめった冷たい空気に充みちていた。薄うす着ぎを後こう悔かいしたが戻るのは面めん倒どうで、寒さから逃のがれるために足早に駅に向かう。

　昼食が遅おそかったから腹は減っていないが、やる前に何か入れておきたい。駅前で立ち食いでもしようかと考えたが、待たせすぎれば相手が機き嫌げんを損ねるのは簡単に予想できる。

「あの人、一度拗すねると長いんだよな」

　夕飯は諦めて真っ直ぐ約束した場所に向かう事にした。店は繁はん華か街がいに埋うもれたビルの地下に位置している。オーナーがゲイを公言しているので、その手の人間が集まり易い。しかし出会いの場として利用している奴やつと同じぐらい、普通の連中も多かった。俺が西垣さんや塩田と知り合ったのもその店だ。初めての男とも、十九の時にこの店で出会った。

　儚はかなげな美人の大学院生だった。二月に一度の割合で体の関係を持っていたが、相手が就職して忙いそがしくなると関係は自然に断たれた。考えてみれば、今の自分は当時の彼と同い年だ。

　あの時は随ずい分ぶん大人に思えたが、二十三は全然大人じゃない。

『年下は苦手なんだけど。多部君はなんだか大人っぽいから』

　口説いている最中に褒ほめられて、気分が良かった。精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびしていたから他人に認められて得意になって、その勢いでホテルまでエスコートした。三兄弟の末っ子だったせいでいつも子供扱あつかいされ、兄達の前では大人ぶる事すら許されなかった。だから外にいるときは、必要以上に落ち着いて振ふる舞まうように努めていた。それにその方が、駆かけ引きの成功率が上がる。

　───体だけが目的なんだから、後あと腐くされ無い方がお互たがい良い。子供っぽいのは論外だ。

　ビルに入って地下に続く階段を降りる。白熱灯に照らされたドアを開けると、寒色系のライトが目に入った。カウンター以外は間接照明が使われている店内は、深海を連想させる。

　フロアのそこかしこから床ゆかから天てん井じようまである透とう明めいなチューブ形の水槽が伸のび、時計仕じ掛かけで空気が円い列を作って下から上へと泳いでいた。

「あれ？」

　目当ての人物は、店の中にはいなかった。定位置になっているカウンターにも姿が見えない。

　少し席を外しているだけだろうと、店の中が見み渡わたせるカウンターの隅すみに座る。今のうちに食事を済ませようと、顔見知りの店員にローストビーフサンドと辛から口くちのビールを頼たのむ。しかしそれを半分片づける頃になっても、約束の相手は現れなかった。

　振られた事を悟さとりながらもサンドを片づけて、口の中に残るバーベキューソースをビールで漱ゆすぐ。けれど元々今日はやる気だったから、このまま一人で帰る気にはならない。

　性的趣向の探り合いも含ふくめて誰かを一から口説くのは面倒だが仕方ないと、店内の男性客を物色する。そのとき普ふ段だん余り店に出ないオーナーがふらりと入って来て、近くの席に座った。

「マサキ？　久し振りじゃない」

　目が合うと親しげに笑いかけられて、こちらも「どうも」と返す。

　折角だから、西垣さんの件を尋たずねようかと思ったが、それよりも先にオーナーが「そういえば最近西垣さん見てないけど、どうしてるの？」と訊きいてくる。

　オーナーは俺達が一緒に住んでいたのを知っているから、俺に尋ねて来たのだろう。情けないが隠かくしても仕方ないので、詳くわしい事情は搔かい摘つまんで置き書きの件を打ち明ける。

「西垣さんらしいといえばらしいなぁ。あんまり気にするなよ」

　オーナーは不ふ慮りよの事故に遭そう遇ぐうした被ひ害がい者しやを見るような顔を、俺に向ける。

　カメラの代だい償しように人ひと身み御ご供くうに差し出されたと話せばもっと同情はひけるだろうが、そんな得にならない物を貰もらう気はないので黙だまっていた。男が男に、しかも片想いの相手を通して売られるなんて悲劇を通とおり越こして喜劇だ。もちろん、他人ひと事ごとならだけど。

「じゃあ今はどこに住んでるの？　実家で両親と兄夫婦と同居してるわけ？」

　説明が複雑だ。西垣さんの家だと思っていた部屋が、実は違ちがったところから話す必要がある。

　しかしそれを口にするのは気が退ひけた。殆ほとんど名前しか知らない相手の家に転がり込んでいるなんて状じよう況きようは、自分でも上手く説明できない。

「そっちは今のところ、問題ないですよ」

　答えを濁にごすと「別の男のところにいるわけ？」と含み笑わらいで尋ねられて、曖あい昧まいに頷うなずく。

「それより、オーナーは西垣さんの居場所に心当たりとかないですか？」

「ないなぁ。ふらっと来るだけだし。仕事だって、今も続けてるのかどうか分からないしね」

　てっきりオーナーは西垣さんと親しいと思っていたが、それほど深い付き合いはないと分かり、当てが外れる。連絡が付かなくてとにかく心配だと打ち明けると、オーナーは「塩田さんに訊けば分かるかも」と呟つぶやいた。

「西垣さんをうちに最初に連れてきたの塩田さんだから。丁度今日約束してるしね」

　塩田も今日ここに来るとは思わなかった。男を口説いてるところを見られたら酒の肴さかなにされそうだし、俺と同居している事を明かされたら、オーナーに色々と誤解されそうで嫌いやだ。

「紹しよう介かいするよ。格好いい人だから、君も気に入るんじゃない？　年上だし」

　いくら年上でも塩田はタイプじゃないと抗こう議ぎするのは頭の中だけに留めた。ムキになるのも子供っぽい。からかうとすぐに突つっかかって来て面白いと、二番目の兄に散々いじられた頃ころの記憶が脳裏を掠かすめる。兄弟のいない奴にはよく憧あこがれられたが、男兄弟なんてろくな物じゃない。

　食事が終わったら、店を出るつもりでいると「マサキ」と背後から声を掛けられた。

　振り向くと約束をした男が立っている。彼が俺の肩かたに華きや奢しやな指を掛けると、空気を読んだオーナーはカウンター越ごしに店員と話し始めた。

「僕が来るまでちゃんと一人で待ってたんだ？」

　優ゆう越えつ感交じりのその言葉に「ふられたと思いました」とわざと寂さびしそうに口にした。

　優しく整った顔立ちの男は俺の隣となりに座ると、謝る事もなく軽い酒を注文する。

　自尊心の強い年上の相手は慣れている。下した手てに出て主導権を向こうが握にぎっていると思わせるだけでいい。セックスの快感と天てん秤びんに掛けて、それが釣つり合う内は耐たえられる。

「大人しく待てたから、ちゃんとご褒ほう美びをやるよ」

　まるで飼い主然とした言い方だが、不服はない。放置されて反応を観察される程度は、まだ我が慢まんの範はん疇ちゆうだ。それに多少偉えらそうな相手の方がベッドの中でギャップを楽しめる。数時間後の未来を想像すればチョコレートをショコラ、栓せん抜ぬきをオープナーと言う鼻につく口調も許容範はん囲いだ。でも今日に限って言えば、男の話をできるだけ早く切り上げたかった。

　塩田が来る前に、ここから連れ出さなければ。

「塩田さん」

　しかし男がこの半年間海外勤務だった事や、いかにそこで実績を上げてきたかという話に適当な相あい槌づちを打っていると、傍かたわらに座っていたオーナーが入ってきた男の名前を呼んだ。

　予想よりも早い到とう着ちやくに、カウンターに突いた手を額に当てる。今からでも席を立ちたいが、話し相手の視線は塩田に釘くぎ付づけだ。愚ぐ痴ち交じりの自慢話も忘れて、見入っている。

　───そういえば前もそうだったな。

　過去何度か、目の前で狙ねらった相手を掠め取られた時と同じ反応だ。

　しかしいくら外見が良くても、ゲームのキャラクターでもないのに職業欄らんが〝旅人〟になっている奴に負けるのは我慢ならない。今日こそ獲え物ものを攫さらわれないよう、男の注意を自分に引き戻もどそうとしたが、決意も虚むなしく「真咲も来てたのか」と塩田の方から話しかけて来る。

　名前を呼ばれて無視する事も出来ずにがくりと項うな垂だれた。まだ負けを認めたわけじゃないが、約束の相手は土つち塊くれの中から金のインゴットを見付けたような顔で、俺の同居人を注視している。

「なんだ、二人とも知り合いなのか。ああもしかして、西垣さん繫つながりで？」

　オーナーが意外そうな顔で、俺と塩田の間で視線を往復させた。

「紹介してよ」

　今日寝ねる予定だった男に催さい促そくされ、俺は嫌な予感満まん載さいで塩田を「ニート」、男を「パソコンの会社の偉い人」として紹介する。

　男はその説明に不満げな顔をした後で、会社名は伏ふせたまま肩かた書がきだけを丁てい寧ねいに説明した。

「つい最近まで海外にいたから日本の友人が少ないんだ。良かったら友達になってくれないかな。マサキの知り合いなら、きっと僕とも相性がいいと思う」

　最後の方は少し媚こびを含んで、高たか嶺ねの花を気取る男が珍めずらしく自分から申し出る。

　俺はもう今夜は他の相手を捜さがすと決めて、ウィスキーをミストで頼む。

　店員の対応はやけに丁寧だった。誰だれかの相手を塩田が掠め取る場面を、度々目もく撃げきしているのかもしれない。俺の同居人は突とつ然ぜんの申し出にも動じずに、会話を楽しんでいた。

　二人の会話に入っていけない以上、俺はグラスを重ねる以外にやることがない。

「へぇ、タカノリも二十八歳なんだ？　僕と同い歳だね」

　男はいつも人の下の名前を呼び捨てにする。それが彼の手だ。そして実際の手は、塩田の腕うでにさりげなく絡からんでいる。行動の早さは断られる事はないという自負故だろう。

　二人から視線を逸そらすと、オーナーと目が合った。塩田が来るまでに交わした俺と男の会話は当然聞こえていただろう。気まずさを誤ご魔ま化かすような笑顔を向けられ、居たたまれなくなる。

「ヘネシー」

　自分が飲める一番強い酒をストレートで頼むと、店員はチョコレートを二枚付けてくれた。

　グラスに入った酒を呷あおる前に、チョコを一枚口に含んで糖分で舌をコーティングする。もう一枚を手に持って、いざ飲もうとした時にグラスは背後から取り上げられた。

　呆あつ気けにとられて振り向くと、塩田が勝手にそれを飲み干す。一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを寄せたが、平然とした顔でグラスをカウンターに戻した。思わずそれを摑つかんで引き寄せたが、中はすでに空だ。

　文句を言おうとしたときに、塩田は俺の手首を摑んで自分の方に引き寄せてチョコに齧かじり付く。僅わずかに唇くちびるが指に触ふれて、思わずびくりと肩が揺ゆれた。近きん距きよ離りで見て、その顔がやたらと整っている事を再認識させられる。シミのないきれいな肌はだと、その体から香るクチナシの匂いに勝手に鼓こ動どうが跳はねた。　>>>♥

「あ、仲良いんですね」

　俺達の関係を大きく誤解したオーナーが、退き気味に呟く。

　塩田は「同どう棲せい中」と冗じよう談だんめかして答えた。俺はあっさり内情を暴ばく露ろした同居人を睨にらみ付ける。

「え？　そうなんですか？　塩田さんって決まった相手作らない主義だと思ってましたよ」

　明らかに何か誤解しているオーナーの台詞せりふに、だから嫌だったんだ、と内心吠ほえる。

「違いますから、俺達は……」

「これは特別」

　言い訳しようとした俺の台詞を遮さえぎって、塩田は「な？」と同意を求めるように頭をぐいぐい撫なでる。傍はた目めには親しげに見えるかもしれないが、実際は違う。押さえつけるような撫で方で首が痛くなる。見上げると、面白そうに笑う口くちの端はしが見えた。こいつ、完全に俺で遊ぶ気だ。

「珍しい。塩田さんの惚のろ気けなんて初めて聞きましたよ」

「真咲と会って変わったんだ。寝る前も出で掛かける前も必ずキスしてるしな？」

「誰が！」

　思わず怒ど鳴なるが、オーナーも店員も俺が恥はずかしがっているとしか思っていないらしい。

　実際、ありもしない事を言われてからかわれ、顔は赤くなっている。興奮したら負けだとわかっているが、冷静でいられない。そのせいでますます塩田の言葉に真実味が増してしまう。

「今日だって俺が飲みに出るって言ったら、心配で先回りしてるし。本当に可愛いよ、真咲」

　乱暴に髪かみに触れてくる手を振ふり払はらう。思いの外強く手が塩田にぶつかる。バシンと乾かわいた音が響ひびいて、塩田は一瞬にやけた表情を収めたが、しかしすぐに元通りだ。

「照れるな」

　構って欲しくて悪戯いたずらを繰くり返す子供を優しく叱しかる声音で言うと、塩田は俺の頰ほおに手を添そえて髪にキスをした。耳の少し上のあたり。こっちは座っているから、逃にげる事もままならない。

　髪かみ越ごしなので唇の感かん触しよくは分からないが、それが押し付けられて離はなれていったのは分かった。

　一瞬何が起こったのか理解できずに、固まる。止まった時の流れを動かしたのは、今夜抱だく予定だった男の椅い子すを引く音だった。塩田とのやりとりで、きれいに存在を忘れていた。

「馬ば鹿かみたい。マサキ、もう連れん絡らくしないから。そっちもしないで」

　自尊心の強い男は塩田に無視されるのも、当て馬扱あつかいされるのも我慢できなかったようだ。

「あ」

　去っていく後ろ姿に向かって未練がましく声を出した俺の横、先程まで男が座っていた席に塩田が座る。これで、コンドームは無む駄だになった。洗せん濯たく機きに放り込む前に、一つも減らなかったそれを虚むなしくポケットから回収する自らの姿を想像して、ウォッカが欲しくなる。

「お前、どういうつもりだよ」

「真咲は怒った顔も可愛いな」

　俺と塩田のベッドでの位置関係を第三者に想像させるような台詞に、ぶわっと鳥とり肌はだが立つ。

「やめろよ、気持ち悪い！　いいから俺のヘネシーと今夜の相手を返せっ」

「今夜はもう充分酔よってるだろ。大体、やるだけでももっとましなのを選べ。口説いてる最中に知り合いに鞍くら替がえしようとする男を、逃がして惜おしむなよ」

　偉そうな男をぎりぎりと睨み付けると、オーナーも何か変だと気付いたらしい。

「実際は、付き合ってるわけじゃないんですか？」

「俺が一方的に想ってるだけ」

「だから、やめろって！　こんなゲイばっかのところで言っても笑えないんだよ！」

　思わず喚わめくと、店内中の視線を集めてしまう。ここでは〝大人の男〟として振ふる舞まっていたのが台無しだ。やっぱり塩田の事は、世界で二番目に嫌きらいだ。ゆるぎない一位は俺の次兄だが、二位とはわりと僅きん差さだ。

「分かったから、少し声落とせよ。うるさい」

　その世界で二番目に嫌いな男から、躾しつけのできていない子供に向けるような眼差しを送られる。

　───誰のせいだ！　ふざけんな！

　かっと頭に血が上った俺に、塩田は笑いを含ふくんだ視線を向けてくる。

　何が片想いだ。どう贔ひい屓き目めに見ても、片想いをしている奴やつの態度じゃないだろ。健けな気げさとか純じゆん粋すいさとか、そういう諸々の大事な物が明らかに欠けつ如じよしている。

　本当は今すぐ出ていきたかったが、いじけていると思われるのは本意じゃない。だからもう一いつ杯ぱい酒を頼たのむ。塩田に指し摘てきされるまでもなく酔っている自覚はあった。強いアルコールが欲しいが、椅子を立ったときにふらついたら格好悪いので、ほどほどの度数の酒をオーダーする。

　それを飲み干したら、店を出るつもりだった。家に帰る気はさらさらないが、俺が立ち上がったときに塩田もオーナーと話を終えて席を立つ。

　二人の話は意識して聞かないようにしていたが、契けい約やくや書類、という言葉が何度か聞こえてきた。断片的な情報だけではどんな物かは分からなかったが、仕事の話のようだ。興味はないが、もし塩田がここで働き始めたら、俺の気に入っている店が一つ減る事になる。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　待つ義理もないので先に階段を上っている時に手て摺すりを摑むと、後ろから声を掛かけられる。

「お前こそ、うるさい。俺に構うな。大体なんであんな事言いだしたんだ」

　塩田は答えなかった。でも大方予想は付いている。

「人の事を、気のない相手を追い払う口実に使いやがって」

　大体、年が下というだけで塩田にまでからかわれるのは納得がいかない。確かに居候はさせて貰もらっているが、金は払っている。あんな仕打ちをされて黙だまって耐たえる謂いわれはない。

　これ以上会話をする気は無かったから、足早に店を出て歩き出す。しかし塩田はついて来た。

「年上で我が儘ままな相手に虐しいたげられるのが好みなのか？」

　人を煽あおるような台詞に、話をする気はなかったのに思わず振り返って睨み付ける。

　確かに西垣さんもさっきの男も我が儘なタイプだが、別にそれが好みってわけじゃない。

「俺の好みは年上で、俺の腕の中に収まるような奴。可愛くて、あっさりした大人の……。我が儘な奴に振り回されるのが好きなわけじゃない。だから人をマゾみたいに言うな」

　扱いやすい我が儘は大だい歓かん迎げいだが、塩田みたいな自分が負けてばかりの傲ごう慢まんな年上は苦手だ。

　僅かな身長差。少しの年ねん齢れい差。なのに俺はいつだって幼い子供になった気分で、こいつを見上げる羽目になる。何が一番嫌いやかと言えば、こいつを目にした瞬しゆん間かんに負けを悟さとった自分自身だ。

「さっきの奴、可愛かったか？」

「セックスがいい」

　言うつもりの無かった即そく物ぶつ的な本音を口にする。言ってからしまったと後悔した。

　案の定塩田は「子供だな」って顔で俺を見る。思わずむっとして唇を引き結んだ。

「なんだよ、大事だろ」

「お前にはそうだろうな」

　相変わらず神経を逆さか撫なでする奴だと睨みつけると、塩田が近くの貸し駐ちゆう車しや場に入っていく。嫌な予感がして足を止めると、塩田が停めてあったバイクのチェーンを外し始めた。

「おい！」

　バイクは遠出用と近距離用の二台持っていると聞いていたが、見るのは初めてだ。だけど車体を目にして、すぐにそれがアマノの限定モデルで通つう称しようエオカルだと気付く。俺の買ったバイクも値の張る方だが、こっちはさらに上を行く。黒をベースに明度の高いオレンジを使った塗と装そうはスマートだが攻こう撃げき的で、肉にく食しよく獣じゆうの名前を冠かんしているだけある。

　しかし乗ってみたいという気持ちを飲み込んで、ハンドルを摑んだ塩田の腕を引っ張る。

「さっき飲んでたろ。止やめろよ」

「なんだ、そういうの気にするのか」

　意外そうな口調だったから「当たり前だ！」と強めに咎とがめた。

　一番上の兄が飲酒運転でバイクを全損させた挙げ句、近所の家の塀へいを破は壊かいした事があるので、うちは飲酒運転に厳しい。血ち塗まみれの長男を指さして母親が「こういう風になるからお酒を飲んだら運転しちゃダメよ」と救急車を呼ぶための子機を片手に次兄と俺に諭さとした事は、よく覚えている。当時小学生だった俺が、夢で魘うなされるくらい衝しよう撃げき的な光景だった。

　塩田は熱くなる俺の頭を子供を褒ほめる手つきで撫でる。店での時とは違ちがい、余り力の入っていない指先はそれほど不快じゃなかったが、相変わらずの年下扱いに腹が立って振り払う。

「平地じゃ心配だから機械式の駐車場に移動させるだけだ。運転はしない」

「どうせ俺がいなくなったら乗るつもりだろ。あんたは事故っても自業自得だけど、誰だれかを巻き込んだらどうするんだ」

「心配ならついてくるか？」

　俺が拒きよ否ひするのを分かっていて訊きく塩田に、思い通りになるのが嫌で「見届ける」と言った。

　バイクは転がすだけでも結構力を使う。ましてや塩田のバイクはでかいので、本当にその気があったのかは信用できない。この男はどんなルールだろうと、破る事に躊躇ためらいがなさそうだ。

「疑うたぐり深いな」

　塩田の言葉にむっとしながらも、駅に向かって並んで歩いた。宣言通りに駅前の機械式駐車場にバイクを預けた後で、塩田は交差点で客待ちをしていたタクシーに近寄っていく。

「真咲」

　開いたままのドアの横に立ち、促うながすように塩田が俺を呼ぶ。

　わけもなく反はん抗こうしたい気持ちは三割ぐらいある。残り五割は酒のせいで増した疲ひ労ろう感かんからくるベッドへの渇かつ望ぼう。残り一割は性せい欲よく。今からでも誰かを口説いて発散させたいという気持ち。最後の一割はベッドまでの手順を面めん倒どうに思う無気力感。総合的に考えて帰る事に決めた。

「俺、タクシー代ないけど」

「期待してない」

　そういう返答がいちいち神経を逆撫でするんだ、と睨にらみながらも後部座席に乗り込む。

　行先を告げる塩田の声を聞き、バイクがあるなら飲まなきゃ良かったじゃないかと呆あきれた。そもそもあれは俺の酒で、と考えたところで飲むつもりは無かったのかもしれないと気付く。

　───俺が飲み過ぎていたから、グラスを奪うばった？

　恋こい人びと扱あつかいしたのはあの男の誘さそいを断る為ためだけでなく、俺の面目を保つ為だったのだろうか。

「何だよ。見み惚とれてるのか？」

「なんで俺があんたに見惚れるんだよ。逆だろ」

　無意識に見ていた横顔から視線を外して、好意的に解かい釈しやくし過ぎたと反省する。

　何がおかしいのか、塩田は声を殺して笑う。気に障ったが口ではどうせ勝てない。

　だから長い足を軽く蹴けった。だけど自分でも幼よう稚ちな仕返しに思えて、もっと良い方法があったんじゃないかと後こう悔かいする。理由もなく蹴られた癖くせに、塩田は俺の攻撃なんて意にも介かいさない。

　平然としている男の横で、だからそういうところが、と声に出せない文句を胸の内で呟つぶやく。

　大人で余よ裕ゆうで、手が届かない気がして苛いらつくんだ。







　四月に入って最初の水曜日、晴れ。今日の現場は由ゆい緒しよ正しく何代も続く寺だ。

　基本的に依い頼らいがあれば、公こう共きよう施し設せつだろうが企き業ぎようだろうが植木一本の個人宅だろうが何でも請うけ負おう。様々な現場に行くので仕事にマンネリ感を覚える事はなかった。

　実際、技術的な問題で言えば、何代も続く植木屋の親方である祖父に出来ない事はない。

　だからこそ先代からずっと同じ顧こ客きやくを抱かかえていられるのだ。今日の依頼主もその一人だ。

「おーい、ホース絡からまってるぞー」

　トラックの上に乗っていた先せん輩ぱいに指摘されて、俺は慌あわてて砂じや利りの上を音を立てて走り寄る。

「すみません」

　ホースを直すとすぐに先輩が小型のモーターを起動させたので、元の場所に急いで戻もどる。俺の担当は植木の消毒だ。それが終わったら松の剪せん定ていが待っている。

　今日はもう二件ほど消毒の依頼が入っているので、手早く終わらせなければと、噴ふん霧む器きのトリガーに指をかける。一度試し噴ぶきしてから、脚きや立たつに上った。普ふ段だんは人の手が触ふれない樹冠の内側に、丁てい寧ねいに吹ふき付けていく。

「けほっ」

　マスクをしていても多少吸い込む。独特の、甘く変に乾かわいた匂においが鼻び腔こうに広がり、舌に変な味を感じた。その味が俺の錯さつ覚かくなのか真実なのかは分からないが、消毒液を扱あつかうといつも茶休きゆう憩けいに入るまでは咥こう内ないの不快感に耐える羽目になる。

　チョコレートで舌をコーティングしておけば良かったと考えて、不意に数日前の夜が蘇よみがえる。

『酒、苦手なのかよ？　弱すぎ』

　家に帰り着いた途と端たん、そうしなければ死んでしまうとばかりに、塩田はふらつく指で摑つかんだ水の瓶びんを一気に空けた。ようやく人ひと心ごこ地ちが付いたのか、二瓶目はグラスに移して氷を浮うかべて飲んでいたが、寄せた眉まゆからまだ調子が回復していないらしい事は容易に察する事が出来た。

『寝ね不ぶ足そくと空腹のせいだ』

　ゆるいビールを思い出してどうだかな、と言い訳の真しん偽ぎに疑問を持つ。ようやく塩田をからかう材料が手に入って気分が良くなり、カウンターに転がる青林りん檎ごを一つ手に取る。

　それを齧かじりながら度数が高いとはいえ、たった一いつ杯ぱいで陥かん落らく気味の男を「情けない」と笑った。

　俺の指を掠かすめてチョコレートに齧りついたのも、からかうというより酒の味を誤ご魔ま化かす意味合いの方が強かったのだろう。焦あせって損をした。

『あの程度で潰つぶれるなんてカワイイな。ガチムチに持ち帰られないよう気を付けろよ？』

　にやにやする俺に塩田は鬱うつ陶とうしげな、だけどどこか楽しんでいるような視線を向ける。

　その瞬間、自分が不用意に近づきすぎたと気づく。

『かわいいって俺が？』

　急に、塩田の雰ふん囲い気きが変わった。声が、頭ず蓋がい骨こつの内側に反はん響きようする。耳からするりと入りこんで骨を震わせ、神経を伝って指先を痺しびれさせる。

　齧りかけの林檎を奪われ、それがカウンターに置かれるのを目で追っていると、果か汁じゆうで少し湿しめった指を取られて、中指の側面を指の腹で辿たどられた。

『面白い事言うな』

　塩田が手首の内側を辿る。袖そでの中に入ってくる長い指先に腱けんをなぞられて、思わず声が漏もれそうになった。性的な場所にはどこにも触れられていないのに、追おい詰つめられている。

　力ずくで体を押さえられているわけではない。なのに絶対に逃のがれられないと、おかしな確信を覚える。動けないまま催さい眠みん術にかかった気分で、近づいて来る塩田の唇くちびるを見つめた。触れる、と思わず目を閉じた時に、ふっと目の前の男が笑ったのが気配で分かる。

　恐おそる恐る目を開けると、グラスを持っていた方のすっかり冷えた指先で、蟀谷こめかみに触れられた。

『なんて顔してるんだ？』

　頭を丸ごと包んでいた巨きよ大だいなシャボン玉がパチンと弾はじけたように見えない呪じゆ縛ばくが消え、俺は正気に戻って近くにいた男の肩を押しやる。先程まで錆さび付いていた関節は、意外にスムーズに動いて、あっさりと距きよ離りを取る事が出来た。からかわれたと気付いて、急速に顔が赤くなる。

『触さわるなよ。俺、あんたのこと好みじゃないんだって』

　キスをされるとわかって目を閉じた自分をなかった事にしたくて、早口に捲まくし立てて部屋に逃げ返った。食べかけの林檎や、塩田の行動を考えながら、ドアを閉じて頭を抱える。耳の奥でどくどくと血液の流れる音が聞こえた。

『どんな顔、してるって……？』

　何をされたわけでもないのに、凄すごくいやらしい事をされた気がした。

　手に触れられただけ、顔を触られただけなのに辱はずかしめられた気がするのはおかしいと自覚していたが、それでも体が熱くなっているのは事実だった。数時間前まで、誰かと寝ねるのを期待していたからだ、と自己弁護する。塩田の色気に当てられて少し動どう揺ようしただけだ、とも。

　だけど自分の顔を見る勇気はなく、熱い体を冷ますために下か肢しに触れる事もできない。

　自分で慰なぐさめるときに、誰を想像するのか知るのが怖こわかった。

　その日以来、塩田とは顔を合わせていない。だからあのとき一体どんな顔をしてたのかも聞けないままだ。どうせ機会があったとしても尋たずねる勇気なんて無いけれど。

「真咲！　消毒にいつまでかかってんだ。さっさと終わらせろ！」

　単純作業の傍かたわらで思考に耽ふけっていると、また祖父に怒おこられる。即そく座ざに返事をして残りの木の消毒を急いで進めた。ポンプのエンジンを切って、手早くホースを巻いて噴霧器を外す。それをトラックに詰め込む作業が終わる頃ころ、手押しの噴霧で低木を消毒していた先輩が戻って来た。

「社長、じゃあ保養所とクリニックの方に行ってきますから」

「おう」

　運転席に乗り込む前に行き先を報告した先輩に対し、松の剪定を行っていた祖父が親方らしく頷うなずく。藍あい色いろの手てつ甲こうと同色の腹はら掛がけをした姿は、どこから見ても〝職人〟という風情だ。鋏はさみを持っていると、余計にそう見える。十年経っても到とう底てい祖父の貫かん禄ろくには追いつけそうにない。

「おい、十二時になったら昼飯にするぞ」

　祖父の言葉に「はい」と頷く。十二時まではあと十分だ。昼飯は寺にある待合室を貸して貰もらえる事になっている。祖父は檀だん家かでもあるので、依頼主も気を遣つかったのだろう。

　下したっ端ぱなので、休憩時に先輩方を呼びに行くのも俺の役目だ。最初から何時と決まっていればいいが、その日の予定や天候によっては昼飯は後ろ倒だおし前まえ倒だおしになる。

　先輩達に声をかけ終わって待合室に入ると、すでに寺の奥さんが茶の支度をしていた。

　それに対して祖父が礼を言い、俺達は黙だまって頭を下げる。昼休憩の最中はみんな静かに飯を食う。祖父が無口なので、基本的に会話はあまりない。休憩時間も終しゆう盤ばんにさしかかると、愛あい煙えん家かの男達は煙草たばこを吸う為に部屋を出ていく。残ったのは煙草を止めた祖父と吸わない俺だけだ。

　基本的に、祖父は俺に対しても無口だ。俺は俺で、特に話すこともないので、ぼんやりと壁かべに貼はられた骨こつ董とう市の色いろ褪あせたポスターを眺ながめる。

「おい、お前、実家を出たんだってな」

　毎月第一、第三日曜日に開かい催さいという記述を読んでいたら、不意に話しかけられて動揺する。

「はい」

　仕事をするまでは祖父とは普ふ通つうにタメ口だったが、今では休憩時間も完全に敬語だ。

　使い分けるのが面倒で、こちらに統一してしまっている。

「そういうのは雇やとい主に言うもんだぞ」

「すみません」

　うちの母親から祖母、祖母から祖父へと話が回ったんだろう。

「今、友達のところを間借りしてるんで、ちゃんとした家が決まったら伝えます」

「友達？　女か？」

　祖父の顰ひそめた眉を見て、慌てて首を振る。女おんな癖ぐせの悪い二番目の兄が高校在学中に二度も妊にん娠しん騒そう動どうを起こしているので、祖父母も両親も俺達の女性関係には過か敏びんだ。結局二度とも兄の子ではなく、内一つは妊娠自体が噓うそだったわけだが、それ以来次兄の信用は地に落ちている。

「男です。義姉ねえさんが来るって急に決まったから、引ひっ越こし資金がなかったもので」

　それは理由の五割であって、残り半分は西垣さんと一いつ緒しよに住めるという下心だったけど。

「そうか。まだまだお前は半人前だが、もう少し技術を付けたら給料も上げてやるからな」

「有り難うございます」

　祖父とはいえ雇い主に金の話は不味まずかっただろうかと反省しながらも、賃上げは嬉うれしいので素直に礼を言う。しかし今でもわりと貰っている方だ。同年ねん齢れいの同業者と比べると平均を少し越えている。この不ふ況きようでも、昔むかし馴な染じみが仕事を回してくれるお陰かげだろう。

「うん。そういえばな、ばあさんが煮に物ものを作ったと言ってたから、帰りに家に寄っていきなさい。今の若い連中は、ああいう物は食べないかもしれないけどまぁ、孝行だと思って」

　祖父の口調は半分柔やわらかく、半分親方らしかった。

　どうやらオンオフの分け方を迷っているのは、俺だけではないようだ。

「はい」

　頷くと、祖父は少し早めに休憩を切り上げた。俺も待合室を出て、自分が担当する事になっている木の傍そばに向かう。自然のままであってもそれはそれで味があるが、手を加えてより魅み力りよくのある立ち姿にする。仕事の中では一番剪定の作業が好きだから、鋏を手にしている間は楽しい。だけど楽しい仕事はあっという間に終わる。切り足りないっていうのは、たぶん植木屋独特の感覚だろうと思いながら、会社に戻もどった。言われていた通りに、駐ちゆう車しや場に行く前に隣となりに寄って、祖母から煮物が詰まったタッパーを受け取る。作らなくていいと言った話は忘れているようだが、俺が持て余しても塩田が食べるだろうと受け取った。

　家に帰ると、タイミング良くあの日以来顔を合わせなかった男がリビングで何かを分解していた。普ふ段だんは食事に使うダイニングテーブルに、微び細さいなパーツと工具が並んでいる。レンズがある事と、見覚えのある形のカバーを見て、それがカメラだった物だと分かった。

「何してるんだ？」

　動揺が表われないよう気をつけながら声をかけると、塩田は振り返らずに「黴かびの除去」と答える。

「カメラにカビが生えるのか？」

　またからかわれてるんじゃないかと訝いぶかしみながら問いかける。

　カメラと黴がどうも上手く結びつかない。濡ぬれる物じゃないから黴なんて無む縁えんに思える。

「湿しつ度どが高くて日の当たらない場所に放置しておくと生える」

　塩田は話している間も手を休めずにパーツを組んでいく。迷うことなく動く指は細かい部品も器用に扱あつかう。俺は機械が苦手だから、そういう物を簡単に弄いじれる男を素直に凄すごいと思った。

　しかし塩田が手にしているカメラは俺が見知っている物とは大分違ちがう。

「それって、ちゃんと使えるカメラ？」

　使い捨てとデジカメしか知らないので、組み上がっていく分厚いカメラが骨董品に見える。

「当たり前だろ」

　筐きよう体たいに全てのパーツが収まると、想像していたよりレトロで可愛いカメラが出来上がった。

「そのレンズの周りにある、キラキラした反射板みたいなのって何？」

　無骨な部品の中にあって、少し浮ういて見えるそれが可愛らしさを演出していた。

「これで光を集めるんだよ。今みたいなフラッシュが昔はなかったから」

　カメラはてっきり塩田の祖父だけの趣しゆ味みかと思っていたが、もしかしたらこいつ自身もそういう趣味があるのかもしれない。流石さすが無職だ。趣味に割く時間がたくさんあって羨うらやましい。

「でも黴って、部屋大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「俺が生やしたわけじゃない。ネットオークションで落とした物が、今朝届いたんだ。同じ型だからじいさんのカメラかと思ったけど、違った。欲しいならやるよ」

　執しゆう着ちやくすると言ったとおり、身内の遺品を捜している塩田を見ていたら、逃にげ回っている西垣さんが無責任に思えた。しかし塩田が西垣さんに対して怒っている姿は見たこと無い。改めて二人の関係性は謎なぞだ。

「いいよ、写真とかやらないし。特にそれ難しそうだし、折角直ったのに壊こわしたら可か哀わい想そうだし」

「可哀想って俺のことか？」

「なんであんたなんだよ。そのカメラの事」

　塩田は再びカメラに視線を落とす。俺はなんだか自分がひどく馬ば鹿かな事を言ってしまったような気がして、会話を終わらせるために着き替がえを手に風呂ふろに向かう。

　戻る頃にはダイニングテーブルの上は片づけられていた。同居人が冷蔵庫を開けていたので「煮物があるんだけど」と声を掛かける。塩田は冷蔵庫からハムの塊かたまりを取り出した。

「じゃあ、夕食はそれと肉でいいな」

　塩田は欠伸あくびしながら細身のナイフを取り出して、馴なれた動作でハムを切っていく。

「疲つかれてるなら夜遊び控ひかえればいいんじゃない？　最近いつも家にいないし」

「家にいたら真咲が相手してくれるのか？」

　塩田は小さな鍋なべに湯を沸わかしながらそう訊きいてきた。いっそ真しん剣けんに口説いてくれたら、それこそ全力で断れるのに、と歯は痒がゆく思う。

「してもいいけど、あんたがやられ役だから」

　近づきすぎるとまずい。からかいすぎてもまずい。その事はちゃんと脳のう味噌みそに刻みつけた。だから何気ないふりを装いながらも、俺は塩田との距きよ離りを測る。

　飼い主の目を盗ぬすんで壁で爪つめ研とぎしようと企たくらんでいる猫ねこ程度には慎しん重ちように。

「真咲は可愛がられる方が向いてると思うけどな」

　肉を炒いためながら、チキンスープを作る背中を無言で睨にらみ付ける。服を着ていると俺よりも細く見えるが、最初の夜に押さえ込まれた時の感かん触しよくでは塩田の体は硬かたく引き締しまっていた。もしかしたらほんの少しこいつの方が体格は良いかもしれない。あくまで、ほんの少しだけれど。

「節穴なんじゃない？　俺、相手を甘やかすのも上手いし、ベッドでも満足させてるから」

　総菜を電子レンジに入れて、その間に箸はしを用意する。肉の焼ける音を聞きながら、先日台所で迫られたときの事を思い出しそうになる思考の軌き道どう修正を必死で行う。

「可愛がられた事がないから分からないんだろ」

　こういう反応が一番苛つく。上に兄貴が二人もいると、「嫌いなのは本当に良い物を知らないからだ」とか「苦手なのはお前が子供だからだ」なんて言い方を頻ひん繁ぱんにされる。

　経験不足を理由に、頭ごなしに意見を否定されるのは大だい嫌きらいだった。

「言っておくけど、経験してるから。一回したけど最悪……」

　電子レンジの鳴る音ではっとして口を噤つぐむ。誰だれにも言ったことがない上に、自分の中でも無かった事にした経験をあっさり暴ばく露ろしてしまい、体中に嫌いやな汗あせが滲にじむ。

「い、や……ちがくて」

　塩田と目が合って反射的に否定するが、あそこまで言ってしまった以上、誤ご魔ま化かしは利かない。最悪な相手に秘密を漏もらしたと後こう悔かいしたが、塩田は平然と笑うだけだった。

「下手な奴やつに当たっただけだろ」

　からかいもしないあっさりとした返答に、肩かたすかしを食った気分だったがほっとする。

　塩田は下手だったと笑ったが、下手も何も、合意ですら無い。尻しりの鈍どん痛つうで目覚めて瞼まぶたを開いたら、普ふ段だん抱だいていた相手に犯されていたなんて最悪にも程がある。

　ぬるついた手が俺の太ふと腿ももの裏を摑つかんでいた。体の中を抉えぐられる事より、そっちを不快に感じたのを今でもよく覚えている。やたらと生なま臭ぐさい相手の息の匂においも。

『え、あ、んた、何してんの？』

　言えたのはそれだけだ。網もう膜まくに映し出される状じよう況きようを脳が理解する事を拒きよ否ひした。

　下半身の違い和わ感かんと共に吐はき気けを覚え、「やめろ」とか「ふざけるな」なんて悪態を吐いたが、相手が聞いてないのを見て、「さっさと終われ」と額に汗して腰こしを振ふる男から視線を逸そらした。

　何度か前も弄られたが、俺のは勃たたなかった。相手は「お酒、飲ませすぎたかなぁ」なんていつもの甘えた声で笑ったが、無視して目を瞑つぶる。酒だけのせいじゃないのは確実だ。

　そいつは早そう漏ろうだったので、俺が意識を取り戻してすぐに絶頂を迎むかえた。腐くさったイカみたいな匂いが部屋に溢あふれて、その瞬しゆん間かん俺は胃の中身をベルベットの白いシーツにぶちまける。

　騒さわぐ男を見てざまあみろ、と思った。怒おこって摑みかかってきた相手を手加減せずに殴なぐり飛ばした。泣く男を横目に汚よごれてないシーツの端はしで、肌はだの上に飛び散った汚きたない白はく濁だくを拭ぬぐい、ふらつきながらベッドの近くに散乱していた自分の服に着替えた。徐じよ々じよに泣き声が大きくなったので、「うるさい」と告げてベッドを思い切り蹴けったら、余計に大きな声で泣き始める。

『だって、俺だってたまには抱だきたかったんだもん。マサキがいつもしてる事じゃん』

『俺は酔よってる相手を無理矢理犯したりしない』

　目め眩まいがした。酒に何か盛られたのかもしれないと思ったが、追つい及きゆうしても現状が改善されるわけではないから、泣いてる相手を放置して部屋を出た。それ以来そいつには会っていない。

　───嫌な事を思いだしたな。でも、塩田が食いついて来なくて良かった。

　しかし安心したのも束の間、食しよく卓たくに着いて箸を持った時に再び塩田に話しかけられる。

「そういえばさっきの話だけど」

「さ、さっき？　な、何のこと？」

「撮とるのは興味なくても、撮られるのは？」

「あ、ああカメラの話か。別に好きでも嫌いでもないけど。自分の顔を残す趣味もないし」

　追及されたのが抱かれたときの事じゃないと分かり、無意識に詰つめていた息を吐き出す。

「意外だな」

　俺からすれば塩田の方がずっと意外だ。店ではいつも嫌みだったのに部屋を貸してくれたり、煮に物ものが好きだったり。

　塩田は濃こい味付けを気に入ったようで、今日も祖母の手料理ばかり食べている。肉には手をつけないので、そっちは殆ど俺の胃い袋ぶくろに消える。どう考えても塩田の料理の方が旨うまい。

「ナルシストって言ってるわけ？」

「残しておきたい顔だと思って。俺はお前を撮る気はないけど」

「絶対馬鹿にしてるだろ。なぁ、一回だけでいいから本気で殴らせてくれない？」

　唇くちびるの端をひくつかせる俺に、同居人は「褒ほめてる」と弁解したが、とても信じられない。

　腹立たしい夕食が終わると、塩田は重そうなバッグを持って出かけてしまった。夜遊びを控える気はないようだ。バッグの大きさを考えると、着替えが入っていても不思議じゃない。

「こっちは、明日あしたも早朝から仕事だってのに」

　ため息交じりに呟つぶやく。明日は朝早いので、出かける気は起きなかった。

　かといって眠ねむ気けもない。しかしこの家には時間を潰つぶす物が何もなかった。今いま頃ごろ塩田はどこかの誰かと楽しんでいるのかもしれないと思うと、余計に時間が経つのを遅おそく感じる。

　キッチンとセットになったリビングにあるのはダイニングテーブルと一人掛がけ用の寝ね椅い子すだけだ。塩田の部屋には娯楽品があるかもしれないが、入らない約束だ。

　しかしちょっとした好こう奇き心しんが芽生えて、気分転てん換かんにリビングの奥にある部屋に向かう。俺が使っている部屋と向かい合う形で存在するドアには、鍵かぎ穴あなが付いている。

「そういえば童話か何かで旦だん那なのいないときに開かずの部屋を開けた話があったよな」

　中には死体が詰まっていて、秘密を知った新妻は殺された。いや、逆に旦那を殺したんだっただろうか。童話のわりに、刺し激げきの強い話だった。幼い頃ころに一度聞いたきりなので詳しよう細さいは覚えていないが、ドアノブに手を掛けた時におどろおどろしい挿さし絵えを思い出す。

「実は西垣さんがこの中に閉じこめられてたりして」

　そんなホラー映画みたいな事を考えた。勿もち論ろん、入る気はない。当然鍵かぎも掛かっていると思っていたが、予想に反して小さな音を立てドアが動いた。慌あわてて、数センチも開かずに閉める。

　同居人がいるのに鍵を掛けないなんて、大事なものを盗とう難なんされた割に不用心だ。入らないという約束だから「見るだけ」と言い訳して、好奇心に負けてもう一度慎重にドアを開ける。

　部屋の中は予想よりも広く、寝しん室しつというよりも仕事場という雰ふん囲い気きだった。中は棚たなで二つに仕切られていた。奥にベッドの端が見える。棚にはずらりとファイルや書類ラックが並び、手前にある大きめの作業台には今時珍めずらしいようなごついパソコンが鎮ちん座ざしていた。壁かべには飾かざり棚だながあり、古いカメラが並んでいる。先程塩田が組み直していた物も、そこに置かれていた。

「なんか思ったのと違ちがうな」

　物は多いが、整然としている。まさか本当に死体があると考えていたわけじゃないが、これはこれで意外だ。好奇心が満たされたら次第に後ろめたい気持ちが強くなり、早々にドアを閉める。

「鍵かけてなかったのって、俺を信用してたからかな……」

　そこに思い至ったら、途と端たんに申し訳なくなって玄げん関かんに近いもう一つの部屋には近づく気すら起きなくなる。しかし一体何が入っているのかは気になった。秘密にされると暴きたくなる。

　聞いたら教えてくれるだろうかと考え、最初の頃に比べて随ずい分ぶん塩田に対する態度を改めている自分に気付く。家にいれば食事を共にするのは当たり前になっているし、顔を合わせれば会話もする。時々苛いらつく事を言われるし、からかわれる事も多いが、そんなに悪い奴じゃない。

「ただ、またあんな風になると困るけど」

　自室に戻もどってから、今日の仕事中にも考えていた事を思い出す。

「俺が相手するって、冗じよう談だんだよな……」

　有り得ないだろと独ひとり言ごちる反面で、以前体に触ふれた塩田の掌てのひらを思い出す。

　俺よりも体温は低かった。肌を這はう乾かわいた手はそれほど嫌じゃなかった。世界で二番目に嫌いな奴だが、触れられるのは多分嫌じゃない。努力したら、抱けるかもしれない。

「でも俺にあんな事を言うくらいじゃ、きっと抱かれるつもりはないだろうけど」

　俺の事は撮らないと言っていた塩田が俺に抱かれる事を望むとは思えない。だから一生そういう関係になる事はないだろう。それは当たり前の事なのに、何故なぜだかとても勿もつ体たいなく感じた。












　土曜日、曇くもりのち晴れ。未だに新米扱あつかいされるとはいえ、この世界に入って早五年だ。

　樹木の病気やその治ち療りよう法から継つぎ方や生いけ垣がきの整え方まで、植木屋にとって必要な知識は随分溜たまったが、そんな事よりももっと体幹を鍛きたえておけば良かったと思ったのは、脚きや立たつごと落下する最中だった。手に持ったままの剪せん定てい鋏ばさみを放り投げる事もできず、出来る限り体から離はなす。

　派手な音を立てて背中から砂じや利りの上に倒たおれ込んでから、真っ先に鋏はさみに異常がないか確認した。

「うわ、大だい丈じよう夫ぶ！」

　痛みに顔を蹙しかめ、脚立ごとなんだからいくら体幹を鍛えていても無む駄だだよな、と一いつ瞬しゆん前の自分の思考にツッコミを入れる。打ち付けた背中がじんわり痛んで、呻うめきながら起き上がった。

　手入れしていたハナミズキが無事なのを、目視で確かめる。幸い枝はどこも折れていない。

「ごめんごめん、ひっかけちゃったみたいで」

　今回うちに仕事の応おう援えんを頼たのんできた馴な染じみの薄うすい職人に声を掛かけられて、足元を見ると確かにホースが伸のびていた。素人しろうとじゃないんだから勘かん弁べんしてくれよと内心苛いら立だつが、皺しわの多い顔が萎しおれているのを見て「大丈夫です」と答えて立ち上がる。足がずきりと痛んで、軽く捻ねん挫ざしたのが分かった。落ちるときに変な風に足を着いてしまったのかもしれない。

「あ、樹は平気だね。なら、よかった」

　無神経な台詞せりふに苛立ちを覚えつつも、年配の相手に文句を言う気になれずに、無言で六尺の脚立を直す。もう一度踏ふみ台を上り仕事を再開して、背中の痛みから意識を逸らした。

　しかし問題なのは背中ではなく足だったらしく、結局昼を回って会社に戻る頃には歩く度に鈍どん痛つうがじわじわと踝くるぶしあたりに蟠わだかまるようになっていた。だけどどうせ今日はこれで仕事は終わりだし、湿しつ布ぷでも貼はって安静にしてれば問題はないだろうと楽観視していた。

　けれど空になったタッパーを返すついでに祖父母の家に顔を出したら、祖母に大おお袈げ裟さに心配されてしまった。うちの両親は放任だが、祖母は昔から恥はずかしいくらいに過保護だ。

「まぁまぁ、ちょっと見せてごらんなさい」

「いいよ、別に」

　変な歩き方を指し摘てきされたときに「捻挫した」なんて馬ば鹿か正直に答えた事を後こう悔かいする。

　祖母にとって孫は永遠に「被ひ保護者」だ。俺の背中にまだランドセルが見えるのだろうかと、たまにうんざりする事がある。子持ちの長兄ですら、祖母には子供扱いされている。もっとも兄貴達は正月に顔を出すぐらいで、せいぜい年に一度程しか祖父母と会う機会はないけれど。

「どうしてうちの男達は何でも自然に治そうとするのかしらね。怪け我がは我が慢まんしたって良い事なんかないのよ。とにかく座って待ってなさい。おばあちゃんが湿布取ってきてあげますからね」

　そう言って部屋の奥に行ってしまったので、仕方なく三和土たたきに座って待つ。

　ふと玄関の脇わきにある古新聞入れの上に置かれた回覧板が目に入った。未だにこの辺りではアナログな情報伝達手段として活かつ躍やく中のそれを手に取って開く。内容は町内会の行事と、市民センターの利用についてだった。同時に寺にあった催もよおし物のポスターと同じチラシも入っている。

「ばあちゃん、寺の骨こつ董とう市って壺つぼとか皿以外にも出てたりするの？」

　なんとなく気になって湿布とネットを手に戻ってきた祖母に尋ねる。流石さすがに祖母の手で巻かれるのは恥ずかしいので、その場で靴くつと靴くつ下したを脱ぬいで自分で貼った。ひやりとして心ここ地ちがよいが、大した事ないのに一見して大袈裟に見える。

「古こ裂ぎれや仏像なんかもあるよ。あとは手作りの物も売ってるね。他には茶道具とか、古書とか」

　流石にカメラはないだろうと思いながらも、ダメ元で行ってみる気になった。

　思考の内訳は先日部屋を勝手に開けた罪悪感が八割、好奇心が二割だ。

「じゃあ、俺もう行くから。煮物ありがと」

　立ち上がると、祖母が突とつ然ぜんぐいっと俺の腕うでを引っ張る。

「い……っ」

「あんた、まさかバイクで帰るわけじゃないでしょうね」

「そのつもりだけど？」

「よしなさい！　危ない。バスと電車で帰ればいいでしょうが」

　長兄がバイクで事故を起こしているので、祖母は俺がバイクに乗るのを嫌きらう。自分だって原付に乗っているが、祖母の中であれは「原チャリ」であって、「バイク」ではなく「自転車チヤリ」らしい。そのあたりはよく分からない基準で、都合がよく区分されているらしいが、とにかく乗って帰るのは駄だ目めだと言い張られ、困っているとがらりと玄関が開いて祖父が入ってくる。

「おい、何をもめてるんだ。外まで声が届いてるぞ」

　こうなったら祖父に徒歩で帰る方が捻挫には悪いと説明してもらおうと思ったが、祖母との話し合いを面めん倒どうがる祖父が「わかった。俺が家まで送ってやる」と言い出した。

「…………いい、自力で帰れる」

　過保護なのは祖母だけで充分だ。親方に送そう迎げいをさせているところを職人仲間に見られるぐらいなら、最悪タクシーを呼んで財布を軽くする方がましだ。

「バイクは足が良くなってから乗りなさいね」

「わかったよ」

　祖母の念押しに仕方なく頷うなずいて立ち上がる。

　どう考えてもバイクで帰る方が足に良さそうなんだけどな、と思いながら祖父の家を出た。駐ちゆう車しや場にあるバイクを未練がましく見てから、歩道に出る。駅までは距きよ離りがあるので、寺の前のバス停を目指す。しかしバス停に着く頃には既すでに、足がかなり辛つらくなっていた。

　片方を庇かばうので、もう片方の足首が疲ひ労ろうしてくる。「悪化してるよ、ばあちゃん」と内心愚ぐ痴ちりながら時刻表を見ると、バスは三十分後に来る事がわかった。

　それまでは骨董市を見て回ろうと、寺の境内に入る。午後三時だがわりと人出がある。既に店みせ仕じ舞まいを始めた出店者もちらほらいるが、大部分がまだ店を構えていた。扱われているのは祖母の言った物が大半だが、参道も終わりに近づく頃ころにカメラを扱っている店を見つけた。

　そこに先日塩田がいじっていた物と似たタイプのカメラを見つける。

「これ、古い物ですか？」

　カメラだけではなく、がらくたみたいなブリキの玩がん具ぐや古いラジオも一いつ緒しよにブルーシートの上に並べられていた。店主らしき男は折り畳たたみ式の簡易椅い子すに座り、俺の質問に曖あい昧まいに笑う。

「古いものって言っても、四十年くらいかな。でもそれ、カメラとしては使えないよ」

「そうなんですか？」

「うん、フィルムがね、今のやつだと入らないみたいだよ。よく知らないけど」

　よく知らない、という言葉に一いつ瞬しゆん呆あきれたが、専門店でもない限りそういうものかもしれない。

「こういうのを扱ってる中古屋、このあたりで知りませんか？」

「カメラなら、羽は津つ代しろ駅えきの近くにあるアンティークモールの何階だかに専門のところがあるよ」

　その返答を聞いて、足を延ばしてみる気になった。礼を言って、結局手に取ったカメラを買わずに同じ場所に戻すと、店主は横のブースの人間と世間話を始める。

　参道を戻って停留所に向かうと、丁度バスが乗客を降ろしている最中だったので後ろから乗り込む。座ると足首に体重がかからなくなって、無意識にほっと息を吐ついた。

　何も今日捜し回らなくてもいいと思うが、昔から思い立ったら即そく行動したい質たちだったし、今日動かなければ次はいつ仕事が空くか分からない。

　───それになんか、塩田が捜している物を俺が先に見付けたら、勝った気がするし。

　電車を乗り継ついで、家とは反対方向にある羽津代駅に向かったのはそんな下心のせいだ。

　足は徐じよ々じよに違い和わ感かんを増していたが、目的の店は駅のすぐ目の前にあるビルの地下に居を構えていたので、無駄に歩き回る必要がなくて助かる。

　専門店は四坪つぼほどの小さな店だった。その小さな店の壁かべは床ゆかから天てん井じようまでが陳ちん列れつ棚だなになっている。鳥の巣箱みたいな物や妙みように派手なカメラを興味深く眺ながめていると、カウンターを兼かねたショーケースの向こうに鎮ちん座ざしていた店主に話しかけられた。

「あ、その……こういう、カメラを捜してて」

　俺がショーケースの端はしにあるカメラを指すと、店主は早速それを取り出す。

「ここに、こう、反射板みたいなのが付いてるやつって、最近持ち込まれてないですか？」

　俺の質問に店主はあっさりと「ああ、ありますよ」と屈かがみ込む。しばらくケースの下をあさっていたかと思うと、きれいとは言い難い布に包まれたカメラを取り出す。

　店主はメーカー名や品番を言っていたが、頭の中には入って来なかった。ただ塩田が以前分解していたカメラとそっくりだと思い「知り合いから盗まれた物かもしれない」と告げる。

　店主は迷めい惑わくそうな顔をしたものの、俺が携けい帯たいで写真を撮とる事を許可してくれた。

　一応買値も聞いたが教えて貰もらえなかった。代わりに売値を訊くと、状態があまり良くないからという理由で一万以下だった。買い戻もどすとしても意外と安く済みそうな事に安あん堵どする。

　塩田にこの場で電話してみようと思ったが、番号を知らなかったので諦あきらめて家に帰った。

　足の痛みは増していて、帰って早々リビングに置かれた寝ね椅い子すに座りこむ。帰りに中学時代から世話になっている接骨院に寄るべきだったと後悔したが、今から出で掛かけるのは億おつ劫くうだ。

「これ、明日あしたになったら治ってないよな」

　足は痛いが、家にいても自動的に飯が出てくるわけじゃないし、腹も減ったので台所で遅おそい昼飯を作る。作ると言っても、炊すい飯はん器に残っていた飯とコンソメキューブ、水を一緒に鍋なべで煮にて、良い雰ふん囲い気きになったら卵を投入するだけの簡単な食事だ。不味まずくもないが大して旨うまくもない。同居人は何も考えずに、適当に調味料や野菜を使っていつも旨い物をつくるのにと、色々な事が出来る器用な指先を思い出す。

「適当にやっても結果がついてくる奴やつっていいよな」

　その指の持ち主は七時過ぎに帰ってきた。いつの間にか寝椅子で眠ねむっていた俺は、足音で目を覚ました。どこに行っていたのか知らないが、塩田は帰宅してすぐにサニタリールームに向かう。ドアが閉まる音を聞いて、自分が風呂ふろに入っていなかった事を思い出す。

　いつもは仕事が終わったらシャワーに直行していたが、足の痛みですっかり忘れていた。

　塩田が終わったら俺も風呂に入ろうと考えて、ぼんやりとダイニングで待つ間、着たままの作業着に鼻を寄せる。汗あせの臭においや木の匂においはしないが、自分では分からないだけかもしれないと何度もしつこく嗅かいでいたら、同居人が風呂から出てくる。

　───あ……。

　塩田は上に何も着ていなかった。初めて見た背中や肩かたには、わりと大きな傷がいくつか付いていた。それでも充じゆう分ぶんすぎる程に綺き麗れいな体だ。剝むき出しの肌はだにはしっかりと筋肉が付き、まだ水気を纏まとっていた。浮うき上がった骨の形や、肩から腰こしにかけての曲線から目が離はなせなくなる。

　塩田は冷蔵庫を開けていつものようにビールを取り出してから振ふり返り、そこで初めて俺の存在に気付いたらしかった。バスルームにはリビングを通らずに行けるので、それも道理だ。

「それ、どうしたんだよ」

　見み惚とれていたのを悟さとられたくなくてと何か言われる前に質問した。塩田は俺の視線がどこに向けられているのかに気づき「羆ひぐまに玩もてあそばれた」と口にする。

「羆？」

「こっちは大おお鷲わし。あと崖がけから滑すべり落ちた時に、折れた木で傷つけたやつもある」

　こっち、と右みぎ腕うでを指差す。動物園の飼育係でもやってるのか、と半ば本気で訊たずねようとしたところで、塩田がにやにやしている事に気付く。どうやらまた下らない噓うそを吐かれたみたいだ。

　毎回毎回、意味もなくからかってくる男に「良かったな。動物に大人気で」と呆あきれた顔で返す。しかし普ふ段だん通りの塩田の態度を見る限り、勝手に部屋を覗のぞいた事はばれていないようだ。

「どうせ男ともめてやられたんだろ」

　鋭するどい切り傷は刃は物もののせいだろうと、半信半疑で口に出してみる。もしそうなら、相手は殺す気だったに違ちがいない。肌に残る古傷は、傍はた目めにも深そうだ。

「雄おすとは限らない。雌めすかも」

　塩田はビールを飲みながら他人ひと事ごとみたいに笑う。人の性別を動物みたいに区分する男は、たぶんセックスした相手に誠実な対応を取らないんだろうな、と想像しながら携帯を取り出す。

「なぁ、これ、見つけたんだけど、どう思う？」

　近づいてきた塩田は画面を覗き込んで目を瞬かせた。

「どこで見つけた？」

「その、たまたま寄った店で……、盗ぬすまれたのと同じやつなら買ってきてやってもいいけど」

　店主が希望した売値を教えると、塩田は「底は見たか？」と視線を画面に向けて訊きいてくる。

「底？」

「金具の部分に、ローマ字で名字が彫ほってある」

　それならそうと最初から言えよと思ったが、俺がカメラを捜すなんて予想していなかったんだろう。俺だって予想していなかった。

「レンズの周りが似ているかどうかだけ気にしてて、底は見てない。でも最近買い取ったばかりだって言ってた。しばらくは店に取り置いて貰えるみたいだから、自分で確認してくれば？」

「そうだな。写真を見る限り型は近いから、明日にでも見に行ってみる」

　俺は近くにあった紙に簡単な店の地図と、店名を書いた。

　塩田はその手書きのメモに視線を落として黙だまり込む。

「なんだよ」

　字は昔から綺麗な方だし、地図も上手く描かけている。紙を見つめて無言になる理由が分からずに首を傾かしげると、塩田が「わざわざ捜してくれてありがとう」と微笑ほほえんだ。

「た、たまたま行っただけで、別に捜してたわけじゃない」

　何故なぜ見み抜ぬかれたのか焦って、アンティークモールなんて行く柄がらじゃないからだと気付く。塩田がいつものにやにやした笑いではなく、ふわりと口元を弛ゆるめているのを見て、急に恥はずかしくなる。本物を見付ければ勝てると思っていたが、なんだかまた負けている気がした。

「そ、そこ古い大工道具とか、植木鋏ばさみとか置いてる店もあって、それで本当にたまたま」

　実際そういう店があるかどうかは知らないが、そうとでも言わなきゃ格好がつかない。いきなりカメラに興味を覚えたという理由よりましだ。どのみち塩田は騙だまされてくれそうにないけど。

「ああ。そうだな」

　塩田は肯うなずいたものの、柔やわらかな微笑は消えない。これならいつものにやにやの方がましだ。

「……そんな事より腹減ったから、なんか作れよ」

　居たたまれない恥ずかしさを隠かくしたくて、出来るだけ横おう柄へいに言った。

　しかし塩田は不快に感じた素そ振ぶりも見せず、服を着た後でスパゲティを作ってくれる。足が痛かったので自分で動かなくて済んだのが有り難い。

　片足を引きずってテーブルに近づいたせいか、食事の最中に捻挫の理由を訊かれた。

　素直に答えた後で、俺も塩田の肌に残る傷の理由を尋ねたが、先程と同じようにはぐらかされた。この分だと仕事や、もう一つの開放禁止の部屋に関しても教えてはくれないだろう。

「秘密主義だともてると思ってる？」

「そういう小細工が俺に必要だと思うか？」

「いい歳してナルシストって、気味悪い」

　馬ば鹿かにするようにした質問に、質問で返される。確かに小細工が必要だとは思えないが、悔くやしいから認めたくない。以前、店で会った男が、俺を差し置いて塩田に靡なびいていたのを思い出して、ガジリとフォークに嚙かみつく。十分足らずで適当に作った料理が旨いって事にも苛いらつく。

「俺の方が絶対あんたより条件良いと思うけど。若いし、仕事してるし」

　塩田は二本目のビールを飲んだ後で小さく笑う。

「なんだよ」

「少なくとも、口の周りをトマトソースで汚よごしてる子供に負けるとは思わないな」

　慌あわてて口くちの端はしを掌てのひらで拭ぬぐう。それでも拭ふき残していたところがあったのか、長い指先が伸のびてきて頰ほおに付いたソースを拭う。その指が俺の唇くちびるに触ふれた。そのまま唇の間をなぞられる。

　皮ひ膚ふの薄うすい場所をたどられてガチリと固まる。相手が塩田でなければ、平然とした表情で指を舐なめる事もできただろう。だけどこいつが相手だと、他の奴にするような反応ができない。

　しばらく固まってからぎこちなく塩田の手を押し退のける。それこそトマトみたいに自分の顔が赤くなるのが分かった。恋れん愛あい慣れしてない子供のような反応に自分でも戸と惑まどう。

「セクハラじじい」

　嚙み付いてやるのが正解？　もしくは指を吸って〝動じてない〟とアピールすべきだった？

　だけど食器を片づけながら「じじいは傷つくな」と笑う男には、きっと何をしても敵かなわない。駆かけ引きは嫌きらいじゃない。でも塩田が相手だと、惨みじめな手札で勝負をさせられてる気分になる。

「セクハラだって自覚はあるのかよ」

　これ以上傍そばにいても負けるだけなので立ち上がる。後片づけぐらいは手伝おうと思ったが、汗臭い体で近づいて、また匂いの事を言われるのが嫌いやで何もせずに部屋に向かった。

　塩田なんて好みじゃない筈はずなのに、唇には指の感かん触しよくがまざまざと残っている。からかわれるのは嫌なのに、軽口の応おう酬しゆうは習慣化していて、不在だと物足りなさすら覚えた。

　あの時にああいえば良かったとか、こうすべきだったとか、一人になっても二人でいたときのやりとりを考えてしまう。今も、こうして考える。その度に鼓こ動どうが少しだけ速くなる。

　認めたくないが、皮膚の裏側がざわついている。こんな風になる自分はおかしい。足の痛みよりも、僅わずかに唇に触れた指の感覚の方が鮮せん明めいだなんて、どうかしている。







　シャワーを浴びるために部屋を出たのは、それからしばらく経ってからだった。

　リビングで鉢はち合わせるのが嫌で、時間を置いてから着替えを手に部屋を出る。電気は消えていたから、あいつは既すでに部屋に籠こもっているようだ。ほっとしながらサニタリールームに入り、服を脱ぬいで湿しつ布ぷを外す。いつものようにドライ機能搭とう載さいの洗せん濯たく機きに服を放り込もうとしたら、塩田の物が入っていた。普段すぐに片づける奴だから、珍めずらしい。どうしようか迷ってから、取り出してタオルラックの上に置いた。その時に一番上に置いた下着が目に入る。

　灰色のボクサータイプで、何の変へん哲てつもない下着だ。しばらくそれを見つめていたら、いつの間にか手で持っていた。はっとして慌てて下着を服の上に置く。それから思い直して、服の間に挟はさんだ。本屋でエロ本をバイク雑誌で挟んで買うときと同じような感じで。

「なに変態くさい事やってんの、俺」

　自分の行動に呆れながら入ったバスルームは、暖だん房ぼう乾かん燥そうが動いていた。ラジオも点いたままだ。スピーカーから流れる心ここ地ちよいフェンダーローズを聴ききながら、バスタブの縁ふちに腰こし掛かける。

　足の腫はれはそこまで酷ひどくない。それでも手て荒あらに扱あつかうのは気が引けて、普段はタオルでゴシゴシ擦こするが、今日は西垣さんの忘れ物らしき海綿のスポンジで患かん部ぶを洗う。他人の物を勝手に使う後ろめたさは、知らない所で取引材料に使われていた事で相殺する。

「そういえば、最近全然考えてなかったけど、大だい丈じよう夫ぶなのかな……」

　いなくなって一週間は毎日電話をかけていたが、このところはずっと忘れていた。塩田は西垣さんについては何も語らない。家を貸すほど仲が良い筈なのに心配する様子もなかった。

「どういう関係か未だにわからないけど、でも一回ぐらいはやってるよな。二人とも大人だし」

　どちらもかなりの美形だ。男がいけて不細工好きでないなら、手を出さない理由はない。それに塩田は抱だく方で、西垣さんは抱かれる方だ。位置関係も問題ない。

　そんな事を考えながら棚たなにあるシャンプーを取ろうと立ち上がり、床ゆかの上に置いたままのスポンジを踏ふむ。ソープを濯ゆすいでいなかったせいで、ずるりとタイルの上をスライドした。

　やばい、転ぶ。そう思った時には既に受け身を取るので精せい一いつ杯ぱいだった。

　バスタブの縁に思い切り腰こしを打ち付けた直後に、派手な音を立てて膝ひざをタイルにぶつける。

「っ……う、今日二回目だよ」

　痛みに悶もん絶ぜつしながら自分の不運を呪のろったときに、塩田が浴室のドアを開けた。

「大丈夫か？」

　心配げに見下ろしてくる男に顔が引きつる。

　他の奴やつに見られるのは何とも思わないが、塩田を前に裸はだかで居るのは居い心ごこ地ちが悪い。

　意識すると、顔が赤くなるのが分かった。いい歳をして、恥じらう自分を気味悪く感じる。

　この家は防音性に優れているから今の音が聞こえたって事は、元から傍にいたんじゃないか。もしかして覗のぞき？　いや、洗せん濯たく物ものを取りに来たのかも。でもタイミングが良すぎる。

　そんな被ひ害がい妄もう想そう過多な事を考えながら、半ば無意識にじりじりと後あと退ずさった。

　それがいけなかったらしい。塩田は俺の動どう揺ように気付くと、からかうときの顔になる。

「な、んだよ。寒いから閉めろよ」

　見られてるだけで恥ずかしくなる粗そ末まつな体じゃない。仕事で鍛きたえた筋肉やそれなりに立派なアレも含ふくめて、見せ付けてやりたいと思った事はあっても、隠したいと感じた事はなかった。

「足、大丈夫か？」

　ドアを閉める様子なんて微み塵じんもない塩田は、そのまま俺の体を無ぶ遠えん慮りよな目で観察する。

　皮膚がぴりぴりした。視線から逃のがれるように、曲げた膝を自分の方に引き寄せる。過か剰じような反応をしている事は分かっていたが、それでも全て晒さらけ出すよりましだ。

　相手だけ服を着ていて、自分だけ裸というのは分が悪い。

「平気だって。もういいだろ。出てけよ。何、見てんだ」

　口に出した途と端たんに、余計に意識してしまって顔だけでなく首のあたりまで赤くなる。見上げるとまともに目があって、反射的に逸らした。まずい。これじゃ余計に変だと思われる。

「見られるの好きなのか？」

　今までとは、異なる声音だった。台所で追おい詰つめられた際に聞いたのと同じ。甘くて低い声の響ひびきは、時折香るクチナシの香かおりを連想させる。

「好きなわけ、ない」

　否定すると、塩田が中に入ってくる。

　近づいてくる体を押しやろうとした手を摑つかまれて、不味まずい事態にじわっと背中に汗あせが滲にじんだ。

　手は無理矢理に指と指を組まされて容易には外れない。俺は何をされるのか分からずにただ戸惑いながら、濡ぬれるのも構わずにタイルの上に膝を突く男を、赤い顔で見つめる。

「本当に？」

　前まえ触ぶれもなく膝ひざ頭がしらに触れられた。見下ろせば僅かに兆きざした性器と指が目に入って、顔が上げられなくなる。この男の前でこんな風になるのは嫌で、それを知られるのはもっと嫌だった。

　なのに力ずくで追い出す事もできない。最近欲よつ求きゆう不満だから。塩田は顔だけはいいから。声がいやらしいから。腑ふに落ちない理由を幾いくつも並べていると、ぐっと足を開かされた。

「お、いっ」

　逃れようとしてもびくともしない。塩田がこの悪あく趣しゆ味みな悪戯いたずらをどこまで続けるつもりかは知らないが、どんどん下半身が充じゆう血けつしていくのが分かる。

　耳元で微かすかに塩田が笑う。自分でも反応の早さを自覚していただけに、余計に恥はずかしくて乱暴に胸を叩たたく。けれど仕返しのように性器の根本を握にぎられ、思わず竦すくみ上がる。

「何考えて、んだよ……」

　動揺で上擦った声で尋たずねるが、答えは返らない。その代わりに首筋に嚙み付かれた。

　肉を解すように歯で甘あま嚙がみされて、それから舌で痛みを覚えた場所を撫なでられる。ぞくりとするようなそれに意識を奪うばわれていると、唇を塞ふさがれた。

　手荒に暴かれるなら抵てい抗こう出来たんだ。こんな風に逃にげ道みちをたくさん残しながら触れるから狡ずるい。被ひ害がい者しやではなく共犯にするような手順で、言い訳も抵抗も呼吸も攫さらっていく。

「ん……」

　くぐもった声が漏もれる。息苦しさを感じて開いた歯の隙すき間まから、舌が入りこんできた。　>>>♥

　誰だれかをキスで追い詰める事はあっても、追い詰められるのは初めてだ。抵抗しようとすると余計に深くなる。だから抵抗を止めると、褒ほめるように優しくなった。こんなやり方は狡い。

「はあ、っぁ」

　喉のどの奥に痞つかえていた息を吐はき出すと、すぐにまた唇を吸われた。舌の動きが心地よくて自分から追い掛けそうになる。ゆっくりと追い詰められていく。なのに、それを嫌だと思えない。

　頭がぼんやりしかけると、根本を締しめていた手が敏びん感かんな部分に這はわされた。急な快感に腰が震ふるえる。畜ちく生しよう、なんでこいつはこんなに上手いんだと、悔くやしくなる。

　ようやく解放される頃ころには性器の先は物欲しげに潤うるみ始めていた。それを知っている癖くせに、塩田は体を離そうとする。そのとき自分が相手の腕うでや胸に凭もたれていた事に気付く。繫いだ手は、いつの間にか俺の方が力を込めて握っていた。

「続けるか？」

　笑いを含んだ声で問いかけられる。なんて嫌な奴だと睨にらみ付けると、嚙まれた首筋を指で辿たどられた。たったそれだけで、選せん択たく肢しはなくなる。目の前の男に翻ほん弄ろうされるのは本意ではないが、こうなったら自分でするのも他人にされるのも変わらない。どうせ後で色々言われるのだ。

「い……かせろ」

　出来る限り傲ごう慢まんに、偉えらそうに命じた筈はずだった。けれど気持ちが逸はやるせいで僅かに声が震え、結果塩田をますます調子に乗らせてしまう。それでも焦じらされる事なく、手が再び熱を持った陰いん茎けいに宛あてがわれる。手だけだ。粘ねん膜まくの隙間に入っているわけじゃないのに、気持ちがいい。

　やたらと強い調子で擦られて、きついと弱音を吐こうとすると優しく先せん端たんを擽くすぐられる。

　全部見み透すかされてるみたいで苛いらつく。いっそ俺が力ずくで押し倒たおしてやろうかと企たくらみながら、塩田の指を感じていると、今度は優しすぎるそれがもどかしくなる。

　もっと、と刺し激げきを求めるように自ら腰こしを揺ゆらすと、蟀谷こめかみに唇くちびるが押し当てられた。

「ンっ、ぁ」

　声を漏らすつもりはなかったのに、吐き出した息に音が混じる。恥ずかしくて強く首元に顔を押し付けると、繫いでいた手が放れて優しく頰ほおを撫でられた。促うながされて顔を上げれば、また先程の腰に来るようなキスをされる。

　俺はキスが上手い方だと思っていたし、最中に舌を吸われて背中を震わせる年上相手にいい気になっていたが、まさか自分がされる側になるとは考えていなかった。塩田に触ふれられると、力が抜ぬけていく。唇から伝わった甘い痺しびれが腰に落ちて、体の奥に溜たまってじわりと広がる。

「あ、ふっ……く」

　唇の端はしから零こぼれそうな唾だ液えきを舐なめ取られて、頭の中で張った細い糸が、ふっつりと途と切ぎれる。喉の奥で声を押し殺しながら達した。しばらくはその余よ韻いんに痺れていたが、塩田の掌てのひらの中に吐き出したそれを見て、麻ま痺ひしていた羞しゆう恥ちが沸わき上がった。

　長い指に絡からんだ白はく濁だくを目にすると、途端に情けなくなる。トイレが間に合わなくて、粗そ相そうをしてしまったような気分だ。しかも相手はそれを一番見られたくない奴なのに。

「お前、なんなの、いきなり」

　出したお陰かげで頭が冷えて、八つ当たり気味に詰なじる。けれど塩田は悪びれる様子もない。

「見たら触さわりたくなった」

　誰かを誘さそって断られた事なんてないのだろう。当たり前のようにそう言い放つ男を睨んだ。

「ふざけんな」

　縋すがり付いていた肩かたをぐいっと押しやると、それほど抵抗無く離れた。

「もう、それ、さっさと流せよ」

　白濁で汚よごれた塩田の手を見ているだけで、死にたくなる。自分の物であっても鼻につく生々しい匂においに、顔を背そむけると「真咲は」と目の前の男が口を開く。

「やっぱり可愛がられる方が似合う」

「は、あ？　何だよそれ」

　馬ば鹿かにしてんのかよ、と悪態を吐く前に抱き上げられる。正面から、塩田の体を跨またいで足の上に座らせられて、驚おどろいているうちに尻しりを濡れた手で撫でられた。ぬるりと肌に触れたのが自分が吐き出した物だと思うと、余計に気持ちが悪くて「塩田っ」と拒きよ絶ぜつを込めて名前を呼ぶ。

　だけど指は触れられたくない場所に触れた。一度無理矢理こじ開けられて以来、誰にも触らせていない場所を暴こうとする。そこを優しく辿られて鳥とり肌はだが立つ。

「なぁ、したいなら、俺が抱いてやるから」

　苦くるし紛まぎれにそう口にする。数年前の異物感と不快感を思い出して、気分が悪くなった。

「真咲は俺を抱だきたいのか？」

　至極面白そうに塩田が尋ねてくる。

　抱かれるよりは、抱く方がましだ。先程吐き出したソレはまた、芯しんを持ち始めている。

　塩田の顔を見下ろしながら「抱かれるのは向いてないんだって」と、懇こん願がんするように言った。

「だから……俺が、抱くから。気持ちよくしてやるって」

　苦し紛れの台詞せりふに、塩田はまるで試すように唇を近づけてきた。

　これはテストなのかと緊きん張ちようしながら、俺が主導でキスをする。舌の裏側をなぞり表面を舐めて、それから何度も角度を変えて唇を貪むさぼったが、先程の心ここ地ちよいキスにはほど遠い気がした。段々舌が疲れてくると、追い掛けてきた唇に舌を吸われる。

「ふ……っ、う、ン……ん」

　それに気を取られていたら、ずっと宛われるだけだった指が体の内側に入りこんでくる。入り口の堅かたい部分に潜もぐり込んでしまえば、後はずぶずぶと肉を割って根本まで指が沈しずんでしまう。

「は、ぁ」

　嫌いやだと唇を離して逃げようとするが叶かなわない。片手で塩田の体を強く押しながら、もう片方の手で塩田の腕を引っ搔かく。すると腕にある傷きず痕あとに爪つま先さきが引っかかる。皮ひ膚ふが少し盛り上がった状態で治ち癒ゆした場所に爪つめを立てるのは、酷ひどい事のような気がして慌あわてて離してから、現在進行形で酷い事をされているのは自分だと気付く。

「い、ぁ……だっ、て。強ごう姦かんしないって、言ってただろ」

　指が内側を擦こする。馴なれない感覚が怖こわいのに、ろくな抵抗ができない。

「真咲」

「っ、あ、うっ」

　指が前ぜん立りつ腺せんを掠かすめる。じりじりとした熱がその場所から生まれた。

　何度も擦られると、その熱がゆっくりと全身に回る。目は見えているし、鼻も正常だ。耳も音を拾っている。なのに体の奥から伝わる疼うずきが大きくなるに連れて、全部色いろ褪あせて消えていく。中で動いている塩田の指の感覚だけが、やたらと鮮せん明めいになる。

「本気で嫌がってないだろ」

「嫌だって言ってるじゃん」

　泣きそうな声で反論する。抱かれる気はないのに、気持ち悪いとしか思っていなかった場所を指で暴かれて、快感が芽生え始めていた。それを否定したくて首を振ふると、指が増やされる。

「なぁ、やだって」

　懇願を籠こめて弱音を吐くと、ようやく指が抜かれた。

「ん」

　しかし安あん堵どする間もなく、尻の上にソープが垂らされた。とろりとした液体を広げるように掌で揉もまれて、熱い吐息が漏れる。泡あわだらけになった指が二本、もう一度中に入って来た。

「あ……っ、は」

　反射的に目の前の体にしがみつく。こうなることが分かっていたら、こいつが風呂ふろに入ってきた時点で流血沙ざ汰たになっても追い出していたのに、と強く後悔した。

「指だけしか入れないから、力抜ぬけよ」

「何……が、指だけだっ。指も……入れんな、ば、か」　>>>♥

　指が出入りする音にフェンダーローズがかき消される。逃のがれようと腰こしをずらしたときに、反り返った自分の欲よく望ぼうが塩田の腹に触れた。無ぶ遠えん慮りよに体の内側を探る男は服を着たままなので、シャツの布地にそれが擦こすれる。その度に得体のしれない感情が喉のど元もとまで迫せり上がってきた。

「ん、ぁ」

「体温高いな」

　三本も指を咥くわえこまされて、動かされる度に確実に体が開いていくのが分かる。塩田が感かん慨がい深く言った体温というのが、内側の事を指すのだと気付いたら無意識に指を締め付けてしまう。

「ふ、……っ」

　この状じよう況きように耐たえきれずに目を瞑つぶると、しばらく放って置かれていたソレを軽く擦られた。掌で宥なだめられて、零れそうになる嬌声を必死で飲み込みながら背中を丸める。

「早いな。いきそう？」

　少しもペースを崩くずしていない声に、苛いら立だちを覚えた。また俺だけ追おい詰つめられてる。

　塩田の声も欲よく情じようで掠れていたら、少しは溜りゆう飲いんが下がったのにと悔くやしく思いながら小さく頷うなずく。

　翻ほん弄ろうされるばかりで反はん撃げきどころか体勢を整える事だって無理だ。悔しいけれど、俺の体も頭もこいつの掌の上にある。いやらしい音を立てて指で犯され、一いつ緒しよに前を擦られると堪たまらない。

　どちらがいいとか、快感の所在を明らかにするのが怖くて、唇を嚙かんで声を殺したまま達した。一度目と同じく掌の中で受け止められて、ずるりと指が出ていく。抜き取られるときに「あ」と声が漏もれ、肉が寂さみしげに震えた。

　塩田はコックを捻ひねり、自分の手についた白濁を洗い流す。俺はそんな男をただ睨にらみ付ける。

　全然反応していない塩田の股こ間かんを見て、余計に玩もてあそばれた気がした。

「そんな顔してるくせに、抱きたいなんて言ってるのか？」

「うる、さい」

　そんな顔ってなんだ。この間から俺は、こいつの前でどんな顔をしてるっていうんだ。

　答えは振り返れば曇くもった鏡の中にあるだろうが、目の前の男の口車に乗って確かめる気にはならない。見ればきっと後こう悔かいするという事だけは、分かっていた。

「お前とはもう、絶対しない」

　次は本気で抱かれそうで、それだけは絶対に嫌だと宣言するように告げる。

　塩田はいつもと同じで、笑みを浮うかべて「良かったから怖くなったのか？」と訊きいてくる。

　やっぱりこの男は最悪だ。自信家で、無神経で、それからこっちが影えい響きようされるほどいやらしい。こんな事をされたのにその首筋に齧かじり付いてみたいと思うのは、きっと全部そのせいだ。







　日曜日、曇り。足は昨日よりも腫はれた。

　祖父は朝俺の様子を見て「病院に行かなかったのか」と眉まゆ根ねを寄せて呆あきれた顔をする。

　多くの植木屋がそうであるように、うちも怪け我がは自己責任だ。しかも向こうの親方が祖父に「脚きや立たつから落ちた」と説明したせいで、余計に未熟者扱あつかいされている。正確には「脚立を倒たおされた」なのだが、事情を話す前にぴしゃりと「何をやってるんだお前は」と、怒おこられてしまった。

「病院に行くほどの事ではないと思ったので」

　俺の言葉に祖父はますます不ふ機き嫌げんな顔になる。

「大した事ないって、足袋たびも履はけてねぇじゃないか。そんなんで客前に出せるか」

　一応着き替がえと休きゆう憩けい用に使われているプレハブの中で、長いベンチに座って藍あい色いろの地じ下か足袋を手に「すみません」と頭を下げる。ねじ込めば履けるだろうが、足はずきずきと痛んでいた。

　ろくにテーピングもせずに歩き回ったのと、転こけたのが原因だろう。しかも塩田に風呂場でされた事に気を取られ、湿しつ布ぷを貼はって寝ねるのを忘れた。悪化の一因を担うセクハラじじいは、俺が朝食を作っているときに珍めずらしく部屋から出てきて、「送ってやる」と言い出した。

『いい。どうせタクシーで行くつもりだったから』

　第一、昨日の今日でまだ顔を合わせるのはきつい。どんな顔をしていいのか分からなくなる。

『いいから乗れ』

　塩田は眠ねむそうな顔で、俺にメットを渡わたす。受け取ったら、投げ返すのも馬ば鹿からしくなって強引な申し出に乗る事にした。普段と変わらない塩田を見て、意地になったのもある。

『なんで、送る気になったんだよ』

『俺のために悪化させたんだろ？』

『だから、あんたのためじゃないって。本当に、たまたま寄っただけだから』

『それなら昨日風呂で泣かせた詫わびって事で良い』

『泣いてない！』

　明け方から口論しながら、マンションの立体駐ちゆう車しや場に向かう。以前見た事のあるバイクは薄うす明あかりの中でも格好良かった。本当ならバックシートじゃなくて、ハンドルを握にぎりたかった。

　バイクに乗るにしても、最初は腰に手を回すつもりはなかったが、塩田に「足に力が入らないんだからちゃんと摑つかまってろ」と、命令に近い指示をされて硬かたい腹の上に手を回す事になる。だけど服を通して伝わる筋肉の硬さを意識してしまい、こんな簡単な接せつ触しよくを意識するなんて、西垣さんに逃にげられて自分はおかしくなったんじゃないかと不安になった。

　小一時間ほど早朝の道路を走って会社に着くと、帰りはまた電話しろと言って番号を教えて塩田は帰って行ってしまった。それが今から数十分前の出来事だ。

「その足がまともに動くまでお前は休みだ。時間がきたら、さっさと先生のとこ行って来い」

　先生、と言うのは俺も祖父も行きつけの接骨院の院長の事だ。

　九時から開院するから、恐おそらく十一時頃ごろには家に帰れるだろう。

「それなら、会社の仕事を手伝わせてください」

　流石にすぐ塩田を呼び出す事はできないし、早く家に帰ってもする事もない。

　俺の穴を埋うめるために、別の職人に電話しようとしていた祖父が「あん？」と振り返る。

「営業の電話を掛かけます」

　これまでも仕事のない季節に、事務所で営業の電話を何度か掛けた事がある。相手は顧こ客きやくだったり新規だったり。新規は百回電話を掛けて、反応を示してくれるのは大体四、五件だ。契けい約やくに至る件数はもっと少ないが、一度契約まで行けば長く続く可能性が高い。祖父の技術は確かだし、管理が行き届いているので煩はん忙ぼう期でも変な職人は雇やとわないから、リピーターは多かった。

「まぁ、出来る事なんて言ったらそれしかないだろうな。穴あけて迷めい惑わくかけるんだ、その分ちゃんと契約取らなかったら承知しねぇぞ」

　もう一度凄すごんでから、太い指でちまちまと携けい帯たいを操作しながら職人に連れん絡らくを取っている祖父に頭を下げ、今日一緒に仕事する予定だった班の先せん輩ぱいにも謝罪する。その中の一人に事情を聞かれたので、正直に捻ねん挫ざに至った経けい緯いを説明した。もちろん悪化した原因は言えない。

「ああ、あそこの見習いにやられたのか。そりゃ、真咲は悪くないな」

「見習い、ですか？」

　年配だったし、向こうの親方とも気安く話していたから、てっきりベテランだと思っていた。

　先輩は苦笑して「最近、はじめたばっかの新米だよ。再就職組で、友達だった親方のとこに雇って貰もらったって聞いたけど、新米なのに偉えらそうで評判悪いんだよね」と事情を教えてくれる。

　それを聞いて納得した。道理で効率の悪い仕事の仕方をしていたと、昨日の事を回想する。次に一緒に仕事する機会に恵めぐまれない事を祈いのり、トラックに乗り込む先輩達を見送った。

　それから十時になるまでは、使わない道具の手入れと古い顧こ客きやく名めい簿ぼの発はつ掘くつに専念する。

　従業員の休憩所もプレハブだが、事務所自体もプレハブだ。大した広さもないしデスクも三つしかないが、職人は外で仕事をするのであまり不自由はない。電話番の祖母から一つしかない会社の回線を塞ふさがれると困ると言われ、仕方なく携帯から営業をかける。

　午前中は顧客にかけて、接骨院から戻って祖母と昼食をとってから新規に挑ちよう戦せんする。

　普ふ段だん祖父母が顧こ客きやく管かん理りと経理にしか使っていないパソコンを立ち上げ、近場の住所を打ち込んで地図を表示させた。衛星写真に切り替かえて、敷しき地ち内に木がある店や会社を探す。

　真上からの写真なので分かり難にくいが、歩道や車道に飛び出しそうな枝がある店てん舗ぽを中心に営業を掛けた。午前中は何件からか「そろそろお願いしようと思っていた」と言われたが、新規はあまり捗はかどらない。一件だけ一度訪問して見積もりを取る約束を取り付けたが、画像で庭の敷地面積を見る限り、それほど大きい仕事にはならないだろう。上手く行かない物だと悩なやみながらも続けていると、何十件目かにかけた会社の担当者にその理由を教えられた。

「だっておたくの会社、検けん索さくしても組合の一覧しか出てこないよ」

「あ、サイトでしたら一応ございます」

　アドレスを告げて、しばらくすると相手が電話の向こうで失笑する。

「何これ、何も分からないじゃない。こんなんじゃ、頼たのめないよ。会社の金で頼むんだから、失敗したら業者を選んだ俺の責任になるんだしさぁ、事例ぐらい載のせなさいよ」

　嘲あざけるような口調で言われて電話を切られる。むっとしながらも、次の会社を探すために携帯を置いてマウスを手にした時に、久しぶりに酷こく評ひようされた自社のサイトを開いた。

　俺も祖父母もこういう物には詳くわしくないので、サイトは業者に頼んだ。しかし祖父が金を惜おしんだのか業者が不味まずかったのかで、サイトはトップページだけの素っ気ない仕上がりだ。

　家か紋もんの雁かり金がねをアレンジした企き業ぎようロゴと、会社名。植木畑の写真と連絡先は明記してある。後は簡単な挨あい拶さつ文と、対応地域が書かれているだけだ。シンプルで分かり易くて問題はないと思っていたが、確かに事例がないと新規の客は不安だろう。しかしネットが流行はやりだしたのなんて俺が生まれてからの話で、以前はこんな物がなくても普ふ通つうに客はとれていた。

　それにサイトを持っていない同業者も多いので、内容は今まで気にしなかった。

「写真、もっと載せるべきなのかな」

　チラシには何度か施せ工こう例の写真を載せているから、たぶん探せば写真は見つかる。

　問題はそれをどう掲けい載さいするかだ。バイクを弄いじるのは楽しいが、パソコンは弄っても楽しそうじゃない。だけどサイトを改良するならその仕組みを勉強する必要がある。

「それ、かなり面めん倒どう臭くさいな」

　本音を漏もらすと、古いワープロで請せい求きゆう書を作っていた祖母に「何？　おばあちゃんがやろうか？」と声をかけられたが、俺よりも祖母の方が無理だと分かっているので、緩ゆるく首を振ふる。

「施工例の写真が撮とりたいんだけど、どこなら許可くれると思う？」

　どうせサイトも作り直すなら、写真も撮り直そうと思って尋たずねると、祖母はいくつか候補を挙げてくれた。出てきた顧客の名前や会社名をメモして、祖父が帰るのを待って早速相談する。

　祖父はサイトに問題がある事は分かっていた様で、説得するまでもなく改善の許可をくれた。

「コンピューターの事は、お前に任せる」

　うちの会社では未だにパソコンよりもワープロが活かつ躍やくしているので、こうなるだろうと思っていたが、やはりサイトの件は俺に丸投げされた。

「じゃあ、費用が掛かるようなら、また相談します」

　一応見積もりの約束が取れた顧客や新規の報告を行ってからバイクで帰ろうとしたが、祖母の方が上うわ手てだった。知らない間に細いチェーンが鍵かぎつきでバイクと支柱を繫つないでいる。仕方ないので、会社を出て塩田に連絡した。教えて貰ったばかりの番号は、十秒コールして出なかったら切るつもりだったが、半分も数え切らないうちに電話が通じてしまう。

『はい』

　機械を通したせいで、普段よりも低い声だった。その事に何故なぜか戸と惑まどう。自分からかけておいて、相手が出たのに戸惑うなんておかしい。最近、こいつが絡むと調子が狂くるってばかりだ。

「俺、だけど」

『今から迎むかえに行けばいいか？』

　声だけでちゃんと、俺だと分かったらしい。

　一時間は掛かるというので、駅前の本屋で会う約束をして通話を切る。

　駅まではバスを使った。二階に楽器専門店がある本屋のパソコン関係の書しよ籍せきがあるコーナーに向かい、サイト制作に関する本を片かたっ端ぱしから開く。一番分かり易そうな物を探していると、軽く肩かたを叩たたかれてびくんと体が跳はねた。その直後に背後から押し殺した笑い声が聞こえる。

「い、いきなりさわるなって」

　俺が集中していたせいもあるが、それにしても気配が全く無かった。本当はニートじゃなくて、忍にん者じやか何かなのかもしれないと背後に立つ男を振り返る。

「何見てるんだ？」

　悪びれた様子もない塩田の質問に、一人で意識して怒おこっているのが馬鹿らしくなって「ちょっと会社のサイトが……」と素直に話してから、距きよ離りが近い事に気付いて慌あわてて数歩離はなれた。

　折角、普段通りだった頰ほおの色がまた濃こくなりそうで嫌いやだ。

　急いで何冊か纏まとめて「買ってくるから」とその場を離れる。

　動どう揺よう気味の自分に呆あきれながら、レジ打ちの優しそうな顔立ちの年上らしき男性店員を見て、本来なら塩田よりもこっちの方に興味を覚えていたはずなのにと、最近の自分を反省する。

　とりあえず動揺を悟さとられてはいけない。昨日のはただの悪ふざけなんだから忘れてしまえ。

　決意も新たに領収書と共に本をバッグに詰つめて外に出ると、塩田が若い男達に囲まれていた。

　何かトラブルかと身構えたが「サスペンション」「キック仕様」という単語が聞こえてきて、バイクの話をしているだけだと分かる。愛想がいいわけでもないのに、こいつは何故か人を惹ひき付ける。塩田と話している相手はいつも楽しそうだ。俺は例外だけど。

「真咲、他にどこか寄るのか？」

　輪の中心にいた塩田を見ながら考え事をしていたから、不意に名前を呼ばれてはっとする。

「いや、平気だけど」

　塩田がバイクに跨またがると、見知らぬ連中は名残なごり惜しそうにそれを見た。彼らが見守っていたので俺は塩田の腰こしには手を回さずに、車体の一部を摑つかむ。するとその手を無理矢理腹の方に持っていかれた。男達の方は見られなかった。何か誤解されるんじゃないかと考えて俯うつむくと、メット同士が当たってコツンと小さく音を立てる。

　塩田がバイクを走らせるまでの数秒を永遠に感じた。今まで体の関係がある男と歩いても、ホテルに入るときでさえ誰だれに見られても良かったのに、塩田相手だと勝手が違ちがう。

　家に着いても気き恥はずかしさが拭ぬぐえなかったので、明日あしたからはタクシーを使うと決めた。

「飯作るから先に風呂ふろに入ってていいぞ」

　部屋に入ろうとした時に「風呂」と言われて、思わず立ち止まる。

　塩田が平然としている所がまた苛いらつく。昨日同意を求められなければ一方的に責める事も出来た。あんな風に中ちゆう途と半はん端ぱに火を着けた後で、言げん質ちを取るやり方は卑怯だ。尤もつとも過去に自分が同じ事をしなかったのかと訊きかれたら、胸を張って頷うなずく事はできないけれど。

　接骨院で風呂を控ひかえるように言われて足首を固められたので、ルームウェアと一いつ緒しよにビニール袋ぶくろと粘ねん着ちやくテープを持ってサニタリーに向かう。水が入らないようにそれで患部を保護してから、風呂に入った。途と中ちゆうで塩田がまたドアを開けるんじゃないかと怯おびえたが、杞き憂ゆうに終わる。

　───それが少し残念とか、マジでないし。塩田の手がかなり良かったとか、どうかしてる。

　自己嫌けん悪おに苛さいなまれながら、ハーフパンツと長なが袖そで姿でテーブルに着いて、塩田が食事を作る間に手て持もち無ぶ沙さ汰たに買ったばかりの本を眺ながめた。しかし読み進めても自分が理解しているのかどうかすら分からない。実際にパソコンが手元にないと厳しいと考えながら、写真の事を思い出す。

「そういえば、カメラ見に行った？」

「ああ。物は違ったけど、まだ俺が連れん絡らくしてない所だったから、万が一祖父の物が手に入ったら連絡を貰えるように頼んできた」

「無む駄だ足あしだったのか。期待させて悪かったな」

「古物商っていうのは横の繫がりがあるから、一件でも多く根回しておけばそれだけ戻もどってくる確率が高くなる。だから、教えて貰えて助かった」

　塩田の言葉に「ふうん」と返す。本心なのか気を遣つかったのかは分からないが、どちらにしろ悪い気分じゃない。まるで不出来な生徒が、初めて先生に褒ほめられたときの気持ちに似てる。

「あんたって、ああいうアンティークのカメラしか持ってないの？」

「どうして？」

「会社のサイトで使う写真撮りたいから、デジカメ持ってたら借りようと思って」

「この前貰もらったのがあるからやるよ。飯食い終わってからでいいよな」

　出来上がった天てん津しん飯を挟はさんで座る。美味うまそうな匂においが漂ただよってきた。

「別に、貸してくれるだけでいいんだけど。なんならレンタル料も払はらうし」

　卵の下に隠かくれていたチャーハンを餡あんと絡からめてレンゲで口に運ぶ。相変わらず旨うまい。

　食事や掃そう除じなんて全くしなさそうに見えるが、塩田はどちらも完かん璧ぺきにこなす。仕事をしてなくてもヒモとして充分生きていけるんじゃないだろうか。もしかして本当にそうだったりして。

「大したやつじゃないからやるよ。どうせ画素も五百万程度だしな」

「画素って何かわかんないけど、デジカメなら簡単にパソコンに写真を入れられるんだよな？」

　塩田が頷いたのを見て「あんたそういうの詳しい？」と重ねて訊く。

「それなりに」

「分からなかったら教えてくれる？」

「いくらで？」

　デジカメはくれるくせに、指導料は取るのか。普通逆だろ、と思いながら向かいにいる男の顔を見返す。カメラ代なら払うが、金を払って教えを請うのはプライドが許さない。

「……昨日のセクハラでチャラにしろよ」

　俺の台詞せりふに世界で二番目に嫌きらいな男が「同意は得ただろ？」と肩を竦すくめる。

「風ふう俗ぞくだって水商売だって同意の上でも、金は取る」

「それは確かにそうだな」

　塩田は納得した、とおかしそうに笑う。その顔が格好良く見えて、慌てて視線を逸らした。

　食事を終えた後で、昨日は任せきりにした後片づけを今日は俺が引き受ける。皿を洗っていると、塩田はその間に部屋からカメラを取ってきた。

　しかし渡わたされた箱は新品でまだビニールが巻かれている。

「これ、新しいやつじゃん。本当に貰っていいのかよ？」

「俺は使わないし、どうせ貰い物だからな」

　数万円の物をくれる知り合いって何だよ。まさか本当にパトロンでもいるのかと訝いぶかしみながらも、塩田の言葉に甘えて梱こん包ぽうを解いた。早速バッテリーを装備して、電源を入れる。

　説明書は分からなくなったら読めばいいと、脇わきに避よけてカメラのボタンを感覚で弄いじった。使い方はなんとなく分かった。

　しかし試し撮りした写真を見て、同居人は「真咲は、カメラマンには向いてないかもな」と口にする。その瞬しゆん間かん、塩田は俺の中で嫌いな奴やつの世界順位を一つ上げた。







　水曜日、晴天。塩田は一眼レフのデジカメを手に、茶室に面した庭を撮さつ影えいする。

　俺は朝から、最近仕事をさせて貰った家や会社を回っての写真撮影に同行していた。

　二、三例で充じゆう分ぶんだと思っていたが、塩田が出来るだけ多い方が良いと言うので、祖父の許可を得て昨日は仕事を請うけ負おった事のある店や家に急きゆう遽きよ連れん絡らくして撮影許可を取り付けた。

　三日前にカメラの腕うでを批判されて、「じゃああんたがやって見せろよ」と言ったのが事の始まりだった。暇ひまだったのか、塩田は特に文句を言わずに朝から俺に付き合ってくれた。それほど期待してなかったが、一いつ軒けん目の神社で朝焼けを背に撮影した松の樹を液えき晶しようで確認したときに、全て任せる事に決めた。はっきり言って、俺とはレベルが違いすぎる。

「真咲、そこ影かげが入る」

　カメラを構えた途と端たんに凜り々りしくなる横顔をぼんやり見ていると、声を掛かけられて慌てて退のいたときに蹲つくばいに躓つまずいてしまう。池の鯉こいを自じ慢まんしていた家主は、そんな俺を見て小さく笑った。

「彼、多部さんのところの職人さんじゃないんだろ？　プロの人かい？」

「いえ、俺の個人的な……友人、です」

　知り合いです、と言おうとして何となく他た人にん行ぎよう儀ぎすぎる気がした。

　一緒に住んでいる相手を知人とは言わないだろう。同居人、家主、なんでも良かったが咄とつ嗟さに友人を選んだのは、最近はそれに近い付き合い方をしているせいかも知れない。といってもパワーバランスは向こうに傾かたむいているし、風呂ふろ場ばで友人を襲おそうかと聞かれたら甚はなはだ疑問だが。

「にしても芸能人みたいだね。うちの娘むすめが見たら大おお騒さわぎしそうだよ」

　そういえば以前俺も大騒ぎされた。仕事中に祖父の前で「彼女いますか!?」と訊かれて、保身のために思わず「いる」と噓うそを吐ついたのは、そう昔の事ではない。積極的な女は苦手だ。

「確かカメラの専門学校に通われているんでしたっけ？」

「うん、来年卒業だよ。大学を卒業して入ったから、真咲君より上になるのかな」

　昔から祖父の会社とは馴な染じみの家主の娘が年上だったと知り、長袖の下で鳥とり肌はだが立つ。

　基本的に身内以外の女は苦手だ。次兄の知り合いに夜よ這ばいを掛けられて以来、駄だ目めになった。

　強引に跨られ、呆あつ気けなく童どう貞てい喪そう失しつした。もともと女は苦手じゃなかったから、ゲイになったのはあれが原因かもしれない。女ってだけで無理だが、年上は最悪だ。完全にトラウマになっていて、思春期の頃ころは友達が性的な経験で盛り上がっていても、冗じよう談だん交じりに打ち明ける事すら出来なかった。高校のときももてる事にはもてたが、一度も手を出す気にならなかった。

「今日は学校ですか？」

「お、なんだい真咲君。うちの子の事が気になるの？」

　にやにやしながら嬉うれしそうに訊かれ、彼女が帰って来ないうちに帰りたいという内心を誤ご魔ま化かして、どう返答すべきかと口くちの端はしを引きつらせていると、塩田が撮影を終える。

「素敵なお庭ですね」

　塩田の世辞に家主が「植木屋さんの腕がいいからね」と俺に視線を向ける。

　先程の話題がそれて、ほっとした。

「良い庭に仕上がったのは、持ち主の方のセンスが良いからですよ」

「いやいや、どうもどうも。いつの間にか商売上手になったねぇ、よっ次期社長！」

　社交辞令を口にしながら、それとなく帰るタイミングを窺うかがって広い庭を見回していると、不意に竹たけ垣がきの向こうから先程まで話題にしていたこの家の娘が顔を出す。ぎくっと体が強こわ張ばった。

「あ、真咲さん！」

　様子を伺うように視線を巡めぐらせていたが、俺の姿を見付けると足早に近づいて来ようとする。

　目が合った瞬間、引きつりそうになる口元を努力して弛ゆるめた。反射的に逃にげそうになったが、彼女の足は俺まであと十歩というところでぴたりと止まる。

　彼女の目は、俺ではなくカメラのレンズを外して鞄かばんに仕し舞まっている塩田を映していた。

「え、……噓、ぇ」

　化け粧しようで黒く縁ふち取どった目をこれ以上ない程に見開き、顎あごが外れたかのように口をぽかんと開ける。声にならない言葉を紡つむごうと唇くちびるをぱくぱく動かす様子は、鯉の類たぐいの妖よう怪かいにしか見えない。

「し、しおだ、たかのり、さんですか？」

　彼女が名前を呼んだので、知り合いだったのかと驚おどろく。

　しかし塩田は女には見覚えがないようで、「はい」と返事した後は興味のない素そ振ぶりで、作業を再開する。そんな素っ気ない男を、彼女はキラキラした瞳ひとみで見つめていた。

「えっと、知り合いなのかな？」

　県議会議員を務め、このあたりの有力者である父親を、娘はあっさりと無視して「あの、私ファンなんです！」と塩田に近づいていく。

「やっぱり彼、芸能人なの？」

　娘に無視されたので、仕方なく家主が俺に訊きいてくる。俺は「違ちがいますけど」と答えたが、元々テレビを見る習慣がないのでいまいち自信が持てない。実際カメラ映えする顔立ちだ。

　答えを求めるように同居人の横顔を見ていると、彼女がぎゅっと塩田の服の端はしに指をかけた。

　その仕草をあざとく感じるのは、彼女に下心があるせいなのか、俺が穿うがった見方をしてしまうからかは分からない。けれど塩田の服を彼女が摑つかんでいるのを見て、面白くない気分になる。

「私の事も撮って貰えませんか？　塩田さんに撮って貰ったら一生の記念になります！」

「個人的な写真集制作の依い頼らいは、事務所を通して頂いています」

　塩田の言葉は淡たん々たんとしていて事務的だった。こういう申し出に馴なれてるようにすら見える。

「写真集っていうか、軽く撮って貰うだけでいいんです。有名な写真家の方に撮っていただけたら、友達にも自慢できるし。勿もち論ろん、御お礼れいは私に出来る事なら何でもしますから」

　そう言って彼女が父親に目め配くばせした。家主は困った顔をしながらも、塩田に視線を向ける。

「頼たのめないかな」

「ただシャッターを押すだけなら構いませんが、綺き麗れいに撮るとなるとスタッフやメイク、スタジオが必要になります。スケジュールは事務所が管理しているので、一度そちらを通していただかないと。ただヌードはいつも俺が一人で撮ってますから、それならすぐに……」

「それでもい……」

「やめなさい、嫁よめ入いり前に何を考えてるんだ！」

　親子揃そろって相手の言葉を遮さえぎって父と娘の口論が始まると、塩田は飄ひよう々ひようと荷物を纏まとめる。

　恐おそらくこうなることを見み越こしてヌードなんて言い出したのだろう。

　庭を撮影させて貰もらった礼を言う間も、親おや子こ喧げん嘩かは止まらない。着火原因の塩田は素知らぬ顔で一足先に庭を出ていく。巻き込まれたくなかったので、俺も逃げるようにその場を後にした。

「あんたカメラマンなの？」

「一応な」

　西垣さんからは「塩田も俺も無職みたいなもの」だと訊いていたし、塩田自身も無職を否定しなかった。カメラもただの趣しゆ味みだと思っていた。

「ヌード撮ってるから言わなかったのか？　ちゃんとした仕事があるのに黙だまってる事ないだろ」

　塩田は門の脇に停めてあったバイクに普ふ段だんと変わらない様子で、荷物を固定する。

　仕事がばれて焦あせっている様子はないので、内緒にしていた理由が余計に分からない。俺がさっきの女みたいになると思って秘密にしていたんだろうか。

「別に隠していたわけじゃない。今は休養期間だから、無職と大差ないしな」

「休養って、どこか悪いのか？」

「専門は野生動物だから、年に二、三回海外に行って仕事をするんだ。その合間に日本に帰ってくる。こっちにいる間は細こま々ごまとした仕事しかしないから、無職みたいな物だ」

「細かい仕事がヌード？」

「アダルト関係の仕事も依頼があれば引き受ける。基本的にギャラが良ければ断らない」

「そんなに金に興味があるようにみえないけど」

　実際、俺に部屋を貸してくれた時も家賃の話は面めん倒どう臭くさそうだった。特に無くても良いというスタンスで、光熱費込みで五万に決まったのも単にキリが良いからという理由らしい。

「色々チャーターする必要があるから海外での撮影には金がかかるんだ。上手くスポンサーが付けばいいけど、毎回出発前に良い所と契けい約やくできるわけでもない」

「もしかして……羆ひぐまに襲われたってマジ？　羆似の男に弄もてあそばれたとかじゃなくて？」

「羆は題材として気に入っているけど、羆みたいな人間には興味はないな。ああいうのは正直好みじゃないな。目を閉じれば出来ないこともないだろうけど」

「俺は目を閉じても無理だな。あんたやっぱり節操ないよ」

「本物の熊くまよりはましだろ」

　実際に野生動物に弄ばれた経験がある男の言葉は、重みが違う。

「逃げると追われるのは分かってたけど、あの時は必死で逃げたな。キスリングを身代わりにして、沢さわに飛び込んで何とか助かった。その後下流で濡ぬれた服を乾かわかすためにたき火してたら別の羆が来て、そいつとは仲良く火を囲んで一夜を過ごしたけどな」

「あんたの話って、どこまで噓か真実かマジで分かんないんだけど」

　後で本当に写真家なのか確認しようと決め、再びバックシートに乗って会社に戻もどる。

　撮さつ影えいの終しゆう了りよう報告をして、明日あしたからは仕事が出来ると祖父に伝えた。

　この三日は仕事が出来なかったので、当然その分の日当は無しだ。営業を掛かけた所が成約に結びつけばキックバックはあるが、無いよりましという程度なので来月の給料は厳しいだろう。

　引ひっ越こし資金を貯金する必要がある事を思い出しながら、道どう路ろ脇わきで待つ同居人に近づいた。

「なんか食っていくか」

　この辺は俺の方が詳くわしいので、特に希望のない塩田を祖父が贔ひい屓きにしている牛ぎゆう鍋なべ屋に連れて行く。店は居酒屋が建ち並ぶ商店街の端にあり、綺麗とは言い難がたい外観だが肉は格別だ。

　いつ行っても店は混んでいるので、入ってすぐに席に座れたのは幸運だった。

「写真家っていうのが本当だとして……」

　鍋なべを箸はしでつつきながら切り出すと、塩田は鍋から菜さい箸ばしで肉を自分の小こ鉢ばちに移して顔を上げた。

　ビールの代わりに塩田が手に持っているのは青林りん檎ごのサイダーだ。意外にも子供っぽい物を飲むんだなと思い、瓶びんの底からゆっくり立ち上る細い泡あわを見つめる。

「さっき、個人的な写真集がどうとかって言ってたけど、そういうのも本当にやるの？」

「スタジオで衣装、照明、角度、全部計算して一枚の写真を撮るのは面めん倒どうだから好きじゃないけど、さっきも言ったとおりギャラ次第で何でも引き受ける。雑誌専属のカメラマンをやってる奴やつには、被写体が現れるか分からないポイントに徹てつ夜やで何日も張り付く仕事の方が手間が掛かるって言われるけどな」

　賑にぎやかな店内はテーブルも椅い子すも安物で、壁かべにかかったポスターは漏もれなく染みが付いていた。清潔感漂ただよう店とは言い難いが、旨うまくて安いので俺が子供の頃ころから繁はん盛じようしている。

　こういう店は苦手かと懸念したが、塩田は頓着する様子もなく、先程から味の染みたとろける牛肉を味わっていた。

　もっとも、この男は不味まずい物を食べても旨い物を食べても表情に変化がない。ただ好きな物を食べてる時は箸が止まらないという事を、短い同居生活の中で知った。

「一番怖こわかった動物って何？」

　一見気き障ざに見えるくせに、その実は飾かざらない男が「蜂はち」と答える。

「誤ってアフリカミツバチの巣を破は壊かいした時は、本気で死にかけた」

「蜂……」

　害虫に関しては、俺も仕し事ごと柄がら毎年悩なやまされている。こんな所で共感できるとは思わなかった。

　俺も蜂には何度か刺さされた事がある。中でもオオスズメバチの一いち撃げきは恐きよう怖ふだ。だから気持ちは分かる。でも普ふ段だん飄ひよう々ひようと人をからかう男が、蜂に怯えている様を想像しただけで笑えた。

「現地ガイドがどうにか街に連れて帰ってくれなかったら、今こうして食事をしてないな」

「俺も死にかけた事ならあるよ。やった相手の恋こい人びとが夜中に手て斧おの持って来たときに……」

　武勇伝の一つを語る。どうして男は傷自じ慢まんや修しゆ羅ら場ば自じ慢まんが好きなんだろうと考えながら、前に付き合っていた男と眠ねむっていたら、そいつの恋人が乗り込んできた時の話をする。

　興奮する恋人を押さえつけた際に俺が放り投げた手斧は床ゆかに刺さった。そのせいでやった相手から『敷しき金きんが！』と殴なぐられたオチまで話すと、塩田は笑いもせずに眉まゆ根ねを寄せる。　>>>♥

「西垣のせいで俺も似たような目に遭あった事はある。お前も西垣には酷ひどい目に遭あわされてるくせに、よく懲こりずにあいつの事を気にしていられるよな。大体、お前みたいなのが西垣に手を出そうとするのが間ま違ちがいだ」

　楽しい気分だったのに、塩田が言った「お前みたいなの」という台詞せりふに傷つく。

「な、んだよ？　いきなり、なんでそういう事、言うわけ？」

　急に持ち出された西垣さんの話題に言葉がつかえる。塩田が答えを出す間、半分ほどの減った薄うす緑みどり色の頼たよりないサイダーの泡を見つめる。

「西垣の腹の中はタールが詰つまってる。ああいう人間と付き合えるのは、似たような奴だけだ。これ以上利用されるのが嫌なら、近づくなよ」

　俺の事を批判したわけじゃないと分かり、無意識に肩かたに入っていた力が抜ぬけた。けれど塩田は殊こと更さら西垣さんのことを悪あし様ざまに言うが、本当に嫌きらいなら家を貸したりしないだろう。

　ここまで俺を西垣さんから遠ざけようとするのは、好きだからじゃないだろうか。男を連れ込まれた上に、大切なカメラを盗ぬすまれて怒おこらないのも、そこに起因しているのかもしれない。

　───西垣さんの事、好きなの？

　喉のど元もとまで出掛かった言葉を飲み込む。その答えを知るのは怖い。訊けない。聞きたくない。

「……俺だって結構、腹の中は汚きたないよ。十代の頃はそれなりに悪い事もしたし」

　内心を誤ご魔ま化かして軽口を返す。塩田はかすかに笑って、「綺麗だよ」と言った。

「最初は三ヶ月って言ったけど、真咲が気にならないならこの先もいればいい」

「俺のこと、そんなに簡単に信用していいわけ？」

　魅み力りよく的な申し出だが、本気かどうかは相変わらず分からない。この男の中では噓うそも真実もきっとどちらも軽いんだろう。正面から受け取ったら、後で傷つきそうだ。

「お前がいると退たい屈くつしない」

　揶や揄ゆするわけでも、特別な意味があるわけでもない。友人に対するように言い放たれた言葉に、咄とつ嗟さに「暇ひまつぶし用かよ」と笑った。笑わないと、おかしな表情になりそうだった。

　そしたら見破られてしまう。自分でもまだ判別できない感情を、塩田が俺よりも先に見み抜ぬいて、掌てのひらの中で粉々に砕くだいて捨ててしまう気がした。







「うちにも一声掛けてくれればよかったのに」

　水曜、雨のち晴れ。庭木が枯かれてしまったから替えて欲しいとの電話を受けて、先せん輩ぱいと二人で植木畑から持ってきたエゴノキを庭の隅すみに植えた後で、突とつ然ぜん家主に文句を言われた。

　付き合いの長い上品な市議会議員の奥方は笑顔だったが、目は笑っていない。最初は何の事か見当も付かなかったが、詳しく話を聞いて施せ工こう例に使った写真の事だと分かる。

　先日、塩田が撮影した物を使ってサイトとパンフレットを新調した。

　サイトは俺が本を片手に自力で直し、パンフレットは塩田の知り合いのデザイナーが格安で引き受けてくれた。その結果、かなり満足度の高い物が出来上がった。周囲の評判も上々だ。

「有名な写真家の方ならきっと、あちらよりうちの庭の方が良いと分かるでしょうに」

　パンフレットにもサイトにも塩田の名前は使っていないから、恐らく県議会議員が塩田の名前を出して自慢したのだろう。両家は表面上付き合いがあるが、以前からずっと仲が悪い。

　車から子供の進学先、家の外観、庭の景観などに関して常つね日ひ頃ごろから張り合っていた。煩わずらわしい人間関係を嫌ううちの祖父が、年始にどちらの家に先に挨あい拶さつに行くかで毎年悩んでいる。

「次にそのような機会があったら、まず一番先に声をかけてくれるかしら」

　県議会議員が余程プロのカメラマンが来た事を自慢したのか、帰る間際にきつく念を押された。庭木の植うえ替かえというのは建前で、依い頼らいしたのは恐おそらくこれを言うためだったのだろう。

「はい、社長に伝えておきます」

　後で祖父が上手くフォローしてくれる事を期待して頭を下げる。会社名の入った軽トラックに廃はい棄き予定の枯れた樹を載せて、運転席に座ると軽く溜ため息いきが漏れた。

　想像していなかった方向からやってきた苦情に、色々と難しいな、と鍵かぎを回しながら思った。

「まぁ今日はあれだったけど、なかなか評判良いよなぁ。会社案内も、パソコンのやつも」

　横に座った先輩社員が、ドアの内ポケットに入れてある会社の新しいパンフレットを捲めくりながら口にする。パンフレットと言っても、見開き一枚の簡素な作りだ。

　表紙の写真には懇こん意いにしている寺の庭が使われている。苔こけむした岩やその周りの青い紅葉もみじが折良く差し込んだ朝日に映えていた。プロの肩かた書がきは伊達だてじゃない。その庭を手て掛がけた祖父も初めて写真を見たとき、思わずといった風情で「凄すごいな」と感かん嘆たんしていた。

「最近サイトを見て電話掛けてくれる方も多いので、やってみて良かったです」

　今までは「ネットを見て」なんて新規の電話では一度も聞いた事がなかったが、最近はよく言われる。本を片手に苦労して作ったから、成果が現れるのは嬉うれしい。

「しかし、どこで本職のカメラマンと知り合ったんだ？」

　先輩の言葉に「友人の紹しよう介かいで」と言葉を濁にごす。

　確かに写真家と知り合う機会なんて同じ趣しゆ向こうを持っていなかったら、殆ど無いだろう。しかも改めて調べてみたら、かなり有名な写真家だった。塩田は自信家だが知名度や実績をひけらかす事はしないので、何冊も写真集が出ていると知ったときは驚おどろいた。

　本人が自主的にやると言い出したとはいえ、一日中引きずり回して写真を撮影させた事への対価が、牛鍋屋の飯代で良かったのかと今いま頃ごろになって不安になる。

『やっぱり、あんたに正規の料金払はらうよ。この出来映え見てたら、数千円の飯代しか払ってないのが非常識に思えてきた。デザイナーの人にも格安で引き受けて貰もらったから、後であの人にも御お礼れいをした方がいいよな？』

　塩田にそう尋たずねたのは、印刷所から見本が届いた時だった。

『気になるなら、この間カメラを捜してくれた御礼だと思ってろよ。デザイナーには、今度俺から良い条件の仕事を回す予定だから、お前は何もしなくていい』

　結局まだ形見のカメラは見つかっていないのに、御礼と言われて腑に落ちなかった。しかしあまり食い下がるのも好意を無む下げにするような気がして、結局素直に礼を言って引き下がった。

『でも、今思うと最初にサイトの事を指し摘てきしてくれた人のお陰かげだよな。あのときは苛いらついたけど、うちの会社のためを思って指摘してくれたのかもな』

『世の中を良い方にばかり考えていると、悪い大人に弄もてあそばれるぞ。西垣みたいな奴とかにな』

『俺、二十三の大人なんだけど』

　悪い大人の代表である塩田に忠告されたが、俺は西垣さんを悪者扱あつかいする気が起きなかった。

　楽しい記き憶おくを思い出すと、恨うらみきれない。そんな風に久ひさし振ぶりに西垣さんの事を考えたせいなのか、家に帰ると見知らぬ靴くつが玄げん関かんに置いてあった。

　僅わずかに緊きん張ちようしたのはその持ち主が塩田とどういう関係か分からなかったからだ。人を呼ばない約束だったのにと思ったが、あれは居候用の約束で家主には適応されないのかもしれない。

　一体誰だれだと気構えながらリビングに足を踏ふみ入れると、ダイニングの寝ね椅い子すに座って携けい帯たいを弄いじっていた西垣さんと目が合う。床には空のビールの缶かんが何本か転がっていた。

「おかえり」

　実際には一ヶ月半ぶりだが、随ずい分ぶん長い間会っていなかった気がする。　>>>♥

　優しげな顔立ちや微笑を浮うかべる口元を見て、懐なつかしさを覚えた。腹にタールが詰まっているようには、どうしても見えない。背中に白い羽根が生えていると聞く方が、まだ信じられる。

　生いけ贄にえにされたのにそんな風に考えていると知られたら、また塩田に甘いと呆あきれられそうだ。

　そういえば塩田はいないのかと、半ば無意識に塩田の部屋のドアの向こうに目を向ける。

「孝理はもうすぐ帰ってくるよ」

　俺の視線の先を見た後でそう言った西垣さんは、悪びれもせずに「真咲と孝理がまだ一いつ緒しよにいるとは思わなかったな」と伸のびをする。

　どうやら自分の家と偽いつわった事も、何も打ち明けずに出ていった事も謝罪する気はないようだ。

　会ったら何故なぜ俺をはめたのか尋ねるつもりだったが、罪悪感を欠片かけらも感じていない様子を見ていたら馬ば鹿からしくなる。はじまりは何にしろ、塩田との生活は快適だ。

　たまにセクハラされる事もあるが、強きよう烈れつなのは風呂ふろ場ばの一回だけだし、共同生活にストレスを感じる事はない。結果的にははめられて良かったとさえ思っている。ふと西垣さんを前にして、塩田の事ばかり考えている自分に気付き、完全に西垣さんへの気持ちが無くなっている事に驚く。

「どこに行ってたんですか？」

「友達の別べつ荘そう。孝理の家にいたら仕事する気が起きるかと思ったけど、実際全然だったから気分転てん換かんに山の方に行ってきた。そこもあんまり楽しくなかったけどね」

「仕事？」

「写真で食べてるんだ。仕事中は携帯は切るから、真咲とも連れん絡らくが取れなくて、ごめんね？」

　上うわ目め遣づかいの笑顔に、以前なら気付かなかったわざとらしさが見えて、塩田の助言を思い出す。

「別に、気にしてないですから。塩田の誤解も解けましたし」

「でも、今も一緒に暮らしてるとは思わなかったな。あいつ、かなり神経質じゃない？」

　過去の事を反省する素そ振ぶりもない西垣さんを見て、今まで抱いだいていた俺の中のイメージとの齟そ齬ごを感じる。なめられてるのだろうとは思ったが、怒いかりは湧わいて来ない。

「綺麗好きですよね。塩田とはカメラ繫つながりで知り合ったんですか？」

「俺の親の事務所に孝理も所属してるんだよ。知り合ったのは、俺が中学の時かな。最初は興味なかったけど、孝理の写真を見てカメラに興味が芽生えて、俺も結局親と同じ仕事をするようになったんだ。ファインダーを覗のぞき込むときの孝理は格好良いんだよ。見た事ある？」

「この間、うちの会社用の写真撮とって貰ったときに」

「じゃあ自分を撮って貰った事は？」

「それは、……ないですけど」

　西垣さんが唇くちびるの端はしを上げて笑う。その笑みの裏側にある物の正体は分からなかったが、西垣さんの事を好きだった時には見えなかった物が、ゆっくりと姿を現してきた気がする。嫌いやな予想が、頭の中に広がっていく。もしかして西垣さんは塩田の事が───。

　その疑問を声に出そうとしたとき、玄関のドアが開く音が聞こえた。カメラ用のバッグを肩かたに掛かけて帰ってきた同居人を見て、西垣さんにおかしな事を訊きく前で良かったと安堵する。

　俺がそんな事を訊いたと後で塩田にばれたら、困る。

「まだ合い鍵持ってたのか。全部渡わたせ」

　塩田は西垣さんと俺を見て、あからさまに嫌そうな顔をした。

「そしたら俺が泊まる所ない時に困るでしょ。家には色んな男が来るから帰りたくないのに」

「自業自得だろ。誰に刺さされても文句言える立場じゃないんだから」

　西垣さんは少し甘えた声で塩田を懐かい柔じゆうしようと試みたが、あっさり一いつ蹴しゆうされる。

　俺は二人の会話を聞くのが嫌で、早々に着き替がえを手にして風呂ふろに向かった。

　しかし埃ほこりまみれの体を洗っていても、つい二人の事を考えてしまう。塩田は怒おこった態度を見せるが、西垣さんを力ずくで追い出す気配はなく、カメラの件を責める様子もない。

　結局のところ、塩田は西垣さんの事を本質的には嫌きらえないのだ。その事に気付いたら急に虚むなしくなって、二人の会話が聞こえないようにラジオの音量を上げる。

　西垣さんが泊まるとしたら塩田の部屋だろう。そうなれば二人が何をするか、子供でも想像できる。同じ家の中でそんな事をされるのは耐たえられない。風呂から上がったら、用事があるふりで外出をしようと決めたとき、以前この場所で追おい詰つめられたときの記憶が蘇よみがえる。

　あの唇が自分以外の誰かに触ふれる所を想像したら俄にわかに嫉しつ妬と心が沸わき上がって、今すぐリビングに戻もどって、二人を引き剝はがしたくなる。けれどそんな事はできない。俺はただの同居人で、塩田が西垣さんの事を本音ではどう思っているのかも知らない。

「西垣さんのものじゃなくても、あいつが俺のものになる可能性なんて元々無いしな」

　邪じや魔まをして嫌われるのが怖こわいとか、気持ちが露ろ見けんして今までみたいな付き合い方が出来なくなるのが嫌だとか、臆おく病びようになるほど塩田が自分の中で大きな存在だと今になって気付いた。

　西垣さんに訊こうとした質問。同じ事を訊かれたら、俺の答えは決まっているけれど。

　それを声に出すほどの勇気は、どこにもなかった。







　木曜、晴れ。深夜二時、慎しん重ちようにドアを開けて、靴を脱ぬいで家に上がり込む。

　風呂を出てから二人と話をするのが嫌で、予定通りに外に出た。会社の先せん輩ぱいからいきなり呼び出されたと噓うそを吐ついて、いつもの店に行った。顔見知りのオーナーに西垣さんが戻った事を話すと、俺がグラスを重ねる理由を察したのか、何も言わずに一いつ杯ぱい奢おごってくれた。

　今回ばかりは自分の限界を計り間ま違ちがえて足元がふらつく。

『西垣は明日あしたの朝には追い返すから、今日は帰ってくるな』

　どうにか家に帰り靴を脱いだところで、留守電に入っていた塩田の台詞せりふを思い出す。

「俺だって、家賃払ってるんだからそんな事言われる筋合いはない」

　面と向かってそう言うつもりで、最初は意い気き揚よう々ようと飲んでいた。しかし店を出る頃ころには気力は七割方萎なえて、思い通りになるのは癪しやくだという意地だけで帰って来た。そもそも塩田のメッセージさえ聞かなければ、家に帰ってくるつもりはなかった。

　───……俺は別に、悪くないし。

　反論を用意しながらも、塩田と顔を合わせて迷めい惑わくな顔をされるのを想像したら、また外に出ていきたくなる。それでも馴なれ馴れしく服に付いた誰かの煙草の匂においと、自分の体から香かおる酒の匂いを洗い流すためにシャワーを浴び、体もろくに拭ふかずに下着姿のまま台所に向かう。

　水を一いつ杯ぱい飲んで、部屋に戻ろうとしたら「真咲？」と声をかけられた。無人だと思っていたリビングから名前を呼ばれ、ぎょっとして振ふり返ると西垣さんが寝椅子を降りて近づいて来る。

「起こしてすみません」

　リビングで寝ねているとは予想外だ。てっきり、塩田と一緒に寝ていると疑わなかった。

「いいけど。帰ってこないって孝理に聞いてたから驚おどろいた。飲んでたの？」

「そうですけど、もう寝ます」

　そう言って早々と部屋に引き上げる。起こしてしまったのは申し訳ないが、西垣さんと話す気力はない。現金なもので、飲んでいるときは眠ねむ気けを感じなかったが、塩田と西垣さんが一緒に寝ていないと分かったら、安心して途と端たんに眠気がやってきた。

　普ふ段だんならこの時間にはとっくに寝ね入いっている。だから部屋に戻って布団に潜もぐり込んだら、五秒も持たずに完全に瞼まぶたが落ちた。しかしその眠ねむりは早々に遮さえぎられる。

　下着しか着けていない体に指が這はう。細い指が腹の上を辿たどり、胸に這わされる。覚かく醒せいを促うながされて渋しぶ々しぶ目を開けると、近きん距きよ離りに西垣さんの顔があって驚いた。

「何、してるんですか」

　まだ半分頭を夢の世界に置いてきたまま問いかける。二ヶ月前には憧あこがれていた状じよう況きようだが、少しも歓かん迎げいできない。むしろ上から押さえ込むみたいに乗られ、嫌な記憶ばかりが蘇る。

　体の上の手はまだ離はなれない。柔やわらかな指先が気持ち悪かった。兄貴の女、俺を犯した男、それらの顔が西垣さんに重なって見えて、意識が鮮せん明めいさを増すと同時に、吐はき気けすら覚える。

「っ……」

　下着の上からまだ無反応のそれをなぞられて、びくっと体が怯おびえたように跳はねる。

「何って、目が覚めちゃったから責任取って貰もらおうと思って」

「止めてくださいよ」

　震ふるえたのを誤ご魔ま化かすために西垣さんの手首を摑つかむ。自分の方が力は強いといっても、こんな見るからに華きや奢しやな相手に本気でぶつかる事なんて出来ないと、躊躇ためらっているうちに膝ひざで足を押さえられた。

　もう片方の手が下着の中に入りこむ。最悪。気持ち悪い。何してんの、この人。

「西垣さんっ、いい加減に……」

「黙だまって。孝理が起きるから。見られたら困るでしょう？」

　西垣さんの声はひどく楽しそうだ。俺が追い掛けていたときは、決して体を許さなかったが、興味を失った途端にこんな風に迫せまってくるなんて皮肉だ。西垣さんが俺に触れた事を知ったら、塩田に追い出されるかもしれないと思い、ろくに考えずに言われるまま口を噤つぐむ。

「良い子だね」

　肌はだの上に唇を落とされ、下着がずり下ろされる。剝むき出しになった場所に手が這う。

　俺は吐き気を堪こらえて現実逃とう避ひするために、他の事を考える。出来るだけ下らない事を考えようとすればするほど何も浮うかばなかった。けれど意識が逸それているせいもあり、いくら触れられても、体は反応しない。しばらくすると舌打ちが聞こえて、ようやく諦あきらめてくれるのかとほっとしたら、乾かわいた指が無理矢理こじ開けるように奥まった場所に入ってきた。

「っ、なっ」

　痛みに思わず呻うめき、反射的に目の前の肩を押しやろうとすると、性器の先に爪つめを立てられた。

「っ痛」

　今まで手て荒あらに扱あつかわれた事のない場所を爪で抉えぐられて、頭の中が真っ白になる。

「大人しくしてなよ」

　煩わずらわしげに言われて、自分が知っていた西垣さんはどこにいったんだと、目の前の顔を見つめる。就しゆう寝しん時用のルームライトに照らされた顔は、醜みにくく歪ゆがんでいるわけでもなく、いつも通りにゆるく笑って、余計に得体が知れない。

　ぐっと指が中で曲げられて仰のけ反ぞる。前ぜん立りつ腺せんを乱暴に弄いじられ、胃が迫せり上がりそうになった。

「っ」

「全然勃たたないね。もしかして真咲って不能なの？」

　ずるりと指が抜ぬかれる。乾いていたせいで、それさえ痛みを伴ともなった。今まではそうじゃなかったけどこれからはそうなるかも、と冗じよう談だんとも本気ともつかない事を脂あぶら汗あせを浮かせて考える。

　使い物にならないと分かると、西垣さんはあっさりと俺の上から体を起こした。

「なんか、魅み力りよくがないって言われてるみたいで自信なくなるなぁ」

　まるで俺が悪いような言い様だ。犯されないと分かったら、途端に湧いてきた怒りを抑えながら「溜たまってるんですか」と口にする。暗に浅ましいと言いたかったが、西垣さんは動じた素振りもない。筐きよう体たいだけ残して、中身が全部すり替わってしまったと言われても不思議ではない程に、実際の西垣さんは俺が知っていた人とは違ちがう。

「真咲が役に立たないなら、孝理に寝かせて貰うしかないなぁ」

　そう言って笑う顔を見て、反射的に腕うでを摑む。西垣さんは「嫌いやなんだ？」と首を傾かしげた。

　誤魔化しても無む駄だだと思い、腕は放さなかった。

「好きなの？」

　そう訊きかれて黙り込む。自分の気持ちが踏ふみにじられそうな気がして、耳を塞ぎたくなる。

「好きなんだ。へぇ、でも無理なんじゃない？」

　西垣さんは子供に諭さとすように微笑ほほえむ。そんな事、言われなくても知ってる。

「真咲の事は可愛いと思うけど、孝理の好みじゃない。可か哀わい想そうだけど」

　くすりと笑われて、苛いらついた。触れられたくなかった事を指し摘てきされ、部屋を出ていこうとする男をベッドの下に押し倒たおす。音を立てて床ゆかに倒れ込んだ時に、自分が手を出さないことで西垣さんが塩田を誘さそうなら、望み通りこの場で犯してやろうと思った。

　だけど笑みを浮かべる顔に屈かがみ込んだとき、ノックもなくドアが開く。

「何してるんだ？」

　部屋を開けた塩田は俺達を見て、眉まゆを顰ひそめた。誤解だ、違う、と浮うわ気きを見つかった男みたいな短い言い訳が頭の中にいくつも浮かぶ。けれど不ふ機き嫌げんな顔を前に、何も言えなくなった。

「あ……」

　言葉も出ずに固まっている俺を無視して、西垣さんは「ちょっと遊んでただけ」と答える。

「どんな遊びなのか詳くわしく教えろよ」

「二人きりになったら教えてあげる」

　苛いら立だった顔で俺達を見下ろす塩田に意味深な視線を向けると、西垣さんは俺の体の下からするりと抜け出した。それを見て、今いま更さら自分の格好を思い出す。

　塩田が目だけで部屋から出るように促せば、西垣さんは逆らう事なく出ていく。

　焦あせる俺の前で塩田は「明日仕事だろ」と、この場に相応ふさわしくない台詞を口にした。それが逆に怖こわい。間ま男おとこの気分で苦い唾つばを飲み込む。手斧で脅おどされた時だって、ここまで動どう揺ようしなかった。

「あいつは外に連れて行くから。もう寝ろ」

「今の、俺が誘ったわけじゃ……」

「知ってる。西垣は自分に興味ない奴やつしか誘わないから。悪かったな」

　西垣さんの行こう為いをまるで自分の事のように謝罪する塩田を見て、複雑な気分になる。

　今度はすぐには寝ね付つけずに、しばらくしてから部屋を出た。リビングは暗く、人の気配はしない。玄げん関かんに向かうと二人分の靴くつが消えていた。それを見て俺の部屋と向かい合う塩田の部屋の前に立つ。罪悪感を覚えながらドアを開けたが、中には想像通り誰だれもいなかった。

「どこ、行ったんだろう」

　塩田が信じてくれたことは嬉うれしいが、二人が一いつ緒しよに居ると思うと落ち着かない。

　こんな事なら西垣さんが戻る前に塩田を自分の物にしておけば良かったと、その方法も分からない癖くせに後こう悔かいした。













　寝ね不ぶ足そくだというのは、祖父にすぐ見破られた。

「ぼやっとして寸法間ま違ちがえたら蹴け飛とばすぞ」

　そう言われてもう一度測って確認したが、竹の長さに狂くるいは無かった。竹たけ垣がきを作る機会は多いので、今更作業に手間取る事はない。だから手を動かしていても、つい昨夜の事を考えてしまう。

　二人は朝になっても帰らなかった。大人なんだから久ひさし振ぶりに会ったらする事なんて一つだ。あの後どうしたのかを考えると、嫉しつ妬と心や劣れつ等とう感が泥どろみたいに心の底に溜まる。

　昼飯時もその事を考えて落ち込んでいたら、祖父に唐とう突とつに塩田の話を振ふられた。

「お前のその、塩田さんっていう写真家の知り合いには包まなくていいのか」

　まるで心の中を読まれたような気分で、「御お礼れいは一応、俺がしてますから」と答える。

「お前はそう言うけどな、偉えらい先生なんだろ？　ばあさんも気にしてたぞ」

　何故なぜ今になってそんな事を言うのかと思ったが、先日、県議会議員が盆ぼん栽さい持参で事務所の方に世間話をしに来ていた事を思い出す。塩田が撮さつ影えいした自分の庭の写真が余程気に入ったのか、額に入れて玄げん関かん先さきに飾かざってあると言っていた。あの人から色々と聞いたのかも知れない。

「包むってお金ですか？　たぶん、受け取らないと思いますけど」

　祖父は俺がした御礼の詳しよう細さいを知りたがったので、牛ぎゆう鍋なべの事を口にする。尚更困った顔をしたのを見て、居候までさせて貰っているとは余計言えなくなった。

「本人が要らないって言ってますから」

「そうはいってもな。プロに頼たのんだんだからそれなりの謝礼を払はらうのが筋だろう」

　納得できない風情の祖父に、塩田は祖母の料理が好みだと告げると、それならご馳ち走そうするから一度家に連れて来いと言われる。面めん倒どう臭くさそうな事態に、必死に断り文句を探した。飯を持ち帰るのですら過保護だと思われてそうで嫌なのに、祖母に世話を焼かれる所を見られたくない。

「忙いそがしい人なので、逆に迷めい惑わくになると思います」

「なら今度重箱を作らせるから持っていけ」

　そこが妥だ協きよう点だろうと思って祖父の申し出には頷いたが、西垣さんと塩田の関係がどうなるか分からない以上、俺と塩田の関係も分からない。西垣さんがあの家に暮らすことになれば、俺は出ていかなければならない。そしたら塩田との接点もなくなり、重箱を届ける方法も無くなる。三人で一緒に暮らすのは無理だし、彼らがそれを望むとは思えない。

　───西垣さんなんて、俺に敵意すら抱いだいてたみたいだもんな。

　今朝、用を足す時に爪を立てられた所が痛んで、情けない思いをした。

　それに西垣さんの事がなくても、元々もうすぐ出ていく予定だった。

　約束の三ヶ月はとっくに半分を過ぎて、残り一ヶ月ほどだ。

「帰る前に、家に寄ってばあさんにあちらさんの好物を忘れずに、伝えておけ」

　昼食を切り上げるときに口にした祖父の命令通り、会社に戻もどってから庭でオリーブの木を手入れしていた祖母に塩田の好物を伝える。具体的な好みはよく知らないので、以前煮に物ものを喜んでいたという事を伝えると、祖母は塩田の年ねん齢れいを随ずい分ぶん上だと勘かん違ちがいしたようだった。

　用は済んだが、昨日のことを思い出すと、真っ直ぐ家に帰って西垣さんと顔を合わせてしまうのが嫌だった。だから時間を潰つぶすために祖母に何か手伝う事はないかと訊いたが、あっさり断られた。

　汚よごれた作業着のままでは行ける場所は限られている。それに何時いつまでも逃にげているわけには行かない。諦あきらめて家路を辿たどる事にした。道中で、最悪なパターンを予あらかじめ覚かく悟ごしておく。

　もし二人が一緒に暮らす事にならなくても、今後も西垣さんが頻ひん繁ぱんに家に来るなら、出て行こうと決意して家のドアを開けた。

　幸いにも、玄関には見慣れた塩田の靴しかない。ほっとして、長い息を吐つく。

「おかえり」

　丁度玄関とリビングの間にある開かずの部屋から出てきた塩田に、声を掛かけられて驚おどろく。

　その時に、以前も嗅かいだ事のあるクチナシの匂においが鼻先を掠かすめる。

「ただいま。……西垣さんは？」

「昨日の夜に金を貸して追い払った」

　塩田の言葉に「ふぅん」とさほど西垣さんの事を気にしていない素振りで相あい槌づちを打ち、普ふ段だん鍵かぎが掛かっているドアに視線を向けると「気になるか？」と訊かれた。返事をする前に塩田がドアを大きく開く。しかし何も見えない。ドアの向こうには暗幕が垂れ下がっていた。もしかして中で光に弱い生き物でも飼っているのかと、眉を寄せる。

　塩田はその暗幕を捲まくって見せた。薄うす暗ぐらい部屋だった。三坪つぼ程度のそこはさながら実験室だった。薬品のボトルや、理科室で見た事のあるトレイがいくつか並んでいる。酢のような刺し激げき臭しゆうもする。結局暗幕の内側を見ても、何をするための部屋なのかは分からなかった。

　とりあえず動物もいないし、青あお髭ひげ的な物は無さそうだが、大おお凡よそ想像していた様子とも違う。

「そこ、なんなの？」

　塩田は、暗室、と答えた。それを聞いて今更ながら同居人の職業を思い出す。

「こういうのって家でもできるのか。写真屋にあるような、でかい機械が必要だと思ってた」

「カラーはそれなりの器械が必要だけど、白黒は引き伸ばし機があれば簡単に出来る」

「引き伸ばし機って？」

　初めて見る物が物もの珍めずらしくて、三坪程度の部屋の中を見回す。蛍光灯が点いているので、暗室と言われてもピンと来ない。塩田は端はしの方にある巨きよ大だいな顕けん微び鏡きようみたいな器械を指さした。

「これで写真ができるの？」

「それで印画紙に露ろ光こうして、そっちにある薬液に浸つける」

　塩田が指を作業台に向ける。いくつか並んだトレイには、どれも透とう明めいな液体が入っていた。

「カメラマンって、現像も自分でやるんだな」

「ここで現像してるのは趣しゆ味みで撮とったやつだけだ。仕事用のは全部デジタルで撮るし、フィルムで撮るときも基本はポジティブで撮るから、ここで現像はできないな」

「ポジティブに撮る？」

　意味がわからないまま聞き返すと、塩田は苦笑してから「やってみるか？」と聞いてきた。

　一いつ瞬しゆん意味が分からずにいると「現像。わりと簡単にできるから」と塩田が口にする。

　写真には興味が湧わかないが、現像作業には少し物珍しさを感じた。実際その顕微鏡みたいなやつを、どう使うのかも見てみたい。それにこの話をしているうちは、西垣さんの事を考えなくて済むし、塩田の口から昨日の事やこれからの事を訊きかないで済む。

「先に手順だけ簡単に説明するけど」

　塩田は引き伸ばし機のピントの合わせ方、タイマーのセットの仕方等を教えてくれた。印画紙に焼き付けた後の作業も一通り聞いて、俺が引き伸ばし機と向かい合わせに立つと、パチンと部屋の電気が消えた。光が何もなくなり、いきなり視界が真っ暗になる。

「塩田」

　思わず名前を呼ぶともう一度同じ音がして、部屋の隅すみに付けられた赤色の電気が光る。

「印画紙はあの色以外の光に反応するから、作業はこの中で行うんだ。すぐに、目が慣れる」

　塩田はそう言ったが、俺は未だにぼやけた赤い光以外何も見えない。

　思わずふらふらと伸ばした手が、塩田の体に触ふれた。反射的に指を引っ込める。塩田が笑ったのが気配で分かる。この闇やみの中で、こいつは俺の姿が見えているんだろうか。

「露光のスイッチを入れて、ピントを合わせろ」

　言われた通りに、手探りで引き伸ばし機を点つける。すると板の上に犬の画像が映し出された。それを見て、高校の時に授業で見た古いスライドと同じ、単純な仕組みだと気付く。

　ルーペでその画像を覗のぞき込み、指示通り質感をチェックする。それが終わったところで、塩田は引き伸ばし機の中にレンズのような物を差し込んで、俺につるつるした硬かたい紙を渡わたす。

　ようやく目が慣れてきた。貰もらった紙を金具と板の間に挟はさんで、さっき習った事を頭の中で順じゆん繰ぐりに思い出しながら、タイマーのスイッチを押した。

「現像液はそこにある。写真を浸ひたしたら今度はこっちのタイマーのスイッチを入れる」

　塩田は現像液が置いてあるトレイの正面に付けられたタイマーを指す。引き伸ばし機と連動していた物とは違ちがい、どこの家庭にもあるような簡素なものだった。タイマーと塩田に従い三つの液に印画紙を浸けて、最後は水の入った大きなタライに紙を浸した。既すでに現像液の時点で写真が浮うき上がっていたが、室内が暗いので仕上がりが分からない。

「もう一枚、次はさっきよりも時間を長くして、同じ作業をやってみろ」

「同じ写真をもう一枚作るわけ？」

　塩田が肯うなずいたので、もう一度同じ作業を繰くり返した。結果、出来上がった二枚の写真を塩田は水から引き上げて、蛍光灯を点ける。

「なんか、同じ写真なのに全然違うな」

　廃はい墟きよになった街で犬が群れを作っているその写真は、タイマーの時間が違うだけで随分印象が異なっていた。数秒違うだけで明るさがまるで違う。暗い方は味があったが、色々と不ふ鮮せん明めいだ。明るい方は細部まで写っていたが、面白味に欠ける。

「全体だけじゃなくて一部だけ明るくしたり、逆に暗くしたり色々と遊べる。最近はパソコンでも出来るけど、実際に手で現像すると思いも寄らない効果が現れてはまるんだよ」

「それは、なんか分かるかも。なぁ、これもっと時間増やしてみてもいい？」

「それなら次はフィルターの番号も上げてみるか。印画紙はそこにあるのを自由に使っていいけど、光には注意しろよ。西垣はよくそれで、紙をダメにしたから」

「……西垣さんもここ使ってたんだ？」

　その話題から逃のがれられると思っていたのに、予想外の所で出てきた名前に思わず声のトーンが落ちる。表情を繕つくろうのも面めん倒どうで、黒い箱の中で黒い袋ふくろに守られた印画紙を取り出すのを理由にしてパチンと部屋の電気を消す。赤ライトでは他人の表情がそこまで鮮明には見えない。

「何されたんだ？」

「何って？」

「昨日までは西垣の名前を出してもそんな風にならなかっただろ？」

　俺が西垣さんを押し倒たおしたのに、まるで暴行された女に対するような声で塩田が訊たずねてくる。

「真咲」

　促うながすように名前を呼ばれ「大した事じゃない」と返しながら、塩田に背を向ける。平静を装って印画紙を取り出し、作業台の上に置かれた引き伸ばし機に向き合う。

「怯おびえてただろ」

　かっと顔が赤くなった。それほど迄までにあからさまだっただろうかと、昨日の事を後こう悔かいする。

　自分より一回りも小さな相手に襲おそわれて怯えていたのを顔に出すなんて、格好悪い。

「あれは……西垣さんに怯えてたわけじゃないから」

「どういう意味だ？」

「俺、無理矢理されたことが二回あって」

　レイプ、強ごう姦かん、と言わなかったのはその単語が大おお袈げ裟さに聞こえるからだ。実際、一度目の相手は女なんだから本来ならすえ膳を喜ぶべきなのかもしれない。尤もつとも、自己処理をようやく覚えたような年齢だった事を考えると、俺は今でも過去の自分に同情してしまうけれど。

「一回目は女で、二回目は普ふ段だんは俺が抱だいてた男なんだけど、どっちも俺が下の状態でやられたから、上に乗られるの苦手なんだ」

　西垣さんに怯えたと思われるよりはましで話し始めたが、考えてみればこっちの方が情けない気がする。だけど実際、上に乗られるのは駄だ目めだし、襲われたのも事実なんだから仕方がない。

「昨日、あんたが見たときは俺が押し倒してたんだけど、最初は俺の方が西垣さんに乗られてたから。それで、ちょっと変なスイッチ入って」

　塩田は黙だまって聞いていた。俺が話を終えるとからかうでもなく、ただ溜ため息いきを一つ吐はき出す。

「だから西垣は止めとけって言っただろ。なんで帰って来たんだ？」

「だって、俺がいなかったら二人が、なんか、余計に仲良くしそうで……」

　最中に同じ家の中に居るのは嫌いやだけど、自分がいない所で二人が事に及およぶのも嫌で。嫌だ嫌だと考えている所にあんな留守電を聞いて、当てつけで家に帰って来た。二人が別々に寝ねているとは思わなかったから、自分が誘さそわれるなんて考えもしなかった。

「まだあんなのに未練があったのか」

　未練があるのはそっちだろ。呆あきれたように言われてむっとしたが、否定したら塩田に気がある事がばれてしまうので、口を噤つぐんだままタイマーをセットして光を当てる。

「お前みたいなのが付き合っても、あいつの毒に引きずられるだけだ。あいつは他人の感情をかき回すのが好きなんだ。相手が本気であればあるほど、あいつはそれをぐちゃぐちゃにするのを喜ぶ。自分に興味がない男としか寝ないのも、その一いつ環かんだよ」

　まるで自分は毒どく牙がには掛からないみたいな言い方をするが、塩田だって大事なカメラを失ったくせにまだ付き合いを持っている。

「じゃあ、あんたはなんでそんな毒入りの奴やつと連つるんでるんだよ」

「恩師の息子むすこってのを差し引いても、あいつの才能は買ってた。だけど……あいつは約束を破った。私情で付き合うのは昨日が最後だ」

　西垣さんが連れ込んだ男に祖父の形見を取られた数ヶ月後に、今度は目の前で自分を差し置いて同居人を襲われたら、流石さすがに許せないだろう。

　もう好きじゃなくなったんだろうかと、半ば希望を持って塩田を見上げる。

「それで、お前はあいつに何されたんだ？」

「だから何も、されてないって。あんたがすぐに入って来たから別に……」

「勃たたなかったんだって？」

　明あけ透すけな質問に、再び顔に血が上る。

　西垣さんが何をどこまで話したか分からないまま、深く俯うつむく。タイマーはとっくに切れて、印画紙は現像液に浸されるのを待っている。だけど背後に塩田がいるせいで、現像液の方に近づけない。いくら暗くても、傍そばに行けば闇に馴なれた目に表情を読み取られてしまう。

「俺のときは勃ったよな」

　その言葉に更さらに赤くなりながら「爪つめなんか立てられたら、誰だれだって萎なえるだろ」と、口にする。実際は使い物にならなかったから、苛いら立だった西垣さんに爪を立てられたわけだが、そこまで詳しく話す必要はない。臆おく病びよう者の上に、不能の烙らく印いんまで押されたくない。

「ひどいな、あいつ」

　塩田は軽けい蔑べつした声音だったが、何故なぜかこっちに近づいてくる。

　焦って離はなれようとしたときに、耳の裏側を冷たい指で撫なでられ、ぞくりとした。

「なあ、これ、早く液に浸けなきゃいけないんだろ？」

　目の前の男が造り出す空気から逃にげ出したくて、指を払はらう。その時に、今いま更さら自分がシャワーを浴びていない事に気付く。汗あせ臭くさいと思われたら嫌だ。しかし狭せまい部屋の中ではそれほど距きよ離りなんてとれない。ましてやこの部屋は物が多くて、動ける場所なんて限られている。

「胸にも痕あと付けられたんだって？」

「そんな事されてない」

「昨日、西垣が得意げに話してたけどな」

　西垣さんはもしかして、俺を当て馬にして塩田との駆かけ引きを楽しみたいのだろうか。塩田が俺に嫉しつ妬とするのが見たくて、そんな事を口にしたのか。もしくは俺と塩田の間を険悪にしたいとか。好きだった相手を蔑さげすみたくないが、もしそうなら最悪だ。

「見せて」

　不意に落とされた予想外の言葉に、半ば無意識に作業着の胸元をファスナーごと摑つかむ。

「そ、そんなのなかったって」

　された覚えもないし今朝着き替がえたときも見当たらなかった。第一、何で塩田が確認したがるのか分からない。西垣さんの浮うわ気きの証しよう拠こが見たいんだろうか。

　塩田は俺の態度を気にも留めずに、屈かがみ込んで来る。何をされるのか、目があった瞬しゆん間かんに分かったから、唇くちびるが近づいてくるのを見て体を後ろに退ひいた。

　好きな相手が唇を近づけてきたら、出来る抵てい抗こうなんてたぶんみんなその程度だろう。

「真咲」

　宥なだめ賺すかす声を訊きいて、自分の気持ちは筒つつ抜ぬけかもしれないと怖こわくなる。俺の感情を盾たてに、塩田は言う事を聞かせようとしているんじゃないのか。

「なんで」

「早く忘れたいだろ？」

　唇が触ふれ合うまで指一本分程度しか隙すき間まのない距離で囁ささやかれる。充じゆう分ぶんに俺が逃げる時間を与あたえてから、塩田が触れたのは唇ではなく耳の少し上だった。そこにキスをされる。

「樹の匂においがする」

　微かすかに笑いを含ふくんだ声が耳元でした。竹たけ垣がきを作った後で廃はい棄きする木をチェーンソーで解体したから、そのときのおがくずがまだ髪かみに付いているのかもしれない。

　初対面の時に、店で俺が狙ねらっていた相手を塩田に盗とられたときも、同じ事を言われた。匂いを指し摘てきされて、恥はずかしくなって用事があるふりで逃げるように店を出た。あの時以上に居たたまれなくなって、隠かくれる場所なんてないのに平均より大きな体を縮める。

「仕事帰りで……まだ風呂ふろに入ってないんだから、仕方ないだろ」

　泣きたい気分で抗こう議ぎする。樹の匂いもするだろうが、埃ほこりと汗あせの匂いもするだろう。

　西垣さんからは絶対にしない匂いから、塩田を力ずくで遠ざけようとすると「いい匂いだな」と目の前の唇が笑う。その顔に見み惚とれたら、赤くなった目め尻じりに口付けられた。

「ヒバの樹だろう？」

　当たりだ、と思ったときに唇を塞ふさがれた。唐突に始まったそれは、長いキスになった。咥こう内ないを啜すすられ、気付けばいつの間にか舌を伸のばして塩田のそれを追い掛かけていた。

「は、あ」

　塩田が顔を離したから、俺は口を開けて舌を伸ばした間ま抜ぬけな顔のまま、目の前の男を見上げる羽目になる。体の奥がじわりと熱くなった。暗くら闇やみの中、赤ライトに照らされているお陰かげで、頰の色を知られなくて済む。

「ここ、片づけるから先に部屋行ってろよ」

「あ……」

「逃げるなよ」

　甘い声で言われ、急に体が離される。それから軽く、出口の方に背中を押された。

　塩田がパチンと電気を点けたから、俺は慌あわてて暗幕をくぐって部屋を出る。

　ドアを閉めた後、その場に座り込みそうになるのを堪こらえて部屋に向かう。逃げる時間を与える癖くせに、逃げるなと言う。汚よごれた格好のままベッドに腰こし掛かけて、唇の奥で狡ずるいと呟つぶやいた。

　だけど狡いと思うのに部屋を出ていけない。当たり前のように部屋に戻もどってきて、ここでドアが開く瞬間に怯えている。逃げたいのか、待ちわびてるのか、自分でも分からない。

「そんな顔するなよ」

　だからドアが開いた瞬間、自分がどんな顔をしてるか、分からなかった。

「俺、どんな顔してんの？」

　塩田は座る俺に屈み込んで髪にキスをしながら「大人に悪いことされてるって顔」と口にする。想像していたものと違ちがう返答に、思わず目の前の男を押しのけた。

　子供扱あつかいするな、と言おうとして口を開いた時に甘く爽さわやかな匂いが鼻を掠かすめる。

「……クチナシの匂いがする」

「停止液の匂いが肌に着くから、誤ご魔ま化かすために現像作業の後はいつも香こう水すいを使ってる。それの匂いだろ」

　ざらついた指で唇を撫でられる。嚙かみ付けばいいのか、舐なめればいいのか、分からないまま振ふり払う事も出来ずに視線を伏ふせると、自分の格好が目に入った。折角猶ゆう予よが与えられたんだから風呂に入れば良かったと思ったが、そんなの余計期待しているみたいだ。

　見せるだけだろ、とそれで済まない事を半ば確信しながら自分に言い訳した。

　唇を塞がれ、だぶついた乗馬ズボンのホックが外される。ファスナーが下ろされ、下着が顕あらわにされた。思わず塩田の服の端はしを摑む。こういうところが子供扱いされる原因かもしれない。長い指で中心を撫で上げられて太ふと腿ももの内側が引きつったように震ふるえて、思わず瞼まぶたを閉じる。

　服の下で、自分の腹筋がひくりと動いたのが分かった。目を瞑つぶれば瞑るで、余計に他の感覚が鋭くなる。擽くすぐるような指先が、肝かん心じんの場所には触れてこないのがもどかしい。

「は、っ」

　短い息を吐き出すと、服が捲まくられて腹の上に直接口付けられた。

「ン」

　臍へその中に舌を入れられて、硬かたくなってきた体の中心に掌てのひらを這はわされる。

「勃ってきたな」

　昨日は不能と罵ののしられた場所が熱くなった。作業着が下に来ていたＴシャツごと捲り上げられる。胸の方まで顕わにされて、視線が肌を這う。痕は見当たらなかった。塩田も見つけられなかったのか、触れてきたのは胸の先だった。指で押されて、思わず小さく喉のどの奥で呻うめく。

　肌の上に唇が押し付けられて、もう一方は柔やわらかく嚙まれた。

　それまでやり場の無かった手で、塩田の肩かたを押しやって形ばかりの抵抗をする。

　体はすっかり熱くなって、下着の上から優しく撫でられただけの場所は窮きゆう屈くつに腫はれ上がった。先せん端たんの方を塩田が指の腹で擦こすると、じんわりと疼うずくような痛みが生まれる。

　昨日、西垣さんに爪を立てられた場所だ。軽い痛みに眉まゆを寄せる。

「っぁ」

　息を吞んで、撫でられた事で血が滲にじんだんじゃないかと怖こわ々ごわ視線を落としたが、下着には赤い染みはない。その代わり透とう明めいな淫いん液えきが白いボクサーを濡ぬらして、その下にある肉の色を透けさせていた。塩田がもう一度指の腹でそこを擦ると、染みはさらに広がる。

「いた、い」

「引っ搔かかれたら痛いよな」

　泣き言を漏もらすと、同情した素そ振ぶりで塩田が触れて来る。頷うなずいたら下着を捲られたが、窮屈な布地の中から解放されたソレの先端には、爪つめ痕あとなんて残っていなかった。痛みは確かにあるのに証拠がないのでは、大した事ない痛みで甘えてるようで、恥ずかしくなる。

　しかし塩田は傷のことは追つい及きゆうせずに、屈み込んで先の方を労いたわるように舌を這わせた。

「っ、ぁ」

　粘ねん膜まくの感かん触しよくに、思わず足に力が入る。舐められると、それだけで出してしまいそうになった。膝ひざ頭がしらが震えて、口を押さえていた手で思わず唇を引っ搔く。

　吸われると紛まぎれもない痛みがある。歯が軽く当たっても痛い。その度に「痛い」と泣き言を漏らす自分が、本当に子供に戻ってしまったように思えた。優しくされるのが心ここ地ちよくて、大して痛くないときも同じように「痛い」と言った。最後は根本を擦られて手の中で達した。

　気持ちが増した分、以前よりもずっと恥ずかしさも増していて、塩田の顔は見られなかった。

「も……これで終わり？」

「終わらせて欲しいか？」

「……分かんない。あんたは、なんでこんな事するの？」

　こんな風に塩田が俺に触れる理由が知りたくて、もう一度問いかける。

　西垣さんが俺を使って当て付けたように、塩田も西垣さんに当て付けたいだけかもしれないとか、欲よく情じようした時に手近にいたのが俺だからだとか、適当な理由を考える。どれでも良いが、とにかく何か理由が欲しい。それを知らないと、どんな態度を取れば良いのか分からない。

　まさか俺が好みだなんて理由じゃないんだろう？

「真咲が可愛いから」

　それが誤魔化しなのか噓うそなのか本気なのか。俺には一つも分からない。

「そういうときは、噓でも好きだからって言えばいいのに」

　俺の言葉に、塩田は「好きだから」と訂てい正せいする。

　あっさりと言われ、自分で強請ねだった癖に傷つく。言葉なんて塩田の中では何の意味もないと思い知らされる。楽しみにしていたプレゼントの中身が空だったような気分だ。

「後ろも見せて」

　塩田は俺が傷ついているなんて知らずに、ズボンに手を掛ける。自棄やけ気味に、俺は自分でそれを脱ぬぐ。だけど下着をずらされて、西垣さんに無理矢理指を入れられた場所を見られるのは、死ぬほど恥ずかしかった。以前に風呂ふろ場ばで塩田に指を入れられたときの比じゃないくらいに。

　塩田は先程俺の吐はき出した物で濡れた指を、その中に埋うめて来た。思わず息を飲み込んで耐たえていると、昨夜無理矢理抉えぐられた場所に指が優しく触れる。

「きつい？」

　そう訊かれて首を振る。苦痛はない。あるのは恐きよう怖ふと期待と、得体の知れない感情だけ。

　同意が無ければしないと宣言していた。恐おそらく、今まで無理強いなんてしなくても相手は喜んで塩田を受け入れただろうし、万が一断られたとしてもすぐに別の相手が見つかったのだろうと、体の中で動く指の異物感に奥歯を嚙みしめて耐える。内臓を突つかれる不快感とむず痒がゆい覚えたての快感が全部複雑に絡からみ合って、呼吸する度にどれかが存在を主張する。

「ん、ぁ」

　不意に指が増える。二本に、それから三本。自分がするときも、相手の具合を見ながらそこを広げた。指より太い物を受け入れさせるために肉の入り口を馴ならす行こう為いは、自分がされる側になると生々しくて即そく物ぶつ的でいやらしい。指が粘膜を掠める度に、叫さけびたくなる。

　得体の知れない熱病に抗あらがいたいと思う反面、飲み込まれて同化する事を望んでしまいそうになる。戻れなくなる、と声が聞こえる。作り替かえられてしまう恐怖に、不安が過よぎった。それでも受け入れる覚かく悟ごは出来ていて、そのための痛みなら全て甘かん受じゆするつもりで目を閉じる。

「あ」

　指が不覚に潜もぐり込んで、声が漏れた。思わず両手で顔を覆おおう。自分がどんな表情を見せているのか、考えたくない。期待した顔か、それとも子供みたいに戸と惑まどっている顔か。

「俯うつぶせになって膝ひざ抱かかえた方が受け入れやすいと思うけど、どうする？」

　塩田は俺の葛かつ藤とうなんて知らずに、わざとからかうように訊きいてくる。反射的に首を振った。

　真っ正面で上から来られるのは怖こわいが、そんな格好は恥はずかしすぎる。

　とても無理だと思っていると、不意に腕うでを摑つかまれた。

「嫌いやだって」

　隠かくす物がなくなって、思わずそう口にすると「自分で乗れるか？」と訊かれた。

　首を振る。拒きよ絶ぜつしてばかりだが、どれも無理だ。こんな事始めなきゃ良かったと後こう悔かいし始めた俺を、塩田は「じゃあ、座ったままな」と言って背後から膝ひざの上に抱だき上げた。ゴムを嵌はめた物が尻しりに触ふれて、思わず体を硬こう直ちよくさせると、足首を取られて大きく足を開く羽目になる。

「腰こし浮うかせろ」

　耳に口付けられながらされた命令に、従うには数秒必要だった。

　塩田の指で開かれた中心に、ジェルに濡れた硬い物がゆっくりと入ってくる。太くて苦しいソレを必死で受け入れながら、抱かれる事への嫌けん悪お感かんがすっかり消えている事に気付く。

　塩田が俺を抱きたいなら、それでいいと思った。

「んっ」

　荒あらい息を吐き出すと、少しだけ楽になる。だけど全部は飲み込めずに、腰を浮かしたまま止まると、体温の低い掌が体をゆっくりと撫なでた。

「あ、う」

　宥なだめるようなキスをされて、胸の先を指で玩もてあそばれる。それが芯しんを持って再び屹きつ立りつしてくると、塩田は俺の腰を摑んでゆっくりだが逃にげられない強さで、残った部分を埋めようとした。　>>>♥

「は、痛……っん、ぁ、ま、だ……待って、まだ……う」

　思わず腰を摑む手に爪つめを立てた。強引に最後まで飲み込ませられて、腰を震わせながら内側の圧あつ迫ぱく感かんに耐える。後ろから抱かれた体勢だから、あまり激しくされないのが唯ゆい一いつの幸いだ。

「いたい」

　その言葉を口にする度に頰ほおや肩にキスをされた。小刻みにゆるいペースで揺ゆすられて、それでも辛つらくて苦しかった。だけど時間をかけて解ほぐされたお陰かげで、段々と馴染んでくる。あるいは麻ま痺ひしたのかもしれない。受け入れている場所から綻ほころぶように力が抜けた。そのタイミングで腰を使われて、反射的に締しめ付ける。すると余計に中に入っている形を意識してしまう。

　前ぜん立りつ腺せんが塩田の陰いん茎けいに擦こすれるのが急に鮮せん明めいに感じられて、思わず仰のけ反ぞる。

「う、あ」

　意味もなく首を振ふって、喉からひっきりなしに漏れる声を嚙かみ殺ころそうとした。

　体の深い部分まで晒さらけ出す行為に、泣きたくなる。首を捻ひねったときに、余よ裕ゆうのある表情が目に入って一層羞しゆう恥ちが増す。自分はこの男の目にどんな風に映っているのか考えてしまう。

　俺みたいなのが恥じらっても、気色が悪いだけだろう。声だってそうだ。なぁ、そうだろ。

　目が合うと困ったように、塩田が苦笑する。

「どんな風になってもちゃんと受け止めてやるから、そんな泣きそうな顔するなよ」

　そんな顔してない。そんなつもりはない。被ひ害がい者しやぶるつもりは初めから無い。

　言葉にする代わりに睨にらみ付けると、塩田の唇くちびるがゆっくりと歪ゆがむ。

「その顔の方が良い」

　偉えらそうな男だ。余裕を浮かべる唇に嚙み付きたい。でも、それではまるでキスを強請るみたいだ。こいつを調子に乗せたくない。尤もつとも、俺が乗せなくても勝手に乗るだろうけど。

　抱かれるのは不慣れなのに、こんな風に触れられたところが全て熱くなっていたら、声にしなくても気持ちなんてばれてしまう。だけど繕つくろう余裕もない。頭の中は快感でぐちゃぐちゃだ。いつの間にかベッドに体を押し付けられていた事にも気付かないぐらいに。

「っぁ、ン、っ」

　最初に嫌だと言った体位に気付かぬ内に持ち込まれて、逃のがれようと腰を捩よじると深く奥まで突き上げられた。膝の上にいた時とは違ちがって深く抉られ、その度に痛みとない交ぜになった快感が頭の中に届く。抱いてるときと経路の違う快感は、俺が知っている物とまるきり別物だ。

「あー……、はっ」

　揺さ振られる度に、体の奥が痺しびれる。泣きたくもないのに目の端はしが滲にじむ。反り返った自分の物に塩田の指が這はうと、余計に声が抑えられなくなった。唇の隙すき間まから勝手に零こぼれてしまう。

「少し弛ゆるめろ」

　何でもない事みたいに軽く言われる。抱かれた事がないんだろうな、と鼻先をシーツに押し付けながら思う。俺だって自分が受け入れる立場になる前は、同じ要求を相手にしていた。こんな風に腰から下が痺れて強こわ張ばった状態になるなんて、知らなかったから。

「ふっ、……ぁ、あっ」

　力を抜けずにいると尻を摑まれ、広げられる。受け入れている場所の皮ひ膚ふが引きつれて、その衝しよう撃げきで先せん端たんから淫いん液えきが垂れた。二度目なのに先に達してしまいそうで、思わず息を飲み込む。

「真咲」

　呼ばれて振り向くと、唇を塞ふさがれた。正面からじゃないから、深くはできない。

　そのもどかしさを紛らわせるために、自分も塩田の律動に合わせてぎこちなく腰を揺すった。

「気持ちよさそう」

　塩田がそう言って、口くちの端はしに零れた唾だ液えきを指で拭ぬぐう。

「入れるのとどっちがいい？」

　もう何を言われているのか分からない。頭がぼんやりする。唇に指が這わされ、舌で触れるとそのまま咥こう内ないに入ってきた。無骨な指は舌をなぞり、歯の上を触さわって、唇の内側の薄うすい肉の部分を弄いじる。そこが一番ぞくりとした。自分でもそこが性感帯だなんて知らなかった。

「い、く」

　指に邪じや魔まされながらそう言うと、先程よりも強く揺さ振られた。

「いいよ」

　そう耳元に囁ささやかれた途と端たん、達する。吐き出した瞬しゆん間かん、自分が初めてにもかかわらず前を扱しごかれずに達した事に気付いて、逃げ出したくなった。

　塩田は俺の中から自分の物を抜き取ると、自らの手の中で達する。息が整うまでは、満腹感に似た満ち足りた気分でいられたが、塩田の体が離はなれると同時にそれは徐じよ々じよに萎しぼんでいく。

　塩田が口を縛しばって捨てる前に、半はん透とう明めいのゴムの中に溜たまった白はく濁だくを見たら、何故なぜだか急に虚むなしくなった。終わってしまえばキスをする理由もない。もっとしておけば良かったと、僅わずかに呼吸を乱す男の唇を見ながら後悔した。







　金曜日、曇くもり。一度寝ねたぐらいでは何も変わらないし、それを期待しているわけでもない。

　そもそも俺だって、一度限りで終わりにした相手はたくさんいた。相性が良くても、後々面めん倒どうになりそうな相手は回かい避ひする。だから一いつ緒しよの家にいるのに塩田が俺を再び誘さそわないのは、そういう理由なんだろうと割り切っていた。もしくは良くなかったとか。

　───痛いって連発したし、マグロだった自覚もあるし。良い所なんかなかっただろうな。

　あんなに痛い痛いって言われたら萎なえるよな、と思わず溜ため息いきを吐いて雑草を毟むしる。

　今日の仕事は数年前からうちの顧こ客きやくである企き業ぎようの中庭の手入れだ。剪せん定ていも仕事の一部だが、今回は雑草取りの方の比重が大きい。日照条件が悪いせいで病弱になってしまった植木の代わりに、雑草だけは元気だ。花か壇だんと歩道の隙間の僅かな場所に生えたノアザミの長い根を見て、もしかしたら都会の道路の下はびっしりと植物の白い根に覆われているかもしれないと、空想をしてみる。そのうちそういう下らない空想も尽つきて、思考は望むと望まざるとにかかわらず内向的になっていく。単純作業をしていると、二週間近く前に寝た男の事を考えてしまう。

　今度大きな仕事をするらしく、このところ塩田はいつも忙しそうだ。流石さすがに朝は俺よりも遅おそいみたいだが、帰ってくるのは日付が変わるかどうかという時間帯だった。

　それでも週に何度かは一緒に酒を飲むし、体からはクチナシの香かおりがする。という事は暗室を使ってるという事だ。仕事では使わないと訊いているから、趣しゆ味みに割く時間はあるのだろう。

　───なのに誘って来ないのは、そういう事だよな。

　それまでは散々セクハラめいた事をしていたが、一度触れたら満足したのかもしれない。

　俺の部屋のドアは、あの日以来ノックされる事はなかった。自分から誘えばいいんだろうが、「抱く」ならまだしも「抱いて欲しい」と言うのは抵てい抗こうがある。そんな事を考えながらひたすら雑草を引き抜いていると「おい、休きゆう憩けいだ」と祖父に声を掛かけられた。

「はい」

　雑草をビニールのゴミ袋ぶくろに入れて縛ると、ビルを挟んで反対側の庭で作業をしている職人仲間に声を掛けるために小走りでそちらに向かう。長なが袖そでの白いラウンドと乗馬ズボンに地じ下か足袋たび、藍あい色いろの手て拭ぬぐいタオルを頭に巻いた格好はオフィス街では目立つ。休憩の知らせを受けて、先輩達は次々に手を休めた。

　休憩中は自由行動だが、近くにあるコンビニは限られているので外食組はぞろぞろと連れ立つように歩いた。どこか店を探すよりも、さっさと弁当でも買って体を休めたいのだろう。

「マサキ」

　不意に、声を掛けられて振り返る。背後に居たのは西垣さんだった。こんな所で出会ってしまった偶ぐう然ぜんを嘆なげくと同時に、あんな事をして平然と声をかけて来れる男の厚顔ぶりに呆あきれる。

　先輩達は西垣さんを見ると「先行ってるよ」と口にして、コンビニの方に行ってしまった。

「休憩？」

「そうだけど」

　あんな事をした相手に敬語を使う必要はない。素っ気なく答えたが、西垣さんに動じた様子はなかった。考えてみれば、今までだってこの人を動どう揺ようさせられた例ためしなんてない。

「俺も丁度お昼食べようと思ってたところ。一緒に食べない？」

　目の前の柔にゆう和わな顔を見つめる。一緒に食事なんて、一体何を考えてるんだ？

「塩田と俺の間にあった事も話しておきたいし」

「……興味ない」

　思わずそう口にすると、西垣さんは「そう言わないでよ」と寂さみしげな顔をする。

　その顔に騙だまされては駄だ目めだと、視線を逸そらす。

「真咲が、食事に付き合ってくれたら孝理のカメラの事を思い出すかも」

　今からでも先輩達を追い掛けようとしたときに、呟つぶやくように西垣さんが言った。

「塩田のカメラって、形見のやつか？」

「交差点のすぐ先に、美味おいしい店があるんだよね。付き合ってくれるでしょ？」

「付き合ったら、思い出すのかよ？」

　緩ゆるく笑う顔を見ながら、腕うで時ど計けいに目を落とす。

　休憩時間はまだ充じゆう分ぶんあるが、西垣さんから情報を引き出すのに足るかどうかは分からなかった。けれど塩田が今もカメラを捜している事は知っていたので、仕方なく西垣さんのうさんくさい誘いに乗って歩き出す。案内された店はテラスのあるカフェだった。

　食事をしているのはスーツ姿や私服の客ばかりで、地下足袋に作業着は自分しかいなかった。新品ならまだしもところどころ汚よごれているので、余計に居い心ごこ地ちが悪い。

　注文した後で早くも西垣さんの誘いに乗った事を後こう悔かいしながら、当初の目的を果たそうと「カメラは、どこにあるのか知ってるの？」と訊きいた。

「俺の友達がまだ持ってる。名前が入ってたから、売ると足が付くって気付いたみたい」

　自分のせいでもあるのに、まるきり他人ひと事ごとみたいな口調に苛いらついた。

　初めて会ったときからそうだ。身近な出来事でも、まるでどこか遠い国の話みたいに語る。自身が体験した事でも、見知らぬ誰だれかの身に起きた事のように話す。

　当時はそういうところも魅み力りよく的に思えたが、今は反感しか覚えない。

「そいつの名前、教えろよ。俺が直接取り返す」

「マサキは強いもんね。俺が絡からまれた時も簡単に追い払はらってたよね。相手は体格の良い二人組だったのに。毎日体動かす仕事をしてると、強くなるのかな。何人なら闘たたかうのを諦あきらめる？」

　欲しい答えをわざとはぐらかす男を、睨にらみ付ける。

　西垣さんは笑みを消さないまま俺の視線を受け止めて、運ばれてきた料理を一いち瞥べつした。

「名前は？」

「名前は忘れちゃった。孝理に教えた筈はずだから、向こうから訊いて。でも名前が分かっても、どうすることもできないけど。向こうからは連れん絡らくはくるけど、こっちからは連絡できないんだ」

　西垣さんはそう言うと紅茶の入ったカップの取っ手に指を絡める。

　結局、知りたい情報は得られないって事だ。はめられた事を悟さとって立ち上がろうとも考えたが、西垣さんがわざわざ思わせぶりな態度をとってまで俺を引き留めた理由が気になった。それに金を払うのに何も食べないのも馬ば鹿かみたいで、頼たのんだチキンのサンドに手を伸のばす。

「俺に話しておきたい事って何？」

「誤解してるかもしれないと思って。孝理と俺の関係。俺達の間には何にもないって事、教えておいてあげようと思ったんだ」

「……どうして？」

　塩田からは再三「悪い大人に騙されるんじゃないか」と言われてきたから、警けい戒かいして問いかける。流石に俺も、西垣さんが善意だけでそんな話をしてくれたとは思えない。

「だって、マサキは孝理が好きだから。悩なやんでるんじゃないかと思って」

「俺、西垣さんの事はもう信用できないんだけど」

「別に信用してくれなくてもいいよ。それだけの事しちゃったから」

　西垣さんは俯うつむいたまま笑った。笑顔なのにひどく寂さびしそうに見える。

「どうして、塩田の事が好きなのに他の男を連れ込んだの？」

　西垣さんは俺の質問に「嫉しつ妬として欲しかったのかな」と呟く。

「孝理は父の弟子だったんだよ。高校行きながら師事して、卒業後はバイトで事務所に入って、俺はその頃ころまだ中学生だった。反はん抗こう期だったのかな、親がカメラばかり弄いじってたから余計に自分はそんな物に興味はないって思い込んでた。でも、孝理の写真を見て変わった」

　今まで何を話しても他人事みたいだった口調が、初めて実感を伴ともなった物に変わる。

「世界観が濃のう縮しゆくされた一枚を見て、自分が思っていたよりもずっとカメラが奥深い物だって知って、それから父にカメラを借りて色々撮とるようになった。孝理は頼めば何でも教えてくれたから、学校が終わった後は事務所で孝理が暇ひまになるのをずっと待ってた」

　夢見るような目を見て、言葉を挟はさめなくなる。若い頃の塩田も、その頃の西垣さんも想像できなかった。自分の知らない塩田を西垣さんが知っているというのは、あまり面白くない。

「孝理はそのうち独り立ちして事務所を出た。有名になって、事務処理が面めん倒どうになってまたうちの事務所に戻もどってきたけどね。元々格好良かったけど、久ひさし振ぶりに会ったら前よりもずっと格好良くなってて、それで……誘さそったんだ。孝理が男も平気なのは知ってたから」

　熱っぽい口調が冷えていく。他人事のように茫ぼう洋ようとしたものに戻った。

　だけど俺の方はその告白を聞いて、かっと頭の中が熱くなる。心臓のリズムが変わったのが、手を当てなくても分かった。先を聞くのは怖こわかったが、口を挟まずにじっと続きを待つ。

「でも孝理は乗って来なかった。俺のこと、そういう対象には見られないんだって」

　塩田はずっと、西垣さんの事を好きだと思っていた。少なくとも体の関係はあると確信していたから意外だった。ひっそりと詰つめていた息を、ばれないようにゆっくりと吐はき出す。

「父の息子むすこだからか、それとも子供の時を知ってるからかは分からないけど。でも、拒絶されてもずっと気持ちは孝理にあったんだよね」

　腕時計に目を落とす。そろそろ行かなければならない。結局、カメラの行方ゆくえは分からなかったが、話を聞けて良かった。あの夜、西垣さんが突とつ発ぱつ的に俺に向けた悪意が理解できた。

　共感はできないけれど、納得はできる。

「でも、だったらなんで俺を家に住まわせたんだよ？」

「知りたかったんじゃないかな。孝理がマサキを抱だこうとするのかどうか。もしも孝理がマサキを抱くなら、諦められると思ったのかも。マサキと俺は全然タイプが違ちがうから、そういう毛色が好みなら仕方ないって。でも、マサキは俺一筋だから拒絶すると思ってたけど」

　笑いながら告げられる。塩田には甘いって言われるだろうが、その顔を見ていたら怒いかりが失せた。この人は確かに捻ひねくれているけど不器用なだけなんだ。自分の気持ちの終わらせ方が分からなかったんだろう。それで色々な方法を試してみたんだ。嫉妬させようとしたり、第三者を使ったり。だから複雑になってしまったけど、全ては〝失しつ恋れんを認められなかった〟という単純なところに起因してる。

「でも、今はマサキと孝理が上手く行けばいいと思ってる。そしたら今度こそ諦められる気がする。それにマサキにはまだしばらく仲良くして欲しいな。俺が何とかカメラを取り返すから、それをマサキから孝理に渡わたして欲しいんだ。それをせめてもの罪つみ滅ほろぼしにしたい」

　西垣さんの言葉はかつて聞いたなかで一番真しん摯しだった。

「一つ、聞きたいんだけど。今日、会ったのは偶然なわけ？」

　俺が伝票を持って立ち上がると、西垣さんは唇くちびるの両りよう端はしを引いて明るく笑った。

「偶然だよ。この近くにうちの事務所があるんだ。噓うそだと思うなら、孝理に聞いて」

　噓を言っているようには見えない。だから「カメラが見つかったら電話して」と告げる。

　西垣さんは初めて見る泣きそうな顔で「ありがとう」と微笑んだ。

　その日の夜、珍めずらしく家に帰ってきた塩田と一いつ緒しよに夕食をとったが、西垣さんの事は切り出せなかった。会った事を話せば、会話の内容にも触ふれられるだろう。西垣さんは自分の感情を塩田に知られたくないかも知れないと思うと、俺が勝手にべらべら喋しやべるのは気が引けた。

「真咲？」

　名前を呼ばれてはっとした。無意識にじっと塩田を見つめていた事に気付いて焦あせる。

「疲つかれてるのか？」

「そういうわけじゃないけど、ちょっと考えてた」

「何を？」

「なんか……携けい帯たいに男友達から連絡入ってて、今夜ホテルに誘われてるんだけど、明日あした仕事で早いからどうしようかなって。会ったら、朝まで離はなしてくれそうにないし」

　男友達から連絡が入ったのは事実だ。片手では足りない程度にベッドを共にした相手で、年上の優しい男で、甘えさせてくれて癒いやしてくれる。体の相性もいいし、お互たがい割り切っているから駆かけ引きはしなくて良い。だから誘いを掛かけられて断った事は一度もなかった。今までは。

「明日の仕事も今日のところか？」

「違うけど。どうしてそんな事訊くの？」

　なんでホテルじゃなくてそっちに食いつくんだよ、と思いながら目の前の男を見る。

　西垣さんが男を連れ込んで浮うわ気きした気持ちが分かった。今の俺みたいに嫉妬して欲しくて色々サインを出していたのに、全部スルーされて行き着くところまで行ってしまったんだろう。

「明日もそうなら昼飯でも誘おうかと思って」

「……なんで？」

　もしかして今日、西垣さんと会っていたのを見られていたのかと内心びくつきながら訊たずねる。

「事務所が近いんだよ。何度か行き来する最中に、お前が働いてる姿が見えた」

　それを聞いて、少しほっとした。西垣さんが言ったのは本当だったのだ。

「明日は、別のとこ。知り合いの材木屋から間かん伐ばつ材を貰もらう予定なんだけど、その材木屋が結構遠くて、だから朝早く起きなきゃなんだよ」

「それなら今夜は、出来るだけ早く帰れるといいな」

「行くとしたらな……、まだ決めてないから」

　男友達の話なんてしなければ良かった。塩田の中で俺は特別じゃないと分かって気分が落ちる。西垣さんは俺と塩田が上手く行ったらなんて言っていたが、その日は永遠に来ないんじゃないだろうか。折角誘われたのに、悩まず断った事を少し後こう悔かいする。

「俺も今夜は戻らない」

　それを聞いて、今夜はいつものようにビールの瓶びんが食しよく卓たくに上っていない事に気付く。

「あんたも夜遊び？」

　同居が始まったばかりの頃、毎晩頻ひん繁ぱんに飲み歩いていた姿を思い出して問いかける。

　他の誰だれかに手を出すぐらいなら俺に触れろよ、と絶対に声に出来ない事を胸の中で呟つぶやいた。

「仕事だ。来月からカナダだからその事前準備が色々あるんだ。またしばらく乾かん燥そう食かレトルトばかり食べる羽目になる」

「カナダなのに？」

　仕事だと聞いてほっとした。見知らぬ誰かに嫉妬しないで済む。

「カナダの湿しつ地ち帯だ。コンビニやファストフードがあると思うか？　しばらくはまたテント暮らしだよ」

　一度も日本を出た事がないし、湿地帯にもカナダにも詳くわしくないから、いまいちどういう場所なのか想像できない。

「そこはやばいのいないの？」

　塩田の体に残る傷の感かん触しよくが一いつ瞬しゆん指先に蘇よみがえる。また危険な所に行くのだろうか。

「やばいの？」

「鰐わにとか」

　湿地帯に熊くまがいるかどうか分からないので、水辺に生息してそうな動物を例に出す。

「カナダだからな。いたとしても虫の息だろ」

　鰐なのに虫の息って、なんで？　首を傾げると塩田が小さく笑う。

　嫌いやみを感じない笑い方を見て、じわりと胸の内側が熱くなる。

「どれぐらい行くわけ？」

「二ヶ月。ついてくるか？」

　冗じよう談だんだと分かっているのに、肯うなずきそうになる。随ずい分ぶん先まで会えないと知ったら、苦しくなった。やっぱり寝ねなきゃ良かった。こいつの匂においや肌はだの感触を覚えているのに、実物が居ないなんて耐たえ難い。一緒に暮らす二月と一度も会えない二月では、過ぎる速さも違うんだろう。

「行くって言えば連れてってくれるの？」

　その疑問に塩田は「真咲の顔が二ヶ月も見られないなんて寂さびしいから」と口にする。

　俺の気持ちを知っていてからかっているのか、それとも同居人としてでもそう思ってくれているのかは分からない。自分に気があると思えるほど、ポジティブにはなれない。

　もしそうなら、とっくに二度目のベッドを誘われている。

「俺にも大事な仕事があるから」

「楽しそうに仕事するよな、お前」

　そう言われて意外だった。勿もち論ろん手は抜ぬかなかったが、今日の仕事はお世辞にも楽しい物じゃなかった。どこを見てそう感じたのか、疑問に思っているうちに塩田が椅い子すから立ち上がる。

「じゃあ、留守番を頼たのむ。お前、どこか危ういから一人にするのが心配だな」

　それが今夜の事を指すのか先の二月の事を指すのかは分からなかったが、肯いてテーブルの上の皿をシンクに運んだ。塩田が料理をしてくれる日は、洗い物は手伝うようにしていた。

　食器を片づけるために背中を向けたまま作業をしていると、塩田の部屋のドアがバタンと閉まる音が聞こえた。鍵かぎが掛かる音は聞こえない。

　───行くなって、言って欲しかったな。他の男の誘いなんて断れとか。

　洗い物を終えてリビングの電気を消してから、自分の部屋と向かい合わせにある塩田の部屋の前で立ち止まる。一度、塩田の部屋のドアに手を掛けた。

　けれど結局、開く事は出来ずに自分の部屋に入る。気持ちを隠かくさずに甘えれば、あと一回ぐらいは出来るかも知れない。セックスまでしたのに何も変化のない関係を虚むなしく感じた。だけどもし本気で好きだと言ったら、塩田は手を出して来ないかもしれない。

　重いのは、きっと嫌がる。俺が今までの相手に対して、そうだったみたいに。

「うまくいかないな」

　せめて体だけでも求めてくればいい、と情けない気持ちで自分の体を見下ろす。

　どうせ抱だかれるならもっと経験を積んでおけば良かったと後悔する。いや、塩田以外に触れられたって、きっと上手く出来なかった。抱くのと抱かれるのは違ちがう。好きじゃない男に抱かれるなんて、想像しただけで吐はき気けがする。好きな相手と繫つながる幸福を知った今、もう他の奴やつとはできない。したくない。

「俺はあんたじゃなきゃ駄だ目めなのに、あんたは他の奴でも良いなんて狡ずるい」

　二つドアを隔へだてた所にいる男を詰なじる。だけど責任を取って欲しいなんて、男同士でそんな事を考える俺の方が、どうかしているのかもしれない。













　金曜日、雨。朝から酷ひどい風と雨のお陰かげで、仕事は休みだった。東北の方は暴風域に入ったらしい。低気圧が北海道辺りにあり、南下していると携帯から流れてくるラジオが教えてくれた。

　この分だと明日の仕事もどうなるか知れない。天候任せの仕事はこういう所が厄やつ介かいだ。

　仕事の都合上、俺が私用で出で掛かけるのはいつも雨の日ばかりだ。折角の休日ではあるが、今日は祖母に重箱を取りに来るようにと言われている。

　───でも、あいつ今日帰って来るのかな。来なかったら全部俺が食う羽目になるんだけど。

　ここ二日ほど、塩田は家に帰って来ていなかった。たまに家に居るときもひっきりなしに電話が鳴るので、忙しいのだろう。その度に塩田はいつも少し面めん倒どう臭くさそうな顔で携帯に手を伸のばす。

『留守にする間、暗室は勝手に使っていていいから』

　珍めずらしく家に居た日にそう言われて曖あい昧まいな返事をして、いなくなる準備を進めている男を眺ながめた。結局使わなかったデジカメの他に、塩田が祖父の物と間ま違ちがえて買ったフィルムカメラも貰ったが、いざ撮とろうとすると何を撮ればいいのか分からない。

「塩田の写真見ると才能の違いを思い知らされて、やる気なくなるんだよな」

　それでも共通の話題があれば話はしやすい。このままそうやって友達みたい同居人という立場を保つのも、今は悪くないと思えた。

　塩田が撮影から帰ってきて、その時に覚かく悟ごが出来ていたら言えばいいと考えて、今は何も言わない事に決めた。けれどたまに感情が溢あふれそうになる。二人きりのときや、塩田の指が自分の近くで動くのを見る度に。触ふれるのか、触れないで、触れられたらどうしよう。自ら誘さそいをかけて西垣さんみたいに拒きよ絶ぜつされるのは怖い。一度目よりも絶対によく出来る自信もない。

「正直性せい欲よくとかじゃなくて、触さわりたいってだけなんだけど。普ふ通つう、いい大人が友達同士でべたべた触らないよな」

　塩田はたぶんゲイじゃないから、同性と寝られても終始べたべた触れられるのは嫌だろうし、俺だってどんな顔で触れて良いのか解らない。最初の頃ころみたいにからかってくれればいいのにと思いながら、ライダースジャケットを着てマンションを出る。建物の陰かげから出ると、強い風に頰ほおを叩たたかれた。

　バイクに跨またがっていつもと同じ会社までの道を走る間、雨足はますます強くなった。メットを滑すべる雨が鬱うつ陶とうしい。濡ぬれたマンホールに注意して、手を入れた方がいい街路樹の脇わきを抜ける。

　会社に着く頃には、服の隙すき間まから入った雨のせいで内側が蒸れていた。

　メットを外してハンドルにかけると、ジャッと音を立ててファスナーを下ろして駐車場を出る。祖父母の家の玄げん関かん扉とびらを開くと、そこには祖父とも祖母ともサイズの違う革かわ靴ぐつが置いてあった。

「客？」

　物音に気付いて出てきた祖母に口パクで尋ねると、祖母は庭に面した客間の方に目を向けて「先生が見えてるのよ」と少し困った様子で答えた。

　懇こん意いにしている県議会議員か市議会議員だろう。二人とも盆ぼん栽さいの腕うでを競っているので、祖父の許もとにはよく相談に来る。それにしても、この暴風の中をわざわざ足を運ぶなんて凄すごい。

「酢す飯めしが冷めるまでもう少しかかるから、その間お重に詰つめるのを手伝ってくれる？」

　得意先に配っている会社名の入ったタオルを受け取って肯く。濡れた髪かみを拭ふいて、居間を通って台所に行くと、柿かき渋しぶで飴あめ色いろに染められた木のテーブルの上に、重箱と料理が並んでいた。

「ここまで本格的にしなくても良かったのに」

　帰ってくるか分からない男の事を考えてそう言うと、祖母は「可愛がられる人間っていうのは、御お礼れいがちゃんと出来る物なのよ。これからも可愛がって貰もらえるように、こういうのはきっちりしておきなさい」と、胡ご麻まを散らした酢飯を団扇うちわで扇あおぎながら俺を諭さとした。

　可愛がる、という言葉が別の意味に聞こえて一人で動どう揺ようする。稲荷いなり寿ず司しを手早く作る祖母の横で、不ふ埒らちな記き憶おくを追い払はらいながら黒くろ塗ぬりの箱の中に、少しずつ料理を詰めていく。

「ホームページを作ってくれた人には何もしなくていいのかしら」

　不意に祖母に聞かれて、「そっちは平気だと思う。知り合い割引してもらったけど、料金は一応払ってるし」と答える。塩田が良いと言っているのだから、構わないのだろう。

「真咲にはそういうお友達がたくさんいるのね。本当は、そういう事がしたかったの？」

　思ってもいなかった事を訊きかれて驚おどろいて顔を上げる。

「息子むすこが二人とも継つがなかったでしょ。だからもう諦あきらめてたのに高校を卒業してすぐに真咲がうちに来てくれて、とっても嬉うれしかったけど、本当は何か他にやりたい事があったんじゃないかって、たまにあの人と話すのよ」

　祖父がそんな風に思っていたなんて知らなかった。中学の頃に、上の兄貴達も従兄弟いとこも祖父の家を継がないと聞いて、なんとなく当たり前のように自分が継ぐ物だと思い込んでいた。進路に迷った事は無かったし、特に嫌だとも思わなかった。

　今だって腋えき芽が取りや大木の剪せん定ていが好きだとか、飛び石を敷しくのは重いし面めん倒どうで好きじゃないとか、細かい仕事内容に関する好き嫌きらいはあるが植木職人という仕事自体は気に入っている。

　サイトやパンフレットが上手く成功したお陰で、最近は営業を掛かけるのも楽しい。

「俺、仕事好きだよ。まだ全然、新米だけど」

　正直にそう言うと、祖母は俯うつむいたままほっとしたように口元を綻ほころばせる。

「そう、良かった」

　一番下の段に巻まき寿司と稲荷寿司を詰めて、全部で三段の重箱を厳重にラップと風呂ふろ敷しきで包み、慎重にバックパックに入れた。帰るときに、客間の方から楽しそうな声が聞こえる。

　玄げん関かんまで見送ってくれた祖母に「大変だね」と小声で告げて、客間の方に目め配くばせする。

　折角の休日なのに、顧客が家まで押し掛けて来るなんて面倒だ。しかし祖母は仕方ないというニュアンスの溜ため息いきを吐いて「お互い様なのよ」と笑う。

「先生は盆栽の自じ慢まん、あの人は真咲の自慢。どっちもどっちで、案外楽しんでるのよ」

「俺、じいちゃんに褒ほめられた事ないけど」

　声に出してから、そう呼ぶのは何時いつぶりだろうと思った。仕事をはじめてからは、社長や親方という呼び方しかしていない。

「そりゃあ、本人には言わないわよ。だけど言葉にしないからって、そう思ってないわけじゃないの。そういうもんでしょう？　男の人って」

　祖母の言葉に確かにそうかも、と擽くすぐったい気持ちで家を後にした。

　雨足は先程より弱くなっていたが、一時的かもしれないと早々に家路を辿たどる。風に煽あおられて、一度スリップしかけた。対向車も後続車もいなければ倒れてもすぐに起きあがればいいが、今日は重箱を背負っているので転ぶのはまずい。時速数十㎞でスライドしたら、バックパックの中が大だい惨さん事じになる。それだけは避さけたい。だから寄り道もせずに、真っ直ぐ帰ってきて数時間前に使ったばかりの駐車場にバイクを収めた。

　乗り換かえる気はないが、こういう日はバイクよりも車の方が、ずっと安全で魅み力りよく的に見える。

「でも、塩田が帰って来なかったら意味ないよな。この料理っていつまで保つんだろ」

　この季節は植物も食べ物もすぐに悪くなる。だけど忙しいのを知っているから、料理のためにわざわざ帰って来いなんて言えない。そんなことを考えながら、部屋に帰る。

　玄関に塩田の靴くつはなかった。バックパックから取り出したお重を、一応冷蔵庫に仕し舞まう。

　いつも一定数入れてあるランパントがついたビールの本数が減っていた。もうすぐ出掛けるから、買い足してないのだろう。出国の日までには空っぽになるのかと考える。たった二月だ。でもどうせ帰ってきてからもまたすぐに仕事で居なくなるのだろう。

「あいつ、なんで俺のこと家に置いてんのかな。何ヶ月も留守にして、その間他人に家を任せて平気って、どういう神経してんだろ」

　西垣さんの件で懲こりたんじゃないのかよ、とここにいない男に尋たずねてみたくなった。

　外は雨で、する事がない。出掛けるのも億おつ劫くうで何もない部屋に行く気にならず、ふらふらと誘われるように暗室に入る。蛍光灯を点つけていれば、普通の部屋と変わらない。

　天てん井じようの近くに透とう明めいな硝子ガラスの戸が嵌はめられた棚たなが取り付けられていて、その中に四角く無骨にすら見える瓶びんが置かれていた。中に入っているのはクチナシの香水だ。

　なんとなくそれを取って手に付ける。甘くて爽さわやかだが、塩田が付けていた時の匂においと違ちがう。

　あいつの匂いはもっと、と考えて瓶を元に戻もどす。香かおりを嗅かいだだけで発情しそうになって、慌あわてて部屋を出る。思春期みたいな反応に呆れながらも自分で処理しようと、バックパックを持って部屋に向かう。その時に携けい帯たいが音を立てた。画面に映し出された番号を見て、瞬しゆん間かん的に内側で沸わき上がった熱が、急速に冷えた。

「はい」

『ああ、真咲か。写真家の人にはこれから会うのか？』

「そうですけど……」

　祖父の声はいつもより陽気だった。たぶん酒が入っているのだろう。

『宜よろしく伝えておいてくれ。それからな、県議会議員の先生も御礼を言っていたって、くれぐれも宜しく伝えておいて貰えるか？』

　結局、祖父の用件はそれだけだった。しかし通話を切っても、先程の気分にはもう戻れない。

　ほっとしたような、すっきりしないような何とも言えない気持ちで、携帯を弄いじる。

　祖母の手料理という大義名分があるのだから、帰ってくる日を聞くぐらいは鬱陶しく無いだろうと考えて、塩田の番号に電話した。しかししばらく鳴らしても出ない。

　仕方ないので通話を切り、一時間以上経ってからかけ直そうと、携帯をベッドに投げたところで着信音が響ひびく。慌てて取ると、ノイズ混じりに塩田の声が聞こえた。

「大した用じゃないんだけど、今日……帰って来る？」

　用件を訊かれて声を上うわ擦ずらせながら尋ねる。数日ぶりに声を聞く程度の事で、動揺した。

『今日は無理だな。どうして？』

「その、うちの社長が写真の事気にしてて、ばあちゃんがせめてもの御礼にって重箱作ってくれて。それで、あんたが帰って来るのか気になったんだけど」

　要領を得ない話し方は緊きん張ちよう故だ。塩田相手に緊張するなんて、三ヶ月前なら想像もつかなかった。

『わざわざ悪いな。それなら八時頃ごろに一度帰る』

　塩田がそう言って電話を切ろうとしたから、慌てて「待って」と切り出す。

「忙いそがしいなら、俺が事務所まで持っていくけど？」

『風が強くて危ないから、来なくていい』

「忘れてるみたいだからもう一回言うな。俺、二十三だから。この程度の風で外出禁止とかないし。自分で判断してバイクが無理そうなら地下鉄かタクシー使えるから」

　語気を強めると、同居人は『心配してるだけで子供扱あつかいしてるわけじゃないだろ』と笑いを含ふくんだ声音で口にする。心配してるって事が即すなわち、子供扱いしてるって事だろ。

「とにかく、八時に事務所行けば良いんだろ？　俺、詳くわしい場所分からないからその時間連れん絡らくつくようにしておいて」

　相手の反論を許さずに予定を組む。

『分かった。来るなら序ついでに、俺の部屋にあるオーロラの写真集も一冊持ってきて欲しい』

「勝手に入っていいの？」

『真咲ならいいよ』

「信用しすぎじゃね？」

　茶化しながらも嬉しかった。携帯を耳に当てたまま、塩田の部屋に入る。広い部屋を仕切る棚に近づいたが、写真集らしき物はない。電話の向こうに問いかけると、箱の中だと言われて棚の一番端はしにある箱を引っ張り出す。中には何冊か写真集が入っていた。

　目当ての物を見付けたと告げると『じゃあ、八時に』と言われて通話が切られる。

　最後はわりと強引だったが、もしかしたら忙しいのかも知れない。

「これは、見たこと無いな」

　塩田が写真家だと知った後で、暇ひまを見て本屋に通っては一冊ずつ写真集を買っていた。

　本人に見つかったら恥はずかしいから、それらはクローゼットの奥に厳重に仕し舞まわれている。

　まだ八時には時間があった。興味を覚えて近くのデスクに携帯を置き、薄うす暗ぐらい部屋の明かりを点けて、手に持った本の頁ページを捲めくる。野生動物を追った写真集ばかり見ていたから新しん鮮せんだった。

　ゆらゆら揺ゆれるオーロラの連続写真は、音楽でも奏でているようだ。巻末には塩田のコメントも載のっていた。そこには面白い事が書いてあった。

〝本当に綺麗な光景や、一番大事な物は勿もつ体たいないから撮とらない。記き憶おくにだけ焼き付ける。〟

「カメラマンがそんな事言っていいのか？　植木屋が一番良い木は売らないって言うのと同じだよな。シュロ縄なわで首絞しめられるレベルだと思うけど……」

　首を傾かしげながら、不意に以前塩田が俺の事は撮らないと口にしたときの事を思い出す。

「いくらなんでも、それは好意的に解かい釈しやくしすぎだろ」

　どうも俺は、物事を自分の都合の良い方に考える癖くせがある。最後の頁まで見た後に、箱に入った他の写真集に気付く。持っていない物を選んで読んだ。何冊か読み終わって、顔を上げたときに、不意に時計が目に入った。短針が七時を過ぎている。

「う、わ」

　写真集に没ぼつ頭とうしていて、時間を忘れていた。慌ててオーロラの写真集を摑んで部屋を出る。

　引っ張り出してしまった他の本は、帰ってきてから片づける事にして台所に向かう。

　冷蔵庫から取り出した重箱をバックパックに入れようとして、窓から外を見た。雨は止んでいるが風は強い。バイクで行けない事はないが、塩田に電話で自己判断できると言ってしまった手前、この強風でバイクを使ったら渋しぶい顔をされる気がする。

「……地下鉄で行くか」

　手で持つなら、わざわざバックパックに入れる事はない。手持ちのナイロンバッグに重箱を入れて、その脇わきに濡れないようにビニールで覆おおった本を詰つめる。傘は役に立ちそうもないので、持たずに駅に向かい、雨から逃げるように地下鉄に乗り込み先日手入れした会社のビルの最寄り駅で降りる。地上に出る階段を上りながら、そろそろ電話してみようと携帯を捜したが、見つからない。

「デスクの上に置いたままだ……」

　その事実に気付いて、頭が痛くなる。

　今から携帯を取りに家に戻ったら、確実に八時には間に合わない。約束まであと十分だ。

　どうすべきかと悩なやんでいたときに、電話ボックスが目に入った。今まで一度も使った事のないそれに、後光が差して見える。中に入って、棚に持っていたナイロンバッグを置いた。

　当然塩田の番号は覚えていないが、大まかな住所と事務所名を告げて案内サービスで番号を調べる。メモを取る物が何もないので、口の中で復唱しながら一度受話器を置いて再度掛かけた。

　数コールで繫つながり、電話の相手が事務所名を言ったのを聞いてほっとする。

「あの、塩田さんいますか？　届け物持ってきたんですけど」

『もしかしてマサキ？』

「……西垣さん？」

　どうして西垣さんが、と思ってから事務所の名前に〝西垣〟と入っているのを思い出す。

『孝理に届け物って？』

「写真集持ってくるように言われてて。それから、飯も」

『こっちにはいないから、多分もう一つの方だと思うよ。うち事務所が二カ所にあって、近いんだけど違うビルなんだよ。場所分かる？』

　分からないと言って現在地を告げると、西垣さんは丁てい寧ねいに場所を案内してくれた。

『荷物届けるだけなら、すぐに終わるかな？　実は孝理のカメラが見つかったんだ。俺からは渡せないから、マサキにお願いしたくて。今日時間あるなら、取りに来て欲しいんだけど』

「分かった。じゃあ、終わったらそっちの事務所に寄るよ」

　西垣さんのいるビルの場所を聞いて、通話を切って指示された通りに進むと、目的のビルに辿たどり着く。階数表示板の中に事務所の名前を見付けてほっとしてエレベータに乗り込んだ。目的の階まで辿り着くと、丁度目の前のドアが開いて塩田が出て来た。俺と目が合うと、塩田は口元を弛ゆるめる。

　どうやら、無事に着けるか心配されていたようだ。やっぱり子供扱いされている。

「ちょうど駅まで迎えに行く所だった。よく場所が分かったな」

「その……西垣さんに教えて貰もらって」

　携けい帯たいを忘れてきた失敗談は、語りたくない。だから西垣さんに教えて貰った理由は言わなかった。それが悪かったのか、塩田は西垣さんの名前を聞いた途と端たんに不ふ機き嫌げんになる。

「まだあいつと繫がってるのか。やめろって言っただろ？」

　基本的に塩田は怒おこらない。唯ゆい一いつ、俺と西垣さんが関わるときだけ苛いら立だちを顕あらわにする。以前部屋で俺があの人を押し倒たおした時も、今みたいに機き嫌げんの悪い顔をしていた。

「別にそんなんじゃないけど。でもあんたが言うほど嫌いやな奴やつじゃないと、思うけど」

　西垣さんの気持ちを知ったから同情してしまう。今回だってカメラを取り返して、塩田の手に戻もどそうと努力した。こいつは知らないから仕方ないが、知っている俺まで悪あし様ざまには言えない。

　二人きりの廊ろう下かで、目の前の男が呆あきれたように吐はき出した溜ため息いきの音がやけに響く。後ろめたい事をしたわけでもないのに、そういう気分になる。

「カメラの件は確かに西垣さんが悪い。でも、それ以外であんたがあの人の事を嫌きらう理由はないだろ？　大体、いくら頼たのまれたからって自分の事を好きだって言ってる人を家に住まわせるのは、無神経だと思う。だから西垣さんもあんな風に……」

「真咲」

　塩田が鬱うつ陶とうしそうに俺の話を遮さえぎる。こんな風に言葉を止められるのは初めてだ。

　苛立った表情の男を見て、何がそんなに目の前の男を怒らせたのか分からないまま口を噤つぐむ。

「あれに騙だまされて、また痛い思いしたいのか」

　ふっと塩田が近づいてきたと思ったら、そのまま壁かべとの間に追い込まれる。体が触れた。塩田の匂においがする。汗あせや埃ほこりの臭においとも、クチナシのそれとも違ちがう。

　好きな男の匂いに体の芯しんが痺しびれそうになったときに、掌てのひらでソレを撫なでられた。思わず短い息を吐き出す。いきなり触れられて驚いていると、塩田の唇くちびるが耳元に押し付けられた。

「セックスがしたいなら、俺が相手をしてやる。それでいいだろ？」

　塩田の心ない台詞に頭の芯がすっと冷える。

　気持ちを隠かくしたのは踏ふみ躙にじられたくなかったからだ。それでもこんな風に粉々にされるなら、最初から当たって砕くだけてしまえば良かったと思った。

「俺はそんなの望んでない。あんたとはもう、二度としない」

　持っていたバッグを押し付けて、エレベータに逃にげ込む。

　強請ねだったら、好きだと言ってくれた。今度は体まで与あたえてくれるそうだ。でも、欲しいのはそれじゃない。俺が想うのと、同じぐらいの強さで想って欲しい。無感動な瞳ひとみを熱っぽく潤うるませて欲しかった。そして、その網もう膜まくに映りたい。現実味のない下らない空想。

　手に入らない物を何時いつまでも欲しがってしまうから、子供だとか甘いとか言われるんだろう。

　だけどどうやったら欲しい物を諦められるかなんて、俺は知りたくもない。







　天気は相変わらず安定しない。強い風には時折雨が混じって、タクシーの窓を叩たたく。横に座る西垣さんは、窓の外をいつもの凪ないだ眼で眺めている。

　あの後西垣さんがいる事務所に寄って、少し話をした。俺の異変を見み抜ぬかれて、塩田と下らない事で揉もめたと正直に打ち明けた。だけど原因に関しては黙だまっていた。

　流石さすがに本人を前にしてそんな事は言えない。それでも話すことで大分落ち着いた。

　二人で連れ立って事務所を出る頃ころには、今後の身の振ふり方に決心が付く。

　出来るだけ早くあの部屋を出て行こうと思った。二人きりの家でもし先程のように誘さそわれたら、再び断れる自信もないし、何よりあの家に一人でいたら際限なく塩田の事を考えてしまいそうだ。

「孝理、今回の仕事が終わったらうちの事務所辞めるんだよ」

　家を出るための算段をしていると、唐とう突とつに西垣さんが口を開く。どう返していいのか分からずにいたが、初めから返答なんて必要なかったのだろう。呟つぶやくように「俺が約束破ったから、きっとそのせいなんだろうね」と続けられる。

「約束？」

　タクシーのウィンドウには雨が滲にじんでいた。

　傘かさを持っていないから、降りるときに止む事を願った。いやどうでもいいか、そんな事。

「実家にいると、どうしても父の存在を意識しちゃうんだよ。それで家を出たけど、それでもその影えい響きようからは逃のがれられなくて、何も撮とれなくなったんだ。自分の家なのに居場所がない気がして、孝理に頼み込んで部屋を借りた。その時に約束したんだ」

　西垣さんは相変わらず他人ひと事ごとみたいに自分の事を話す。口を開くのは億おつ劫くうそうだったが、喋しやべるのを止める気はないようだった。

「孝理が不在の間に真咲には手を出さないって」

「え？」

「初めて店で会ったとき真咲から声を掛けてくれたけど、あれは俺がそう仕向けたんだよ。孝理が海外に行ってる間に真咲と仲良くなったら、随ずい分ぶん悔くやしがってた。頑がん張ばって真咲に近づこうとして、裏目に出てるのは可笑おかしかったな。もっと嫌われればいいと思って真咲を家に呼んだのに、仲良くなるとは思わなかった。真咲は俺一筋だと思ってたのに、がっかりだな」

　以前カフェのテラスで教えられた理由と違う。俺をあの家に住まわせたのは「諦あきらめたかったから」だと語っていた。どちらが噓うそで本当か分からなくなる。どちらも噓かもしれないし、少しずつ本当が混じっているのかもしれない。いや、塩田が俺の事を好きだなんて前提からおかしい。そんな素そ振ぶり一度も見せなかった。さっきの態度だってとてもそうとは思えない。だとしたらこれは全て、西垣さんの下らない空想なんだろうか。

　分からないまま話を聞くうちに、タクシーは緩やかに停止した。

　料金を払はらって降りる西垣さんの後に付いて行く。マンションに入り、部屋に向かう間もずっと西垣さんは話し続けていた。今のうちに全てを語ってしまおうというように。

「孝理の横には常に誰かがいたけど、俺は構わなかったんだ。孝理は本気じゃなかったから。だけど真咲は違った。それが耐たえられなかったのかな。だからカメラを盗んだ」

　ドアノブに手を掛かけて、鍵かぎを開ける。

「盗んだって、なんだよ？」

　当初は玄げん関かん先さきだけで帰るつもりだった。だけど西垣さんが喋りながら部屋の奥に向かうから、俺も靴くつを脱ぬいで後を追い掛ける。真しん偽ぎの切り分けが出来ない話はまだ続いていた。

　電気も点つけないまま、真っ暗な部屋の奥に立って西垣さんはようやく俺の方を振り向く。

　事務所を出て以来初めて、俺の存在に気付いたような表情で眼を瞬またたいた。

「〝大切な物を失くしたお詫わびに、真咲との関係をお膳ぜん立だてしてあげた〟って言うための噓」

　最初の夜の顚てん末まつを聞かされて眉まゆ根ねを寄せる。騙されるな。騙されるな。葦あしのざわめきのように警けい戒かいしろと頭の中に自分の声が響ひびく。一体どうして、西垣さんはそんな種明かしを俺にしたんだ？

「でもこれで終わりだ。真咲にカメラを返して、それで終わり」

　西垣さんが動いてもいないのにリビングの電気が点く。振り向こうとした瞬しゆん間かんに後頭部を殴なぐられてその場に膝ひざをついた。人の気配に気付かなかったのは、西垣さんの告白に動どう揺ようしていたせいかもしれない。あるいは、俺が物事を甘い方にばかり考える子供だからなのか。

　軽く殴られただけなのに視界が揺ゆれて気分が悪くなる。むかし空手を齧かじった奴に殴られた時と同じだ。顔を上げて睨にらみ付けると、西垣さんはどこからか取り出したカメラを自分の足元に置く。俺が貰った物と同じ型のそれを見て、こんな事ばかりしてるから好きな人に嫌われるんだ、と口の中で呟いた。返すと言われて呼び出されたが、本当にその気があるのか怪あやしい。

「無理矢理犯されて以来女が駄だ目めなんだよね？　同じ事されれば男も駄目になるのかな？　勃ぼつ起きしなくても、やられる側なら問題ないよね。真咲が家に来てくれるっていうから、急いで友達を集めたけど。それで足りるかな」

　二人、三人、四人、ぐらついた視界には映らない背後の連中の気配を探る。

　警戒していたのに、結局また騙された。塩田に馬ば鹿かにされても仕方ない。でもさっきの話が本当だとしたら、塩田も西垣さんには騙されていた。最初の夜に戸と惑まどったのは正体が俺だと分かったからではなくて、同意してベッドに入っていると思っていた俺が拒きよ絶ぜつしたからか。あの時吐つかれた溜息の意味が今いま更さら分かる。なんだ、あいつも結構格好悪いじゃん。

　こんな状況なのに、そう思うと笑えた。流石にこの人数相手じゃ勝てない。頭に食らった一いち撃げきのせいで足あ搔がく気力もない。男なのに八つ当たりで犯されるとか最悪だろ、と思いながらどうにか立ち上がる。背後の男達の顔は見ないようにした。下げ卑びた言葉も聞こえたが無視して、後ろにあったソファに腰こしを下ろして背もたれに体を預ける。顔を見たら決心が鈍にぶりそうだ。

　まさか西垣さんは容姿を重視してゲイのレイプ犯候補を選せん抜ばつしたわけではないだろうし。

「明日あしたも仕事があるから、朝までには帰して」

　西垣さんだけを見てそう言った。雨が降らなきゃ、明日は普ふ通つうに仕事だ。

　床ゆかに置かれたカメラを拾って、追っ手を振り払って玄げん関かんに向かうのは無理だ。ここは七階だから五歩先にある窓から飛び降りるのも不可能だ。そもそも鍵を開けるか、窓をぶち破る間に捕つかまる。大きな物音を立てれば近きん隣りんの誰だれかが通報してくれるかもしれないが、それに賭けるほど楽観的じゃない。

「逃げないんだ？　怯おびえもしない」

「怯えても止めてくれないんだろ。でもカメラは貰もらってく。好きだって気持ちが本当だったなら、返してやれよ」

　かつての想い人は一いつ瞬しゆんだけ泣きそうに眉まゆを寄せたが、すぐにその表情は消してしまった。

　カメラには触ふれないまま、西垣さんは部屋を出て行こうとする。

「見ていかないのかよ？」

　問いかけたのは虚きよ勢せいだった。抱だく方ならまだしも、抱かれるなんて論外だ。見られたくないし、誰にも触れられたくない。でもこの場を左右できる男はどうあってもこの行こう為いを中止したりしないんだろうって事は分かる。だったらせめて醜しゆう態たいは晒さらしたくない。

　口を開いたが、西垣さんは結局何も言わずに部屋を出ていった。物分かりが良すぎる俺に対して戸惑っていたのを見て、ほんの少しだけ勝った気分になるが、その気持ちはあと数分で跡あと形かたもなく消えて無くなるだろう。何か気分の悪い事をごちゃごちゃ喋る男達の言葉を聞き流し、覚かく悟ごを決める。

「大人しくしてるなら酷ひどい事はしない。お前が頑張って気持ちよくさせてくれれば、こっちもそうしてやるよ。良すぎて、当分仕事には行けなくなるかもしれないけどなぁ」

　両りよう腕うでを摑まれた時、思わず拳こぶしを握にぎりしめた。悔くやしいのが三割、不快感が二割、まだ諦めたくない気持ちが五割。それでも床の上のカメラを見たら、力が抜ぬける。大事な物だと知ってるから取り返してやりたいと思った。だから胃の中から湧わき上がる不快感に耐えながら目を閉じる。

　せめて塩田に触れられていると錯さつ覚かくしたいのに、男の指は汗あせでぬるついているし、もう一人は香こう水すいが臭くさすぎる。肌はだに触れる生なま温ぬるい体温も酒臭い息も、一つも共通点がなくて、好きな男の姿は瞼まぶたの裏にすら現れない。

　───抱かれるのは向いてないけど、どうせなら相手はあんたがいいよ。

　そんな事を考えたときに、玄関の方で物音がした。唯ゆい一いつの観客が戻もどってきたのかと視線を向けたら、リビングのドアを開けたのは今、世界で一番会いたいと思っていた男だった。　>>>♥

「真咲」

　顔を見た瞬間、反射的にソファから立ち上がろうとした。それを咎とがめるように腕が絡みついて、思わず肩かたを摑んだ指に嚙かみ付く。ぶちっと歯の間で皮ひ膚ふの裂さける音がして、男の悲鳴があがる。髪を引かれ、再び押さえ込まれそうになった時に膝の上に硬かたい物がぶつかった。見下ろすと、口と鼻の辺りを押さえた西垣さんが床の上に倒たおれ込んでいた。指の間から赤い色が見える。

　俺の膝に軽くぶつかったせいじゃなく、塩田に殴られたのだろう。小さく震ふるえているのは痛みのせいか、それとも好きな相手にそんな仕打ちを受けたせいなのか。

「帰るぞ」

　塩田は男達も西垣さんも目に入っていない素振りで、俺だけを見てそう言った。

　状況的に数では西垣さん達が圧あつ倒とう的に勝っているのに、気け圧おされたように体の拘こう束そくが緩む。俯うつむいて泣き出した西垣さんに意識をそがれながらも立ち上がると、後に残りそうな程強い力で塩田に腕を摑まれた。

「今度真咲に何かしたら、二度と仕事が出来なくなると思え」

　低い声でそう言うと、水みず溜たまりでふやけた吸すい殻がらに向けるような目で、塩田は西垣さんを見下ろした。小さな背中は震えていて、何も答えない。ただ先程まで俺の体に触ふれていた連中が殺気立つと、それを止めさせるように小さく首を振ふった。

　塩田に腕を引かれてそのまま部屋を連れ出されそうになって、慌あわてて床の上のカメラを摑む。

　部屋を出るときに、閉まり掛けたドアの隙すき間まからすすり泣きのような声が聞こえて振り返りそうになったが、塩田に腕を引かれたのでそれは叶かなわなかった。

「なんで、俺がここに居るって分かったの？」

　外に向かう途と中ちゆうに尋たずねる。廊ろう下かは何事もなかったように静まり返っていた。

「携けい帯たいが通じなかったから、嫌いやな予感がした。あの後すぐに家に帰ったけど、お前がいなかったから西垣の所じゃないかと思って来たら案の定だ。まだあいつに未練があるのか？」

　呆あきれと安堵の混じった声に、何も言えなくなる。自分が馬鹿なのは重々承知している。

　不意に手を放されて泣きそうになった。西垣さんが俺にタクシーの中で打ち明けた話が本当だって証しよう拠こはどこにもない。こいつは恋れん愛あい感情でもなんでもなく、俺を子供のように庇ひ護ごしようとしているだけかもしれない。でも仕事を放り出して来てくれた事に、賭かけてもいいだろうか。

　好きだって言ったら、好きだって返して欲しい。そういう単純な願いを、いくつも目の前の男に抱いている。勝算がなくても、口にしたい。抱き締めたら抱き締め返してくれるのか。

　触れたら、俺にも触れてくれるのか。行動するのは別に怖こわくない。でもその後の反応は見たくない。俺の事どう思ってる？　なんて今いま更さら訊きけない。

　振り向かない背中を見ながら、十秒以内に振り返ったら気持ちを告げようと考える。

　振り返れ、振り返るな。あと三秒。

「真咲？」

　少し遅おくれた俺のために、足を止めて塩田が振り返る。自分から腕を回してきつく抱きついた。

　嫌きらいな奴やつだったんだ。人の事をすぐにからかうし、子供扱あつかいも頻ひん繁ぱんにしてくる。時々狡ずるくて、だけど本質はとても優しい。俺の事を気に入ってくれてたっていうのが本当なら、凄すごく嬉うれしい。

「俺、塩田の事好きだよ。たぶん、もう取り返しがつかないくらいに」







　塩田は家に帰ってきてから色々な所に電話をしていた。仕事の用事だけではなく俺が届けた物も含ふくめて、明日の朝一にアシスタントに家まで届けさせる手配もしているようだった。

　俺はその間に風呂ふろに逃にげ込んだ。

『じゃなきゃ困る。俺ばかりが夢中なんて、不公平だろ？』

　そう言って、唇くちびるを合わせた後でゆるく笑った時の塩田の顔を思い出すと、また体温が上がる。

　バイクに乗せられて家に戻る最中、自分が告白した事も塩田がそれに応えた事も信じられなかった。

　酷い目に遭あったはずなのに、もうそっちはずっと昔の出来事に思えた。考え過ぎたせいで随ずい分ぶん長湯をしてから、風呂を出る。サニタリーの籠かごに投げ込んだ服を見て、着き替がえを持ち込まなかった事に気付いたが、どこの誰だか知らない男に触さわられた服を再び着る気になれずに、洗せん濯たく機きの中に入っていたドライ済みの塩田の服を勝手に借りた。どうせ、すぐに脱ぬぐ羽目になる。

『じいさんの形見なんかより、お前の方がずっと大事だ』

　西垣さんの家に行った理由は、家に帰る途中で打ち明けた。カメラを取り返したっていうのに、塩田は少しも嬉しそうじゃなかった。

　リビングに戻ると、塩田はいなかった。少し姿が見えないだけで不安になって、話し声を辿たどって部屋に向かう。塩田は自室で書類を見ながら携帯で話していたが、俺の姿を見ると二ふた言こと三み言こと話して通話を切る。

「仕事、平気なの？」

　忙いそがしいのは知っていたから、そう問いかける。

「一人で置いていけない。あんまり心配させるなよ」

　謝って抱きつくと、すぐに腕が背中に回された。

「俺、今すぐあんたに抱かれたい」

　首筋に顔を埋うずめて言った。まだこの男が自分の物になったなんて信じられない。だから早く確かめたいんだ。じっと抱き締められていたら、背中に回った手がゆっくりと撫なでるように動いた。他の誰でもない塩田の手だと思うと、それだけで心も体も反応する。

　頰ほおをすりつけるように頭を動かすと、塩田が柔やわらかな溜ため息いきを吐いて髪かみを撫でた。

「真咲」

　名前を呼ばれて顔を上げると、唇を塞ふさがれた。以前したのと同じような濃のう厚こうなキスをされて、塩田の胸に体を預けて寄りかかる。見た目より厚い体は俺が寄りかかってもびくともしない。

「あんな事があった後で、怖くないか？」

「怖くないよ。あんたこそ、したいって思う？　俺で、欲よく情じようする？」

　どこまでも子供扱いしてくる男の目を見つめて問いかける。

　塩田の反応が怖かった。だから頰に手が添そえられたときは、びくりと肩が震える。

「好きな奴と一いつ緒しよに暮らしてて、したくないわけないだろ」

「じゃあ、なんで……い、一回だけだったんだよ。俺が意識してたの、気付いてただろ？」

「一度目は真咲が西垣に傷ついたところに付け込んだから。でも体に引きずられた形で、そういう関係になるのは嫌だった。二度目は時間を掛かけてお前が西垣のことを忘れさせてからって決めてたんだよ。なのにいつまで経ってもお前が西垣の名前を出すから、さっきは頭に血が上った。悪かった」

　さっき、というのが事務所の廊下での事を指すと気付いて、顔が熱くなる。

「俺は、体の相性で好きになったわけじゃない。もっと……、前から好きだった」

　いつから、と訊かれても分からない。一緒に暮らして、話して、そしたらいつの間にか好きになっていた。俺がそう告げると塩田は「なんだ」と少し残念そうに言う。

「それならもっと早くに、俺から言っておけば良かった」

　塩田の言葉に「言って欲しい」と口にする。

「今からでも言って欲しい」

　目の前の男が珍めずらしく困ったように笑う。柔らかなそれに目を奪うばわれているうちに、耳元に吐と息いきが触ふれて、欲しかった言葉が吹ふき込まれる。目頭の辺りが熱くなった。

　自分で強請ねだった癖くせに恥はずかしくなって、呻うめきながら塩田の肩かた口ぐちに顔を埋める。甘やかすように髪が撫でられて、その指先が心ここ地ちよくてますます溶とけていきそうになった。

　本当は年上の男を抱くのが好きで、強気な相手を屈くつ服ぷくさせるのが楽しかった。主導権は一見相手にあるように見せても、その実は相手を操るのは俺だった筈はずだ。なのに塩田が相手だと、俺は何も知らない子供に戻もどってしまう。だけどそれが良いなんて、甘やかされてからかわれるのが心地がいいなんて、まだ認めるのは恥ずかしい。

「俺、負けてばっかりだ」

　思わずそう口にすると、塩田は俺を抱き締めたままで「初めて見たのは、二年前」と言った。「スタジオの近くで仕事してる姿を見た。一いつ生しよう懸けん命めい楽しそうに働いたから、思わずカメラを構えたけど撮とれなかった。シャッターを切るのが勿もつ体たいないと初めて思った」

　塩田の荒あれた指が、服の中に入って来る。その感触にぞくぞくと背中が震えた。

　もう息が乱れそうになる。俺も触れたい。触れられるだけじゃなくて。

「その後偶ぐう然ぜん行きつけの店で見み掛かけて、話してみたら生意気なのに変な所で素直で、拗すねた時の顔が可愛くてますます欲しくなった。うかつに手を出したら、逃げられるって分かってたから、一緒に暮らし始めたときは毎日我が慢まんしていた。西垣は、最初の夜に俺が強引に手を出して、お前に嫌われると目論んでたんだろうけどな」

「結構セクハラされてた気がするけど……」

　今も自分の服を脱がす男の手を見る。上着は奪われて剝むき出しの肌はだに視線が這はわされる。

「あれでも必死に耐えてたんだよ。それよりなんで取り返しがつかないと困るんだ？」

「わかんない」

　子供みたいな返事をすると、塩田が小さく笑った。

　その唇を塞ぐ。自分がこれからする事への羞しゆう恥ちに顔を赤くさせながら、ボトムのボタンに手を掛ける。ファスナーを下ろして、目の前の男の下着の中に手を入れた。硬かたくなっているそれに手を触れる。体温の低い男の体の中で、これだけはやけに熱くてそれが卑ひ猥わいに思えた。

「たぶん、こっちは上手いと思うんだけど。下手だったら、言うとおりにするから、言って」

　フェラは馴なれている。少しは気持ちよくさせられる筈だ。しゃがみ込んで顔を近づける。

　男のソレをしゃぶる行こう為いに今まで戸と惑まどいを覚えた事なんてない。それなのに好きな相手のソレを目にして、怖おじ気けづくと同時に奇き妙みような興奮を覚える。

　体の内側からじわじわ染み出してくる情じよう欲よくはやたらと動物的だ。手で触れる前に唇を幹に押し付けた。熱の匂いがする。微かすかに香かおる体たい臭しゆうと混ざった煙草たばこの匂いは性的で、鼻の奥がじわっと潤うるんだ気がした。押し付けたままの唇を開いて、咥くわえた。前歯や糸切り歯が触れないように、大きく開いたまま唇で擦こする。片方の手を塩田の太ふと腿ももに当てて、空いている方の指で先に触れた。

「ふ……っ」

　頭上から降ってくる呼吸が乱れているのに煽あおられながら、幹を濡ぬらしていく。じゅる、と音を立てて口の中に溺おぼれそうなそれを時折飲み込んで、時折擦なすり付けるようにわざと零こぼす。

　最初に触れた時よりも、硬く反ったそれを舐なめているだけで高こう揚ようする。腹の中は既すでに、抱かれたときの記き憶おくを思い出して、苦痛と快感に備えるように蠢うごめいた。

「は、う、……ん」

　先せん端たんを口に含むと、かすかに唾だ液えき以外の味がする。排はい泄せつするための所から、とろみのあるそれが僅わずかに滲にじんでいた。ぢゅ、と吸い上げると触れている足に力が入ったのが分かる。気持ちいいのか、と安あん堵どしながら剝き出しになった粘ねん膜まくに舌の裏側を擦り付けた。

　夢中になってしゃぶっていると、太腿に置いた手の上に塩田のそれが重なる。

「いいよ」

　髪をなでられて褒ほめられる。口に含んだまま見上げると、ふっと塩田の唇が緩ゆるんだ。

　声は欲よく望ぼうに掠かすれていて、少し上気した頰がぞっとする程色っぽくて背中が震ふるえる。熱を宿した目には今は俺しか映っていない。ゆっくりと頭を前後に動かすと口の中一杯に含んでいる物がひくりと動いて、それに刺し激げきされて自分のソレも下着の中で硬くなる。

「欲しくて堪たまらないって顔してる」

　指で耳に触れられる。穴の入り口を指で辿られると、舌と唇で立てた音が頭の中に反はん響きようする。くぐもって、何十倍にもいやらしく聞こえるそれから逃のがれるようわずかに首を振った。

　塩田の指が喉のどの尖とがりに触れて、そこから顎あごの下を擽くすぐったいほど優しい手つきで指先が辿る。鎖さ骨こつまで落ちた指先が再び顎の方に這わされて、それに逆らわずに顔を上げた。

　視界がぼやけるのは目が潤んでいるせいだと分かっている。霞かすんだ視界に映る男の顔は普ふ段だんよりも雄おすっぽくて、背骨が溶けそうになった。している俺の方が気持ちいいなんて、初めてだ。

　見つめ合ったまま口の中の唾液を飲み込むと、ごくりと喉が音を立てる。

「ん」

　鼻に掛かった声がいやらしくて、ぞくぞくした。咥えたまま頭を動かすと、名前を呼ばれる。限界を悟って、いって、と促すように舌で先の方を舐めた。途と端たんにやらしい味が舌の上に広がる。決して美味うまくないそれを、唾液と一緒に飲み込んだ。咥えていた物をずるりと吐はき出すと、塩田の指が口くちの端はしに零れた白はく濁だくを拭ぬぐって唇くちびるに塗ぬりつけた。舌を伸のばして指ごと舐める。

「上手だった」

　いつの間にか床ゆかに座り込んでいた俺は、塩田の腕でベッドの上に抱き上げられた。

　そのまま褒めるように口の中を舌が擽る。苦みを全て舐め取るように、舌を舌で撫でられて口の中を吸われた。貪むさぼられるように舌を絡からめられて、キスの最中にファスナーが下ろされる。

「ふっ、あっ」

　下着の上から掌てのひらで撫でられた。ソレはもう充じゆう分ぶんに硬く反り返っていて、塩田の手の中で泣きながら震える。下に穿はいている服を脱ぬがされないままそこだけ晒さらす格好が恥ずかしくて、目の前の肩かたに頰を押し付ける。

　ずちゅ、ずちゅ、と掌との摩ま擦さつでいやらしい音が響ひびいた。乱暴な指先に「いきそう」と呟つぶやく。

「入れてからな」

　塩田の膝ひざの上に乗せられて、唇で息を奪われる。

　酸欠気味で頭をぼんやりさせていると、今度は下着の後ろの方に手が入りこんでくる。掌で肉のあまり付いていない尻しりを揉もまれて、殆ほとんど縋すがり付くように目の前にある肩に爪つめを立てた。

「はっ……ぁ、はあっ」

「可愛いなぁ、もう泣きそうになってる」

　目め尻じりに唇が押し付けられて、自分がどんな顔をしているのか教えられる。だけど表情を繕つくろう余よ裕ゆうなんて無い。濡れない筈のそこが、熱を帯びて綻ほころびていくのが分かる。触れられたいと知ってるくせに、はぐらかす指先がもどかしくて胸が苦しくなる。

　もう無理、早く、早く。もっとちゃんと触れよ、そんなところばかりじゃなくて。

　塩田の手に焦じれながら腰こしを揺ゆする。して欲しい。入れて、擦って、早く。

「っ、んぁ、あ」

　目の前の男の顔に自分の頰ほおや唇をすり付ける。

　早く、早く、と浅ましく見えてもいいと思いながら腰を摑つかむ男の手を自分で、奥の方に導く。

「ほしい。はやく……って」

　羞しゆう恥ち心しんなんて今いま更さらだ。既に心も体も全部晒している。なのにそれでも、言葉にするのは容易ではなかった。頭の中が恥ずかしさで煮に立たつのを感じながら、どうにか声に出したのに目の前の男は動く気配を見せない。まだ待たなきゃならないのか、焦じらされるのかと感じたら、悔くやしくて泣けてきた。こんな事ぐらいで馬ば鹿かみたいだと思いながら、目尻から零れそうになるそれを誤ご魔ま化かすために、古い傷きず痕あとが残る目の前の男の肩に嚙かみ付く。

「真咲」

　咎とがめるように呼ばれて、頰をそちらに向けられた時につい涙なみだがこぼれたのを見られる。

　塩田は「こんな事で泣くなよ」と苦笑した。その言い方に苛立つが、漸ようやくちゃんとしてくれそうな気配に、文句を言う気は起きなかった。

「また後ろからする？」

　そう訊かれ、顔が見えないのは嫌いやだと思った。したいときにキスが出来ないのも。

「たぶん……孝理なら平気だと、思う」

　そう言いながら、塩田の首筋に腕うでを絡めたままベッドの上に背中から倒たおれる。初めて名前を呼んだ。たったそれだけで、自分がどうしようもない程緊きん張ちようしている事に気付く。

「無理そうなら、早めに止とめろよ」

　塩田は掠れた声で言うと、下着ごと俺のデニムをずり下ろした。

　熱の籠こもった場所が、冷えた空気に触ふれて震える。塩田の指先が幹の部分を撫なでて、奥まった場所に伸びる。ゆっくりとそこに指が入りこんでくる瞬しゆん間かん、思わず息を止めそうになった。だけど唇の隙すき間まに舌を入れられて、何度も口の内を吸われると息を止める事も力を入れる事もできなくなる。長い指が体の奥まで入れられて、覚かく悟ごしていたくせに内ない壁へきは怯おびえて波打つ。その動きを全て塩田に知られていると思うと、恥ずかしくてどうにかなりそうだ。

「っふ、あ……」

　最初は少し馴れない。軽く首を振ふると、またキスで宥なだめられる。

　塩田はじっくりと時間を掛かけて、中を指で広げた。焦れすぎて、指だけで達しそうになる度に、窘たしなめるように刺激が減らされる。ようやく塩田が指を抜ぬく時には、我が慢まんできずに自分で腰を揺らしていた。やっと抱だいて貰もらえると思ったときに、塩田の指がサイドボードを探る。

　考えるよりも先にしなくていいと言った。

　二回目も俺の中に出して。他の人としてきた事を、二度と思い出せないぐらい強きよう烈れつに上書きして。俺の事好きにしていいから、早く奥まで気持ちよくして。

　頭の中にある思いを、どこまで口走ったかは自分でも分からない。それでも望み通り、曲げた足を抱かかえられて、何も着けてない生のソレが欲しがっていた場所に触れる。

「あ、ぁっ、……ひぁ、あっ、んっ」

　期待感、僅かな苦痛、違い物ぶつ感かん、快楽、充じゆう足そく感かん、ずぷずぷと飲み込む度にめまぐるしく変わる。

　体の中で存在を主張する大きくて熱い肉の杭くいに、馴な染じもうとするように腹が波打つ。これから先、多分何度となく同じように入れられて、その度に俺はこんな風に恐る恐る息を吐き出す羽目になるのかと考える。想像しただけで、ぎゅうと受け入れている場所の入り口に力が入った。ああ、もう今感じているのは快感と充足感だけだ。

「なぁ、これ、脱いで」

　シャツをぐしゃぐしゃに握にぎりしめながら、直に肌に触れられないことが不満でそう口にする。

　塩田はすぐに要求に応えてくれた。剝き出しの肌に掌を這わせる。硬い筋肉を下に秘めた肌は滑なめらかで心ここ地ちよい。大きな傷きず痕あとを半分無意識で指先で辿たどった。塩田はゆっくりと俺の体を揺さ振る。まだ馴なれない内側を擦こすられて、すぐに我慢がきかなくなった。

「もう、いく、出したい」

　咎められるかと不安になりながらも、自分のソレに触れる。塩田が何も言わないから、震える手を動かして擦った。けれども達しそうになったところで、塩田の手で根本を握り込まれる。

「ぁ、う、なんで、手」

「我慢な」

「は、やだって、も、無理」

　塩田の手首を摑むが、びくともしない。首を振ると、頰にキスをされた。

「はなして、なぁ、ぁ、っ」

　揺さ振られながら嫌だと言ったが聞いて貰えない。先程治まっていた悔しい気持ちがまた内側で膨ふくれあがって、思わず洟はなをすする。充足感に焦しよう燥そう感かんが取って代わった。

「は、かわいいな、その顔」

　泣きそうな俺を見下ろして、満足げに笑ってみせる。やっぱり大だい嫌きらいだと思いながら手を伸ばして抱だき寄よせる。それでも、こいつじゃなきゃ駄だ目めなんだ。　>>>♥

「腹の中に出していい？」

　掠れた声で塩田が訊きく。余裕のないそれに少し気分が良くなって、勿もつ体たいぶって答えを引き延ばしていたら、奥の方を突つかれて「ひっ」と声が出る。尻を両手で摑まれて、広げられながら中を突き上げられると、粘ねん膜まくが破れそうで怖こわくなった。

「んっ、ふ、ぁ、」

　だけど恥はずかしいことをされて、少し悔しい思いをしても、絶対に傷つけられる事はないと知っているから、何をされても受け入れてしまう。

「い、いい、いい……から、それ、駄目」

　駄目だと言うのに、止めて貰えない。ぐんと、一番奥を突かれてから、抜けそうな所まで退ひかれる。内側の粘膜もそれに引きずられていくのに、ぎりぎりの所でまた最奥まで入れられて、痛いぐらいの快感に目め眩まいすら覚える。本当におかしくなりそうだ。

「はやく」

　震ふるえる声で口にすると今までよりも激しく奥を穿うがたれた。

　塩田も限界が近いのは、肌はだをくすぐる熱い吐と息いきからも、足を摑む手の強さからも感じられる。

　堰せき止められていた手でソレを、擦られた。後ろと前に、同時に強い刺し激げきを与あたえられると頭の中が混乱する。どっちの快感に集中していいのか分からないまま、許容量一いつ杯ぱいになりながら見上げると「真咲」と名前を呼ばれた。

「も、……いい？」

　頭の中はそればっかりだ。塩田は「いいよ」と男臭くさい笑みを浮うかべる。

　目の前の男も俺の中で達するのだと思ったらぞくんと尻の奥が震えて、短く息を吐ついた瞬間に限界に達する。溜ためていた分、勢いよく吐き出された白はく濁だくが胸まで汚よごす。

「ん、……っ、んん」

　体から力を抜いた瞬間、中に入っていた塩田の欲望が深い場所で弾はじけた。

「あ、う───……」

　塩田は未だ硬かたさを残すソレを引き抜くと、膝ひざを立てたまま呼吸を必死に整えている俺の格好を、欲よくの滲にじんだ目で見下ろした。下心を隠かくさない視線に、自分がどんな格好をしているのか教えられて、慌あわてて膝を閉じようとしたが足首を取られる。ただでさえ力の入らない足を押さえつけられて、全身を見られた。居たたまれなくて、体を隠せない代わりに、腕で顔を隠す。

「あんたとすると、俺ばっかりが恥ずかしい、気がする」

「でも、気持ち良かっただろ？」

　腕も取られて視線が合わせられる。色気を纏まといながらも、優しく笑う顔を見て黙だまり込む。

「俺は凄すごく良かった」

　当たり前のように塩田が言って、頰に口付けてくる。

「真咲は？」

　こんな時ばかり優しい声で尋たずねられて仕方なく「良かった」と答えた。口車に乗せられた気がして唇を引き結ぶと、綺き麗れいな顔で微笑ほほえまれる。狡ずるい。ここでそんな顔をするのは絶対に狡い。

「次は泣かせないようにする」

　噓うそだ。どうせ次も恥ずかしい事をされて泣かされるんだ。

「好きだよ」

　分かっているのに、それでも一向に減らない自分の恋れん情じように呆あきれながら、抱き締しめてくる男の腕の中に大人しく収まる。こいつが好きだと言ってくれるうちは、きっと何されても許してしまうんだろうと諦あきらめて、燻る熱を宥めてくれる手に身を任せて、そっと目を閉じた。







　月曜日、雨。朝から暗室に籠こもって、塩田に習いながら現像作業を行った。

　先日、塩田が帰国してから行ったツーリング先での写真は、自分でもわりと良く撮とれていたと思う。

「お前、これ開放で焼いただろ。全部潰つぶれてる。停止液浸つける意味ないだろ、捨てろよ」

　しかし教えて貰ってなんだが、こいつは教師に向かない。俺だってこれが恋こい人びとじゃなかったら、絶対に教えを請こわなかった。他の全てはわりとなあなあで譲じよう歩ほする癖くせに、写真に関しては鬱うつ陶とうしいぐらいに厳しい。こんな事なら全部デジタルで撮ってくれば良かった。

「もう少し優しく教えろよ。俺はあんたが剪せん定ていや盆ぼん栽さいに興味あるって言い出したら、絶対もっと褒ほめて伸のばすけど。男結びすら満足に出来なくても、そんな言い方しないし」

「技術は経験が物を言うんだから褒めても伸びないだろ」

　羆ひぐま先せん輩ぱいマジこいつやっちゃってくださいよ、と薄うす着ぎのせいで顕あらわになっている古傷を見ながら思う。元から従順な性格じゃないので思わずピンセットを投げそうになったが、ぐっと堪こらえる。

　まだ最後の現像が終わってない。それこそ、俺が見たい一枚だ。奥歯をぎりぎり嚙かみながら、フィルターを入れて絞しぼりを調節してやり直す。

　塩田は当初の予定通り、帰国して事務所を辞めた。自分で事務所を開くか、事務処理を面めん倒どうがっている仕事仲間と共同で事務所を開くかで迷っているらしい。西垣さんも父親の事務所を辞めたというのを、先日行きつけの店のオーナーから聞いた。塩田は興味がないのか、早々に来月店を借り切って行う個展の話題に変えてしまった。

　基本的に、塩田は写真と俺以外の事はどうでもいいのだと付き合って知った。

「確かに現像の技術は未熟だけど、写真の才能はあると思う」

　俺は失敗した分の写真を再現像する。塩田は一番綺麗な風景や、大切な物ほど写真には残さないと言っていたが、俺は逆だ。大事な物は残しておきたい。日々の些さ細さいな幸せとか。

　現像液に揺ゆられて浮き上がったその写真は、随ずい分ぶん上手に被ひ写しや体たいの表情を引き出している。

「よくプロ相手にそんな事言えるな」

　からかうような顔で、塩田が俺の手の中の写真を覗のぞき込む。赤いライトの下で、普ふ段だん余よ裕ゆうの笑みを浮かべてる男が困ったように、照れたようにじっと写真に視線を落としているのを見て、初めて勝った気がした。

「もしかして俺も、あんたの前でこんな顔してるの？」

　恋人が自分を見るときの優しい笑顔は殊こと更さら魅み力りよく的だ。塩田はすっかり黙り込んでいる。

「改めて見ると結構かわいい顔してるよな。今夜は俺が抱いてあげてもいいよ」

「そうだな」

「え？」

　勝利の余よ韻いんに浸ひたりながらにやにやからかっていると、急に腕うでを摑つかまれる。

「俺は夜なんて言わずに、今すぐでもいいけどな。そのときのお前の顔は、お返しに俺がしっかり撮ってやるよ」

　不敵に笑った塩田を見て嫌いやな予感がした。逃にげるように出口に向かうと、背後から暗幕ごとドアを押さえられる。恐おそる恐る振ふり返ったら、闇の中で赤く光る目が見えた。

「夜まで気力が残らないぐらい、可愛がってやるよ」

　やっぱり、俺はこんな男は大嫌いだ。







　あとがき




　こんにちは、成宮ゆりです。

　数多あまたある書しよ籍せきの中から『悪い男は飼い馴らせない』を手に取って頂き、有あり難がとうございます。




　今回は桜城やや先生が拙せつ作さくに瑞みず々みずしいイラストを付けて下さいました。

　真咲を格好良いのについつい手を出したくなる可愛かわい気げのある男子に、塩田を妖あやしげな大人の色気が溢あふれる男性に描えがいて頂き、とても嬉うれしいです。特に林りん檎ごやチョコレートを食べている塩田や、塩田の掌てのひらの上で二につ進ちも三さつ進ちもいかなくなっている真咲の表情が魅み力りよく的で、眺ながめているだけで幸せな気分になれます。脇わき役やくである西垣にまで勿もつ体たいない程ほどのビジュアルを付けて頂けて嬉しいです。この度たびは大変ご多た忙ぼうの中を引き受けて下さり、誠まことに有り難うございました。




　さて肝かん心じんの本編ですが、上手うまく操縦できない年上の男に苦戦して子供っぽくなっていく真咲や、序じよ盤ばんでは真咲に手を出さないように色々と我が慢まんしている塩田の姿を楽しんで頂けたら幸いです。

　また今回は「生意気な年下が、大人の男に振ふり回される話」がテーマでした。

　しかし蓋ふたを開けてみれば、大人の男の方が振り回されている気がします。主人公には相手を振り回している自覚がないので、恐おそらく今後も塩田は振り回され続ける予感がします。

　ところで作中に出てくる「男結び」という単語ですが、初めて目にしたときは「なんか字じ面づらがやらしい」と、つい不ふ埒らちな想像をしてしまいました。しかしそれが結び方の一種であると知った現在ですら、妄もう想そうは止めどなく湧わき上がってきます。私の脳はもう手て遅おくれです。




　そんな悲しくもどうでもいい私の脳の状態はさておき、担当様。

　舌の根も乾かわかぬうちに、前作のあとがきでした誓ちかいを破ってごめんなさい。

　先日、罵ば声せいと共に段ボール箱を蹴けられているお姿を夢で拝見致いたしました。あれが正夢にならないうちに、担当様がまだ私に優やさしくして下さる間に、約束を守れるように頑がん張ばります。

　この度も誠に申し訳ございませんでした。




　そして最後に読者の皆みな様さま、本作は如何いかがでしたでしょうか。癖くせのある登場人物が多いストーリーですが、少しでも気に入って頂けたら嬉しいです。

　いつも叱しつ咤た激げき励れいのお手紙やお葉書を有り難うございます。

　ご意見ご感想は大切に読ませて頂いております。心の魂こん柱ちゆうです。

　それではまた皆様にお会い出来ることを祈いのって。




　　平成二十四年四月


成宮　ゆり　　
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